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1. はじめに 

1.1 主旨及び沿革 
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1.2 改定の変遷 

※    は関連する国等の動き等 

平成 14 年度～平成 15 年度 

○ 宮城県津波対策連絡協議会（H14.10 設置） 
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○ 「宮城県津波対策ガイドライン」（H15.12 策定） 
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平成 23 年度 

○ 「宮城県津波避難のための施設整備指針」（H24.3 策定） 
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 平成 25 年度 

○ 「宮城県津波対策ガイドライン」(H26.1 改定) 

≢ ╠⅛≤⌂∫√ ╛ ─ ⌐⅔↑╢ ╩ ╕ⅎ

⌐ ⅜ ⌂ ╩ ≤∆╢√╘─♁ⱨ♩ ⌐≈™≡ ⇔ ₈

⌐⅔↑╢ ₉ ┘₈ ↔≤─ ₉╩ ∆╢√╘─ ≤⇔

≡ ─ ⌂ ╩ ™╕⇔√⁹ 

  

  

    

平成 29 年度 

○ 「宮城県津波対策ガイドライン」(H29.10 改定) 
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・「津波避難対策推進マニュアル検討報告書」（平成 14 年 3 月消防庁） 

・「東北地方太平洋沖地震を教訓とした地震・津波対策に関する専門調査会報告」 

（H23.9 中央防災会議専門調査会） 

・「津波防災地域づくりの推進に関する法律」（H23.12 国土交通省） 

・「津波防災地域づくりの推進に関する基本的な指針」（H23.12 国土交通省） 

・「津波避難対策推進マニュアル検討会報告書」（H25.3 消防庁） 

・「宮城県津波避難のための施設整備指針」（H24.3 宮城県） 

・「避難勧告等に関するガイドライン」（H26.9，H29.1 内閣府） 

・「水害ハザードマップ作成の手引き」（H28.4 国土交通省） 

・「指定緊急避難場所の指定に関する手引き」（H29.3 内閣府） 

・「津波避難ビル等を活用した津波防災対策の推進について（技術的助言）」 

（平成 29 年 7 月 5 日府政防第 825 号内閣府通知） 

主な改定項目 

2.10気象庁が発表する津波に関する警報・情報等 

気象庁の発表情報等に関する項目の全面改定 

3.2 避難対象地域の指定 

「3.8 避難指示（緊急）の発令」の改定に併せ発令エリアについて追記 

3.4 指定緊急避難場所等，避難経路等の指定・設定 

「指定緊急避難場所の指定に関する手引き」（H29.3内閣府）や「津波避難ビル

等を活用した津波防災対策の推進について（技術的助言）」（H29.7 内閣府通知）

等により整理された指定緊急避難場所（津波避難ビルを含む。）について改定 

3.8 避難指示（緊急）の発令 

   避難勧告等の発令基準について「避難勧告等に関するガイドライン」（H26.9，

H29.1 内閣府）を反映し改定 
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○ 「宮城県津波避難のための施設整備指針」（H24.3 策定）の廃止 
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・「避難情報に関するガイドライン」 (R3.5 内閣府) 
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2. 津波避難計画の策定 

2.1 県，市町，住民の役割 
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2.2 対象市町 

 

 

2.3 津波避難計画で定める範囲 
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図 １ 本書において取り扱う避難の範囲 

 

2.4 津波避難計画で対象とする津波 
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2.5 地域一体となった対策の推進 
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2.6 津波避難計画策定のフロー 

津波避難計画は， ─ ╣⌐╟╡ ⇔╕∆⁹ 

 
図 ２ 津波避難計画策定のフロー図 

参考） 津波避難対策推進マニュアル検討会報告書（H25.3 消防庁） 

https://www.fdma.go.jp/singi_kento/kento/items/kento106_01_p00.pdf 
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2.7 津波避難計画の概念図 

 

 
図 ３ 津波避難計画の概念図 

参考） 津波避難対策推進マニュアル検討会報告書（H25.3 消防庁） 

https://www.fdma.go.jp/singi_kento/kento/items/kento106_01_p00.pdf  
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2.8 津波避難実態調査（国土交通省）の概要 
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避難実態調査の概要   

 
図 ４ 避難実態調査結果の本書での集計範囲 
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2.9 用語の意味 

≢ ™╢ ⌂ ─ │ ─≤⅔╡≢∆⁹ 

 

用   語 用   語   の   意   味   等 

津波浸水想定区域 最大クラスの津波が悪条件下を前提に発生したときの浸水の区域及び水深によ

り設定された浸水の区域とする。（この区域を表した図を，「津波浸水想定区域

図」とする。） 

津波到達予想時間 地震発生後，対象とする津波が海岸線に到達するまでの予想時間とする。津波

シミュレーション結果等に基づき設定する。（気象庁が津波情報で発表する「津

波到達予想時刻」とは異なる。） 

避難対象地域 津波が発生した場合に避難が必要な地域とする。津波浸水想定区域に基づき

市町が指定する。安全性の確保，円滑な避難等を考慮して，津波浸水想定区域

よりも広い範囲で指定する。 

避難可能距離 避難開始から津波の到達が予想される時間までに避難することが可能な距離と

する。必要に応じ，自動車による避難も考慮する。 

避難可能範囲 避難開始から津波の到達が予想される時間までに避難することが可能な範囲と

する。必要に応じ，自動車による避難も考慮する。 

避難困難地域 津波の到達時間までに，避難対象地域の外（避難の必要がない安全な地域）に

避難することが困難な地域とする。 

避難路 避難目標地点まで，最も短時間でかつ安全に到達でき

る主要道路で，市町が指定するもの。 
避難路及び避難経路

を総称して，「避難経

路等」と表す。 
避難経路 避難する場合の経路で，検討段階では市町が想定し，

最終的には自主防災組織，住民等が設定するもの。 

指定緊急避難場所 災害が発生し，又は発生する恐れがある場合に，居住

者等が災害から命を守るために緊急的に避難する施

設又は場所とする。市町が災害種別ごとに安全性等の

一定の基準を満たす施設及び場所を指定する。 

指定緊急避難場所，

避難目標地点及び津

波避難ビル等を総称

して，「避難先」と表

す。 

避難目標地点 津波の危険から避難するために，避難対象地域の外

に定める場所とする。自主防災組織，住民等が設定す

るもので，とりあえず生命の安全を確保するために避難

の目標とする地点とする。必ずしも指定緊急避難場所

とは一致しない。 

津波避難ビル 指定緊急避難場所の一つである。津波が発生した場

合において津波浸水想定区域内にある施設で，市町

が，一定の施設基準を満たす施設を指定する。避難困

難地域の避難者や逃げ遅れた避難者が緊急に避難す

る施設である。本書では，津波避難タワーを含めた場

合には，「津波避難ビル等」と表記する。 

指定避難所 避難した居住者等が災害の危険がなくなるまで一定期間滞在し，又は災害によ

り自宅に戻れなくなった居住者等が一時的に滞在する施設で，市町が指定し，

生活関連物資を配付できることなど，一定基準を満たすことが必要である。 
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用   語 用   語   の   意   味   等 

避難行動要支援者 災害が発生し，又は災害が発生するおそれがある場合

に自ら避難することが困難な者であって，その円滑かつ

迅速な避難の確保を図るために特に支援を必要とする

者を意味する。避難行動要支援者の要件は，避難行

動要支援者名簿に掲載する者の範囲として各市町の

地域防災計画において定める。 

本書においては，避

難行動要支援者及び

要配慮者をあわせて

「避難行動要支援者

等」と表記する。 要配慮者 災害時に限定せず一般的に配慮を要する者を意味し，

具体的には高齢者，障害者，妊産婦，乳幼児，アレル

ギー等の慢性疾患を有する者，外国人等を意味する。 

二次避難 津波避難ビル等の一時的な避難先から，より安全な避難対象地域外の指定緊

急避難場所や，指定避難所などに避難すること。 

バッファゾーン 津波浸水想定区域には含まれないが，浸水想定の不確実性を考慮すると浸水

のおそれがあるものとして対応をとるべき地域をいう。 

 

参考） 津波避難対策推進マニュアル検討会報告書（H25.3 消防庁） 

     https://www.fdma.go.jp/singi_kento/kento/items/kento106_01_p00.pdf 

     避難行動要支援者の避難行動支援に関する取組指針（H25.8 内閣府(防災担当)） 

http://www.bousai.go.jp/taisaku/hisaisyagyousei/youengosya/h25/pdf/hinansien-honbun.pdf 

指定緊急避難場所の指定に関する手引き（H29.3 内閣府（防災担当）） 

http://www.bousai.go.jp/oukyu/hinankankoku/pdf/shiteitebiki.pdf 

津波避難ビル等を活用した津波防災対策の推進について（技術的助言）（H29.7 内閣府） 

http://www.bousai.go.jp/jishin/tsunami/hinan/pdf/shushi.pdf 
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2.10 気象庁が発表する津波に関する警報・情報等 

 

1) 地震・津波に関する情報の流れ 

 

 

参考） 気象庁ホームページ 地震情報について 

http://www.data.jma.go.jp/svd/eqev/data/joho/seisinfo.html 

津波警報・注意報，津波情報，津波予報について 

http://www.data.jma.go.jp/svd/eqev/data/joho/tsunamiinfo.html 

http://www.data.jma.go.jp/svd/eqev/data/joho/seisinfo.html
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2) 大津波警報・津波警報・津波注意報 

│ ⅜ ⇔√≤⅝│ ─ ╛ ╩ ╛⅛⌐ ⇔ ↓╣╠╩╙≤

⌐ ≢ ↕╣╢ ─ ↕╩ ╘ ⅜ ⇔≡⅛╠ 3 ╩ ⌐

│ ( ↓╣╠╩₈ ₉≤™℮⁹ ╩ ≢

⇔╕∆⁹ 

⌂⅔ ⌐≈™≡│ ⌐ ≠↑╠╣╕∆⁹ 

≤≤╙⌐ ∆╢ ↕╣╢ ─ ↕│ │ 5 ─ ≢ ⇔

╕∆⁹√∞⇔ ─ ⅜ⱴ◓♬♅ꜙכ♪ 8╩ ⅎ╢╟℮⌂ ⌐ ⇔≡│

─╟™ ─ ╩∆←⌐ ╘╢↓≤⅜≢⅝⌂™√╘ ─ ≢│

∕─ ⌐⅔↑╢ ─ ╩╙≤⌐ ╩ ⇔╕∆⁹∕─

⌐ ∆╢ ╛ ≢│ ↕╣╢ ─ ↕╩₈ ₉╛₈ ™₉≤

™℮ ╩ ™≡ ⇔ ≢№╢↓≤╩ ⅎ╕∆⁹ ↕╣╢ ─ ↕╩₈

₉⌂≥─ ≢ ⇔√ ⌐│ ∕─ ─ ⅜ ↄ ╘╠╣√ ≢

╩ ⇔ ≢│ ↕╣╢ ─ ↕╙ ≢ ⇔╕∆⁹ 

 

＜津波警報等の種類と発表される津波の高さ等＞ 

津波警報等

の種類 
発表基準 

発表される津波の高さ 

想定される被害と取るべき行動 
数値での発表 

巨大地震

の場合の

発表 

大津波警報 

予想される津波

の高さが高いと

ころで 3m を超え

る場合 

10ｍ超 

（10ｍ＜予想高さ） 

巨大 

木造家屋が全壊・流失し，人は津波

による流れに巻き込まれる。沿岸部

や川沿いにいる人は，ただちに高台

や津波避難ビルなど安全な場所へ

避難する。警報が解除されるまで安

全な場所から離れない。 

10ｍ 

（５ｍ＜予想高さ

≦10ｍ） 

５ｍ 

（３ｍ＜予想高さ

≦５ｍ） 

津波警報 

予想される津波

の高さが高いと

ころで 1m を超

え，3m 以下の場

合 

３ｍ 

（１ｍ＜予想高さ

≦３ｍ） 

高い 

標高の低いところでは津波が襲い，

浸水被害が発生する。人は津波によ

る流れに巻き込まれる。沿岸部や川

沿いにいる人はただちに高台や津

波避難ビルなど安全な場所へ避難

する。警報が解除されるまで安全な

場所から離れない。 

津波注意報 

予想される津波

の高さが高いと

ころで 0.2m 以

上，1m 以下の場

合であって，津波

による災害のお

それがある場合 

１ｍ 

（0.2ｍ≦予想高さ

≦１ｍ） 

（表記し

ない） 

海の中では人は速い流れに巻き込

まれ，また，養殖いかだが流失し小

型船舶が転覆する。海の中にいる人

はただちに海から上がって，海岸か

ら離れる。海水浴や磯釣りは危険な

ので行わない。注意報が解除される

まで海に入ったり海岸に近付いた

りしない。 

 

※津波警報等の留意事項等 

₈ה ─ ↕₉≤│ ⌐╟∫≡ ⅜ ↄ⌂∫√ ⌐⅔↑╢ ≤ ∕─ ⌐

⅜⌂⅛∫√≤⇔√ ─ ≤─ ≢№∫≡ ⌐╟∫≡ ⅜ ⇔√ ↕

╩™™╕∆⁹ 

ה ⌐ ™ ≢ ⅝⌂ ⅜ ⇔√ ─ ⅜ ─ ⌐ ⌐

╦⌂™ ⅜№╡╕∆⁹ 
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ה │ ⇔√ ─ ╛ ⌐ ⇔√ ─ ↕╩╙≤⌐ ∆╢

╙№╡╕∆⁹ 

ה ⌐╟╢ ─⅔∕╣⅜⌂ↄ⌂∫√≤ ╘╠╣╢ ─ ╩ ™╕

∆⁹↓─℮∟ ─ ⌐╟╡ ⅜↕╠⌐ ↄ⌂╢ │ ↕™≤

⇔√ ⌐│ ─ ↕⅜ ─ ≤⌂╢ ⌐ ⅜

∆╢↓≤╛ ╩ ⇔≡ ╩ ℮ ⅜№╡╕∆⁹ 

 

3) 津波情報 

╩ ⇔√ ⌐│ ─ ─ ╛ ↕╣╢

─ ↕ ─ ╛ ─ ╩ ≢ ⇔╕∆⁹ 

 

＜津波情報の種類と発表内容＞ 

情報の種類 発表内容 

津波到達予想時刻・予想される津

波の高さに関する情報（注１） 

各津波予報区の津波の到達予想時刻（注２）や予想される津波の

高さ（発表内容は津波警報・注意報の種類の表に記載）を発表 

各地の満潮時刻・津波到達予想時

刻に関する情報 

主な地点の満潮時刻や津波の到達予想時刻を発表 

津波観測に関する情報 沿岸で観測した津波の時刻や高さを発表（注３） 

沖合の津波観測に関する情報 沖合で観測した津波の時刻や高さ，及び沖合の観測値から推定

される沿岸での津波の到達時刻や高さを津波予報区単位で発

表（注４） 

 

( 1)  ₈ ה ↕╣╢ ─ ↕⌐ ∆╢ ₉│ ≢│₈

ה ה ₉ VTSE41 ⌐ ╕╣╕∆⁹  

( 2)  ↓─ ≢ ↕╣╢ │ ≢╙∫≤╙ ↄ ⅜ ∆

╢ ≢∆⁹ ⌐╟∫≡│ ↓─ ╟╡╙ 1 ╣≡ ⅜ ∫≡ↄ╢↓

≤╙№╡╕∆⁹  

( 3)  ⌐ ∆╢ ─ ⌐≈™≡  

≢ ה ↕╣√ ─ ─ ≤ ⇔ ⅝ ┘∕─ ╕≢⌐

↕╣√ ─ ≤ ↕╩ ⇔╕∆⁹  

─ ה ⌐≈™≡│ │ ╩ ─ ⌐

⅔™≡ ↕╣√ ─ ↕⅜ ™ │ ≢│⌂ↄ₈ ₉─ ≢

⇔≡ ⅜ ≢№╢↓≤╩ ⅎ╕∆⁹ 

 

≢ ↕╣√ ─ ─  

警報・注意報の

発表状況 
観測された津波の高さ 内容 

大津波警報 
1m 超 数値で発表 

1m 以下 「観測中」と発表 

津波警報 
0.2m 以上 数値で発表 

0.2m 未満 「観測中」と発表 

津波注意報 （すべての場合） 
数値で発表（津波の高さがごく小さい場

合は「微弱」と表現） 
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( 4)  ─ ⌐ ∆╢ ─ ⌐≈™≡ 

≢ ה ↕╣√ ─ ─ ≤ ⇔ ⅝ ∕─ ╕≢⌐ ↕╣√

─ ≤ ↕╩ ↔≤⌐ ⇔╕∆⁹╕√ ↓╣╠ ─ ⅛╠

↕╣╢ ≢─ ( 1 ─ ─ ≤

↕)╩ ≢ ⇔╕∆⁹ 

─ ה ┘ ⌐≈™≡│ ≢─ ≤ ∂╟℮⌐ ┼─

╩ ⇔ ─ ╩ √∆╕≢│ ╩ ⇔╕∑╪⁹ │

⅜ ─ ⌐⅔™≡ ≢ ↕╣╢ ─ ↕⅜ ™ │ ≢

│⌂ↄ₈ ₉( ≢─ ) │₈ ₉( ≢─ )─ ≢ ⇔

≡ ⅜ ≢№╢↓≤╩ ⅎ╕∆⁹ 

 

≢ ↕╣√ ─ ┘ ≢─ ─  

発表中の 

津波警報等 
沿岸で推定される津波の高さ 発表内容 

大津波警報 

3m 超 
沖合での観測値，沿岸での推定値とも

数値で発表 

3m 以下 
沖合での観測値を「観測中」，沿岸での

推定値を「推定中」と発表 

津波警報 

1m 超 
沖合での観測値，沿岸での推定値とも

数値で発表 

1m 以下 
沖合での観測値を「観測中」，沿岸での

推定値を「推定中」と発表 

津波注意報 （すべての場合） 
沖合での観測値，沿岸での推定値とも

数値で発表 

 

（注 5） 沿岸から距離が 100km を超えるような沖合の観測点では，津波予報区との対応付けが難し

いため，沿岸での推定値は発表しません。また，最大波の観測値については数値ではなく「観

測中」の言葉で発表して，津波が到達中であることを伝えます。 
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＜東北地方沿岸と沖合の津波観測点＞ 

 
 

※津波情報の留意事項等 

ᵑ ה ↕╣╢ ─ ↕⌐ ∆╢  

ה │ ─⌂⅛≢ ╙ ↄ ⅜ ∆╢ ≢∆⁹ ∂

─⌂⅛≢╙ ⌐╟∫≡│ ↓─ ╟╡╙ ⌐╟∫≡│ 1

╣≡ ⅜ ∫≡ↄ╢↓≤⅜№╡╕∆⁹ 

ה ─ ↕│ ⌐ ─ ─√╘ ⌐╟∫≡ ⅝ↄ ⌂╢↓≤⅛╠

⌐ ↕╣╢ ─ ↕╟╡ ↄ⌂╢ ⅜№╡╕∆⁹ 

ᵒ ─ ה ⌐ ∆╢  

ה ≤ ⅜ ⌂╢≤ ─ ™ ⌐ ⅜ ⌂╡ ⅜╟╡ ⅝ↄ⌂╢

⅜№╡╕∆⁹ 

ᵓ ⌐ ∆╢  

ה ⌐╟╢ ─ ⅜ ↕╣≡⅛╠ ⅜ ↕╣╢╕≢⌐

⅛⅛╢↓≤⅜№╡╕∆⁹ 

ה ⌐╟∫≡│ ≢ ⇔√ ─ ↕╟╡╙ ⌐ ⅝⌂ ⅜ ⇔≡™

╢⅔∕╣⅜№╡╕∆⁹ 

ᵔ ─ ⌐ ∆╢  

ה ─ ↕│ ≢─ ⌐ ═ ≢│↕╠⌐ ↄ⌂╡╕∆⁹ 

ה │ ⌐ ↄ ╦╡ ₈ ─ ⌐ ∆╢ ₉⅜ ↕╣≡⅛╠

⌐ ⅜ ∆╢╕≢ 5 ≤⅛⅛╠⌂™ ╙№╡╕∆⁹╕√ ─ ⌐

╟∫≡│ ─ ⅜ ─ ⌐ ⌐ ╦⌂™ ╙№╡╕∆⁹ 

ừ  

Ỏ GPS  

Ộ ◔כⱩꜟ  

   

3 4 1  
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4) 津波予報 

⌐╟╢ ⅜ ↓╢⅔∕╣⅜⌂™ ⌐│ ─ ╩

≢ ⇔╕∆⁹ 

 

＜津波予報の発表基準と発表内容＞ 

発表基準 内容 

津波が予想されないとき 

（地震情報に含めて発表） 

津波の心配なしの旨を発表 

0.2m 未満の海面変動が予想されたとき（注） 

(津波に関するその他の情報に含めて発表) 

高いところでも 0.2m 未満の海面変動のため被

害の心配はなく，特段の防災対応の必要がない

旨を発表 

津波注意報の解除後も海面変動が継続する

とき（注）(津波に関するその他の情報に含め

て発表) 

津波に伴う海面変動が観測されており，今後も

継続する可能性が高いため，海に入っての作業

や釣り，海水浴等に際しては十分な留意が必要

である旨を発表 

 

₈0.2m ─ ⅜ ↕╣√≤⅝₉ │₈ ─ ╙

⅜ ∆╢≤⅝₉⌐ ∆╢ │ ≢│₈ ה ה

₉ VTSE41 ≢ ↕╣╕∆⁹ 

 

5) 遠地地震に関する情報 

≢ ⅜ ⇔√ ≢ ─ ╣⌐╟╢ ⅜ ∆╢ │ ™

≢∆⁹⇔⅛⇔ ─ ⅜ ⅝ↄ ⅜ ─ ⌐│ ⅝⌂ ⅜ ⇔ ↓

╣⅜ ╕≢ ⇔≡ ⅝⌂ ⅜ ∆╢↓≤⅜№╡╕∆⁹ 

↓─√╘ ≢│ ≢ⱴ◓♬♅ꜙכ♪ 7.0 ─ ⅜ ⇔√ ╛

⌂≥ ⇔™ ⅜ ∆╢ ⅜№╢ ≢ ─ ⅝⌂ ╩ ⇔√ ⌐

⌐ ∆╢ ╩ ⇔╕∆⁹↓─ ⌐│ ─

╛∕─ ⱴ◓♬♅ꜙכ♪ ─╒⅛ ╛ ┼─ ─ ⌐≈™≡╙ ⇔≡

⇔╕∆⁹ 

 

 

 

 

【参考】津波の計り方の模式図 
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6）津波警報等と津波情報の発表例文 

ᵑ ─  
 
大津波警報・津波警報・注意報注意報 
令和ＸＸ年○○月１３日１４時４９分 気象庁発表 
 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 見出し ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
東日本大震災クラスの津波が来襲します。 
大津波警報・津波警報を発表しました。 
ただちに避難してください。 
＜大津波警報＞ 
 岩手県，宮城県，福島県 
＜津波警報＞ 
 北海道太平洋沿岸中部，青森県太平洋沿岸，茨城県， 
千葉県九十九里・外房，伊豆諸島 
 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 本文 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
＄印は優先度の高い重要な情報を示す記号です。 
大津波警報を発表した沿岸は次のとおりです。 
＜大津波警報＞ 
 ＄＊岩手県，＄宮城県，＄福島県 
 
津波警報を発表した沿岸は次のとおりです。 
＜津波警報＞ 
 北海道太平洋沿岸中部，青森県太平洋沿岸，茨城県，千葉県九十九里・外房，
伊豆諸島 

 
津波注意報を発表した沿岸は次のとおりです。 
＜津波注意報＞ 
 北海道太平洋沿岸東部，北海道太平洋沿岸西部，青森県日本海沿岸， 
  （中略） 
 
以下の沿岸（上記の＊印で示した沿岸）ではただちに津波が来襲すると予想されま
す。 
 岩手県 
 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 解説 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
東日本大震災クラスの津波が来襲します。 
ただちに避難してください。 
 
＜大津波警報＞ 
大きな津波が襲い甚大な被害が発生します。 
沿岸部や川沿いにいる人はただちに高台や避難ビルなど安全な場所へ避難してく
ださい。 
津波は繰り返し襲ってきます。警報が解除されるまで安全な場所から離れないでく
ださい。 
 
＜津波警報＞ 
津波による被害が発生します。 
沿岸部や川沿いにいる人はただちに高台や避難ビルなど安全な場所へ避難してく
ださい。 
津波は繰り返し襲ってきます。警報が解除されるまで安全な場所から離れないでく
ださい。 
 
＜津波注意報＞ 
海の中や海岸付近は危険です。 
海の中にいる人はただちに海から上がって，海岸から離れてください。 
潮の流れが速い状態が続きますので，注意報が解除されるまで海に入ったり海岸
に近づいたりしないようにしてください。 
 
＜津波予報（若干の海面変動）＞ 
若干の海面変動が予想されますが，被害の心配はありません。 
 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 震源要素の速報 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
[震源，規模]  
○○月１３日１４時４６分頃地震がありました。 
震源地は，三陸沖（北緯３８．０度，東経１４２．９度，牡鹿半島の東南東１３０ｋｍ付
近）で，震源の深さは約１０ｋｍ，地震の規模（マグニチュード）は８を超える巨大地
震と推定されます。 

 

 

 

 

優先度の高い重要事項であることを
示すため，初めて大津波警報となっ
た予報区には，「＄」記号を冒頭に
付加します。 

解説文に避難の呼びかけと，とる
べき行動を記述します。 

地震の規模を過小評価と判断し，想定
最大の地震規模を適用した場合には，
震源要素の地震の規模を「８を超える
巨大地震」と記述します。 

予想される津波の高さが「巨大」又は
「10ｍ超」の場合に，「東日本大震災
クラスの津波が来襲します。」を見出
しで記述します。 
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ᵒ ה ↕╣╢ ─ ↕⌐ ∆╢ ─  
 

津波情報（津波到達予想時刻・予想される津波の高さに関する情報） 
令和ｘｘ年○○月１３日１４時５０分 気象庁発表 
 
［津波到達予想時刻・予想される津波の高さ］ 
＄印は優先度の高い重要な情報を示す記号です。 
＃印は新たに発表，あるいは情報を更新した箇所です。 
津波到達予想時刻および予想される津波の高さは次のとおりです。 
予報区名    第１波の到達予想時刻  予想される津波の最大波の高さ 

＜大津波警報＞ 
＄＃岩手県         津波到達中と推測       巨大 
＄＃宮城県         １３日１５時００分     巨大 
＄＃福島県         １３日１５時１０分     巨大 
＜津波警報＞ 
 ＃北海道太平洋沿岸中部  １３日１５時３０分     高い 
 ＃青森県太平洋沿岸    １３日１５時３０分     高い 
 ＃千葉県九十九里・外房  １３日１５時２０分     高い 
＜津波注意報＞ 
 ＃北海道太平洋沿岸東部  １３日１５時３０分 
 
   （中略） 
警報が発表された沿岸部や川沿いにいる人はただちに高台や避難ビルなど安全な
場所へ避難してください。 
到達予想時刻は，予報区のなかで最も早く津波が到達する時刻です。場所によって
は，この時刻よりもかなり遅れて津波が襲ってくることがあります。到達予想時刻から
津波が最も高くなるまでに数時間以上かかることがありますので，観測された津波の
高さにかかわらず，警報が解除されるまで安全な場所から離れないでください。 
 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 震源要素の速報 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
［震源，規模］ 
○○月１３日１４時４６分頃地震がありました 
震源地は，三陸沖（北緯３８．０度，東経１４２．９度，牡鹿半島の東南東１３０ｋｍ付
近）で，震源の深さは約１０ｋｍ，地震の規模（マグニチュード）は８を超える巨大地震
と推定されます。 
 

 

 

ᵓ ─ ה ⌐ ∆╢ ─  
津波情報（各地の満潮時刻・津波到達予想時刻に関する情報） 

令和ＸＸ年○○月１３日１４時５０分 気象庁発表 

 

［各地の満潮時刻・津波到達予想時刻］ 

＃印は新たに発表，あるいは情報を更新した箇所です。 

各地の満潮時刻と津波到達予想時刻をお知らせします。 

津波と満潮が重なると，津波はより高くなりますので一層厳重な警戒が必要です。 

 予報区名・地点名      満潮時刻     第１波の到達予想時刻 

＜大津波警報＞ 

＃岩手県（津波到達が最も早い場所）       津波到達中と推測 

  ＃宮古        １３日１９時４３分頃 １３日１５時２０分 

  ＃大船渡       １３日１９時４６分頃 １３日１５時１０分 

  ＃釜石        １３日１９時４７分頃 １３日１５時１０分 

  ＃久慈港       １３日１９時３６分頃 １３日１５時４０分 

＃宮城県（津波到達が最も早い場所）       第１波の到達を確認 

  ＃石巻市鮎川     １３日１９時５４分頃 １３日１５時１０分 

  ＃仙台港       １３日１９時５５分頃 １３日１５時４０分 

  ＃石巻港       １３日１９時５６分頃 １３日１５時４０分 

 

  （以下略） 

 

 

 

津波情報発表時点で，第１
波の到達予想時刻となって
いる場合には，津波の危険が
去ったと誤解を与えないよう
に「津波到達中と推測」と記
述します。 

推定した地震の規模の不確定性
が大きいと考えられる場合には，
「予想される津波の最大波の高さ」
は数値ではなく，「巨大」，「高い」
の定性的表現を用います。 

警戒文では，避難を呼び
かけるとともに，到達予想
時刻は予報区内で違いが
あることや最大波到達まで
に時間がかかる場合がある
ことなどを記述します。 
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ᵔ ⌐ ∆╢ ─  
⌐ ∆╢  

ủủ   
 

─ ─ ╩⅔ ╠∑⇔╕∆⁹ 
 

─ ≢ ⇔√ ─  
│ √⌐ №╢™│ ╩ ⇔√ ≢∆⁹ 
│ ⅜ ≢№╢↓≤╩ ⇔╕∆⁹ 

       
           ⅝ 

↓╣╕≢─      
 

            ⇔ 
 ↓╣╕≢─          
 

⌐╟╢ ⅜ ↕╣≡⅛╠ ⅜ ↕╣╢╕≢⌐  
⅛⅛╢↓≤⅜№╡╕∆⁹ 

⌐╟∫≡│ ⇔√ ─ ↕╟╡↕╠⌐ ⅝⌂ ⅜ ⇔≡™╢ 
⅔∕╣⅜№╡╕∆⁹ 

─ ↕│ ⌐ ↄ⌂╢↓≤╙ ⅎ╠╣╕∆⁹ 
 

ה ה ╩ ⇔≡™╢  
 

  
 

 

 

ᵕ ─ ⌐ ∆╢ ─  
─ ⌐ ∆╢  

ủủ   
 
™ ╩ ⇔╕⇔√⁹ 

  
 

≢ ⇔√ ─  
─ │ ─≤⅔╡≢∆⁹ 

│ ─ ™ ⌂ ╩ ∆ ≢∆⁹ 
│ √⌐ №╢™│ ╩ ⇔√ ≢∆⁹ 
│ ⅜ ≢№╢↓≤╩ ⇔╕∆⁹ 
─ ≢№╡ ≢│ │↕╠⌐ ↄ⌂╡╕∆⁹ 

 
           ⅝ 

 ↓╣╕≢─          
 

           ⅝ 
 ↓╣╕≢─          

 
            ⇔ 
 ↓╣╕≢─      

─ ⅛╠ ↕╣╢ ─ ─ ↕  
≢─ ⅔╟┘ ─ ↕│ ─≤⅔╡≤ ↕╣╕∆⁹ 
│ ─ ™ ⌂ ╩ ∆ ≢∆⁹ 
│ √⌐ №╢™│ ╩ ⇔√ ≢∆⁹ 

™≤↓╤≢│ ⌐ ⅜ ⇔≡™╢≤ ↕╣╕∆⁹ 
 

 ─           
 ↓╣╕≢─ ─     
 ↕╣╢ ─ ↕        

 
 ─          
 ↓╣╕≢─ ─     
 ↕╣╢ ─ ↕         

 

 

 

これまでの最大波の高さは，
その後も水位が上昇中の場合
は数値の後に「＋」記号を付
加します。 

最大波の観測値が，予想されている
津波の高さに比べて十分小さい場
合は「観測中」と記述します。 

津波の第１波は，津波が到達してい
ることを伝えるため，到達時刻と押
し，引きのみを記述します。 

警戒文で，今後更に大きな津波が来
る可能性が高いことや，場所により更
に高くなることを記述します。 

推定される津波の高さは，高さ予想
の区分［１ｍ，３ｍ，５ｍ，１０ｍ，１０ｍ
超］が入り，予想される津波の高さを
定性表現で発表中は，「巨大」，「高
い」と記述します。 

推定される津波の高さが予想される
津波の高さ区分より小さい場合は「推
定中」と記述します。 

沿岸での津波の高さの推定値が津
波警報相当以上の場合は，その旨を
見出しで記述します。 
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ᵖ ⌐ ∆╢ ─  

⌡ 30 ≢ ↕╣╢ 1 ─  

ה ⌐ ∆╢  
ủủ   

 
⅝╞℮ ↓╤ ⅜№╡╕⇔√⁹ 

│ ≢ ─  
ⱴ◓♬♅ꜙכ♪ │ ≤ ↕╣╕∆⁹ 

─ ⌐ ─ ⅜№╡╕∆⁹ 
┼─ ─ ⌐≈™≡│ ≢∆⁹ 
│ ☿fi♃כ ⌐╟╢⁹ 

⇔™ ─ │♅ꜞ ≢∆⁹ 
≢│ ⌐ ╩ ⇔≡™╕∆⁹ 

 
 

 

   ┼─ ─ ⌐ ⇔√  

ה ⌐ ∆╢  
ủủ   

 
⅝─℮ ↓╤ ⅜№╡╕⇔√⁹ 

│ ≢ ─  
ⱴ◓♬♅ꜙכ♪ │ ≤ ↕╣╕∆⁹ 

│ ☿fi♃כ ⌐╟╢⁹ 
⇔™ ─ │♅ꜞ ≢∆⁹ 

↓─ ⌐╟╡ ─ ⅔╟┘ ⅔╟┘  
ה ⌐ ╩ ∆╢ ≢ 

∆⁹ │ ╩ ⇔≡™╕∆⁹ 
─ ⌐↔ ↕™⁹ 
↕╣√ ─ ─ ↕│ ─≤⅔╡≢∆⁹ 
─ ─ ─ ↕│ ☿fi♃כ ⌐╟╢⁹ 

ה                     ─ ↕ 
♅ꜞ         ▬◐◔                
♅ꜞ         Ⱨ◘◓▪               
♅ꜞ         Ɽ♃♇◦ꜙ              
♅ꜞ         ▪ꜞ◌                
Ɑꜟכ        ⱴ♃ꜝ♬               
♅ꜞ         ⱷ☺ꜛⱠ☻              
♅ꜞ         ▪fi♩ⱨ□●☻♃           
Ɑꜟכ        ◌ꜘ○                
♅ꜞ         ◌ꜟ♦ꜝ               
♅ꜞ         ◖◐fiⱲ               
♅ꜞ         ◘fiⱨ▼ꜞ♇◒☻           
♅ꜞ         ⱨ▪fiⱨ▼ꜟ♫fi♦☻        
◄◒▪♪ꜟ      ●ꜝⱤ◗☻ ◘fi♃◒ꜟ☻      
◄◒▪♪ꜟ      Ᵽꜟ♩ꜝ               

ⱳꜞⱠ◦▪    ⱥⱣ○▪               
Ɫ꞉▬      ⱥ꜡                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

津波警報等の発表前に，津波
警報等の発表予定，津波到
達予想時刻等について記述
する場合があります。 

地震発生から概ね 30 分以内に
地震の発生時刻，震源地，地
震の規模などを発表します。 

この地震による津波発生の可能
性について，記述します。 

国外で津波が観測された場合
は，その津波の高さを記述し
ます。 
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3. 津波避難計画において定める必要がある事項 

3.1 津波浸水想定区域の設定 

■津波浸水想定区域図は，県が作成し，沿岸市町へ提供する。 

 

ₒ ₓ 

県⅛╠ ∆╢ │ ≠ↄ╡ ─ ⌂ ⌐ ≠⅝

◒ꜝ☻─ ⅜ │ ╩ ∆╢↓≤ │

⌐╟╡ ∆╢↓≤ │ ⅜ ⇔√ ⌐│ ↕╣╢

↓≤╩ ≢ ⇔√ ─ ◦Ⱶꜙ꜠כ◦ꜛfi⌐╟╢ ┘

─ ─ ─ ╩ ╕ⅎ≡ ⇔ ┼ ⇔

╕∆⁹ 

 

│ ─ ╩ ⌐ ⇔√ ≈─◦♫ꜞ○≢№╡ ∆╢

│ ↓─ ⌐ ╕╢≤│ ╠⌂™↓≤⌐ ∆╢ ⅜№╡╕∆⁹ 

 

◦Ⱶꜙ꜠כ◦ꜛfi≢ ∆╢ │ ╩ ≤⇔╕∆⁹ 

ה │ ╘≡ ™╙── ∆╣┌ ⌂ ╩╙√╠∆ №╠ 

╝╢ ╩ ⇔√ ◒ꜝ☻─ ⌂  

ה  

ה ⌐╟╡ ∆╢ 

ה ⅜ ⇔√ ⌐│ ↕╣╢ 

 

⌂⅔ ◦Ⱶꜙ꜠כ◦ꜛfi╩ ℮⌐№√╡ ─ ⌐ ╩ ╓∆

╛ ╕∟≠ↄ╡ ⅜ ⇔≡™╢↓≤⅜ ≤⌂╡╕∆⁹ 

 

β ◦Ⱶꜙ꜠כ◦ꜛfi─ ─ ⌐≈™≡│ ₈ ⌐│ ⅜⌂™₉↓≤╩

⌐ ₈⌂╪≤⇔≡╙ │ ╢₉≤™℮ ≢ ⇔≡™╕∆⁹ 

 

 

【参考】H23 津波防災地域づくりの推進に関する基本的な指針（国土交通省） 

ʢ Ў ʝ ǲ ὑǠȒ ὑǵ ὑǲǫǋǭ ǯǱȒȀǔ˗  

Ў ʝ ǲ ὑǠȒ ὑǵ ὑǶ Ḩ ǵ ș ȅǏ Ẏȭɧȷǵ ș ὑ

Ǟǭ Ǥǵ ǓǉǪǦḹֻǲ ὑǜȓȒ ǵӢḢ֗Ǻ ș ὑǠȒȉǵǯǠȒƳ 

ʴ  

↑ ˗Ƕ ᶮǒȐǵ Ḹ ͑ ș ȅǏǭ ֺ ↑ ǵֺ ῚǲǯǪǭ ẎȭɧȷǯǱȒ

ș꜠ ǲǑǋǭ ὑș ὑǠȒƳ 

ʴ  

Ӕ᷂ Ẑ₳ ᷂ ǵ Ǯ ȐȓǦȏǍǱ ῚḴ ′Ḵ ǵ ṥ˗͈Ǳǰș Ǟ Ẏȭ

ɧȷǵ Ǔ ̏ʤǲǑǋǭ Ǟ Ǔ ǟȒǚǯșѼ ǲ їǠȒǚǯǓ ȈȐȓȒƳǚǵǦȈ

̏ʤǯǞǭ ὑ ̬Ƕ ₳᷈ ̬ș ὑǠȒǚǯ ῚḴ ′Ḵ Ƕ Ǔ ǞǦḹ

ֻǲǶ ṥǜȓȒǚǯș ὑǠȒǚǯǱǰǵ ὑșḨ ǯǠȒƳ 

参考） 津波防災地域づくりの推進に関する基本的な指針（H23.12 国土交通省） 

http://www.mlit.go.jp/common/000188287.pdf 
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3.2 避難対象地域の指定 

■避難対象地域を次により指定する。 

①津波浸水想定区域図等に基づき大津波警報・津波警報・津波注意報で発表される予想

津波高に応じて指定する。 

②住民等の理解を十分に得た上で指定する。 

③浸水想定の不確実性等を考慮したバッファゾーンを設け指定することが望ましい。 

④自主防災組織や町内会等の単位あるいは地形的に一体的な区域に基づき指定する。 

⑤津波防災地域づくり法第 53条第 1項に基づき県が指定する津波災害警戒区域の指定が

なされた場合は，区域の整合に留意すること。 

 

ₒ ₓ 

│ ⅜ ⇔√ ⌐ ⅜ ↕╣╢√╘ ⅜ ⌂ ≢№╡

╩ ∆╢ ⌐ ─ ≤⌂╢ ≢∆⁹ 

↓─√╘ │ ─ ╩ ⌐ √ ≢ ∆╢↓≤⅜ ⌐ ≢

∆⁹ 

 

│ ⌐ ≠⅝ ⅜ ה ה

₈ ₉≤™℮⁹ ≢ ↕╣╢ ⌐ ∂≡ ─ ╩

⌐ ─ ⌐ ∂≡ ⇔╕∆⁹ 

⌂⅔ ⅜ ⅛╠ ↕╣╢╕≢─ │ ─ ╩

⌐ ╩ ⇔╕∆⁹ 

 

≢ ↕╣╢ ⌐ ∂√  

ᵑ ◒ꜝ☻─ ⌐╟╡ ⅜ ↕╣╢ ╩ ≤∆╢⁹ 

ᵒ ⅜ ™ │ ⅜ ™√╘ ↕ ─ ⌐╟∫≡

⅜ ↕╣╢ ╩ ≤∆╢⁹ 

ᵓ ─ ≢ ⌐ ∆╢ ╩ ⌐,

╟╡ ─ ╩ ≤∆╢⁹╕√ ⅜ ™ │

⅜ ™√╘ ↕ ─ ⌐╟∫≡ ⅜ ↕╣╢ ╙

≤∆╢⁹ 

⌐ ∆╢●▬♪ꜝ▬fi R3.5  

 

⇔⅛⇔ ─ ─ ╛ ◦Ⱶꜙ꜠כ◦ꜛfi─ ⅛╠

↕╣╢ │ ╛ ─ ≢─ ⅜№╢√╘ ─

╩ ⇔√Ᵽ♇ⱨ□♂כfi╩ ↑ ╟╡ ↄ ∆╢ ⅜№╡╕

∆⁹ 

 

╕√ ╩ ∆╢ ─ ≤⌂∫√ ⅜ ⌐ ⅛≈

⌐ ╦╢↓≤⅜ ≢∆⁹↕╠⌐ ⌐№√∫≡│ ╠ ∆╢↓≤

│╙≤╟╡ ─ ╩ ⅎ√ ←╢╖─

↑ ™╙ ⌐ ≢∆⁹ 

 

↓℮⇔√↓≤⅛╠ ╩ ∆╢⌐№√∫≡│ ╛ ─

─ ה ⌐╟╡ ⌂ ╩⇔≡™╢ №╢™│ ⌐

⌂ ⌐ ≠⅝ ∆╢╙─≤⇔╕∆⁹ 
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⌂⅔ ≠ↄ╡ 53 1 ⌐ ≠⅝ ⅜ ∆╢ ─

⅜⌂↕╣√ │ ─ ⌐ ∆╢ ⅜№╡╕∆⁹ 

 

【参考】津波防災地域づくりに関する法律 

ὡ ӢḢ  

53 1   

↑ ˗Ƕ Ḩ ǲḨǬǔ ǒǫ ὑș ȅǏ Ǔ ǞǦ

ḹֻǲǶ̮ Ǥǵ̀ǵ ̊ʤƼ̮ ƽǯǋǍƳ ǵ ᴁ֕Ƕ ̱ǲӾὡǓ ǡȒǑ

ǤȓǓǉȒǯ ȈȐȓȒᶽ᷂ǵӢḢǮ ► ӢḢǲǑǘȒ ǲȏȒ˲ ὡș Ǡ

ȒǦȈǲ ̱Ѱș ǲ ρǠȀǔᶽ᷂ǵӢḢș ὡ ӢḢ ̊ʤƼ

ӢḢƽǯǋǍƳ ǯǞǭ ὑǠȒǚǯǓǮǔȒƳ 
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3.3 避難困難地域の抽出 

≢│ ⱦꜟ ┼─ ╙ ⇔√ ≢ ⌐╟╡ ╩ ∆╢

╙─≤⇔╕∆⁹ 

3.3.1 津波到達予想時間の設定 

3.3.2 避難目標地点の設定 

3.3.3 避難可能距離（範囲）の設定 

3.3.4 避難路，避難経路の想定 

3.3.5 避難困難地域の抽出 

 

 

3.3.1 津波到達予想時間の設定 

■津波到達予想時間を設定する。 

 

ₒ ₓ 

（注）│  ≤⇔≡ ◦Ⱶꜙ꜠כ◦ꜛfi ⌐ ≠⅝ ⇔

╕∆⁹ 

≠ↄ╡ ─ ⌂ ⌐ ≠⅝ ◒ꜝ☻─ ⅜ ≢ ⇔

√ ─ ◦Ⱶꜙ꜠כ◦ꜛfi ⌐ ≠⅝ ⅛╠ ┼ ⇔╕∆⁹ 

 

│ ⅜ ╛ ╟╡ ↄ⌂╢↓≤╙ ↕╣╢↓≤⅛╠ ↔≤─

₁⌂ ─ ⌐╟╢ ◦Ⱶꜙ꜠כ◦ꜛfi⅜ ╦╣√ │ ∕─ ⌐╟╡

╩ ℮ ⅜№╡╕∆⁹ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）：津波到達予想時間は，海域を伝播してきた津波により，海辺にいる人々の人命に影響が出るおそれのある水位変

化が生じるまでの時間であり，地域の実情に応じて設定すべきものです。気象庁では津波の高さが20cm 未満の場合は，

若干の海面変動があるが被害の心配はない旨を「津波予報」として発表しており，20cm の水位変化が生じるまでの時間を

一つの目安とすることが考えられます。 
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3.3.2 避難目標地点の設定 

■避難者が避難対象地域外へ脱出する際の目標地点を避難対象地域の外側に設定する。 

①袋小路になっている箇所は避ける（指定緊急避難場所へ行けない）。 

②背後に階段等の避難経路等がない急傾斜地や崖地付近は避ける。 

 

ₒ ₓ 

≢│ ≤ ─№╢ ╡ ⌂ ╩ ∆↓≤⅜ ≢∆⁹ 

⅜ ≢ ∆╢ ∏⇔╙ ⅜ ⇔√ ┼─ כ◖

☻╩ ∆╢ │⌂ↄ ⅎ┌ ╢╟⌐☻כ◖ ⅜ ╩

⇔⌂↑╣┌⌂╠⌂™ ╢╟⌐☻כ◖ ⅜⅛ⅎ∫≡ ╩ ∆ ⅜№

╡╕∆ ╟╡╙ ─ ⌐ ╙ ⅛≈ ↄ ≢⅝╢ ─

┼─ ╩☻כ◖ ∆╢↓≤⅜ ≢∆⁹ 

 

│ ─ ≤ ≤─ ≤⌂╡╕∆⁹ 

↓─ ╙ ≤™∫√₈ ₉╩╙≤⌐ ↕╣╢╙─≢№

╡ ⌂ ╡╟╡ ⌂ ┼ ⌂ ≢ ∆╢↓≤⅜ ≢∆⁹ 

 

⇔√⅜∫≡ ⌐ ┼ ⅛∫≡ ∆╢ ╛

╙ ⅎ≡⅔ↄ ⅜№╢≤≤╙⌐ ─ ⌐№√∫≡│ ≤⌂∫≡

™╢ №╢™│ ⌐ ─ ⅜⌂™ ╛ │ ↑╢

⅜№╡╕∆⁹  

 

≢│ ─ ─√╘ ⅜ ╩ ℮ ≢ ─ ≤⌂╡

℮╢ ╩ ⇔ ≤⇔≡ ⇔╕∆⅜ ⌐│ ⌐

∆╢ ╛ │ ⌂≥≢ ╛ ה ⌐╟╡

≤ ─ ⇔ ╩ ∫≡™ↄ ⅜№╡╕∆⁹ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ５ 避難目標地点の設定イメージ 
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3.3.3 避難可能距離（範囲）の設定 

■徒歩による避難を原則として避難可能距離（範囲）を設定します。 

■津波到達予想時間と避難速度等に基づき，避難開始から津波到達予想時間までの間に，

避難目標地点や津波避難ビル等までの避難可能距離（範囲）を設定する。 

避難可能距離＝避難速度×避難可能時間（津波到達予想時間－避難開始時間） 

①以下の諸数値を参考に，各地域の実状に応じて設定する。 

②徒歩による避難速度は，1.0m/秒を目安とする。ただし，社会福祉施設，病院など，高齢者，

身体障害者，幼児，重病人等への配慮が必要な施設がある場合は，さらに歩行速度が低下

（0.5m/秒）することを考慮する。 

③自動車による避難速度は，3.0m/秒（時速約11km/h）とする。 

④徒歩での避難の限界距離は，最長でも500m程度を目安とする。 

⑤避難開始時間は，すぐに避難できない状況を考慮し，地震発生後 15 分を目安とする。 

※避難可能距離は「道のり」であり，直線距離とは異なる。 

 

ₒ ₓ 

⌐╟╢ ╩ ≤⇔≡ ╩ ⇔╕∆⁹ 

√∞⇔ ≢ ∆╢↓≤─╒⅛ ─ ╛ ה ─ ≢─

╡⅜ ≤⌂╢↓≤⅜ ↕╣╢ ⌐⅔™≡│ ≢─ ╙ ≢⅝╢╙─≤⇔

╕∆⅜ ∕─ ≢№∫≡╙ ╛ ↄ─ ─ ╡⅜ ╕╣╢ ⌐

⅔™≡│ ⌐ ⅜ ⌂ ╩ ⇔ ≢─ ╩ ∆╢↓≤⅜ ≢

∆⁹ 

 

₈ ₉│ ₈ ₉≤₈ ₉⅛╠ ⇔ ╕≢⌐

╛ ⱦꜟ ╕≢─ ⌂ ╩ ⇔╕∆⁹ 

 

₈ ₉│ ≢╙ ↔≤⌐ ⅜ ⌂╢√╘ ₈

₉≤₈ ₉─ ≤∆╢↓≤╩ ≤⇔╕∆⁹ 

 

│ ─ ≢ ≢ 0.92m/ 5 ≢ 276m

ꜞ▪☻ 0.88m/ 5 ≢ 264m ≤ ⅝⌂ ™│⌂ↄ ─ 1.0m/ ≤ ⅝ↄ ╦╠

⌂™ ≢№╢↓≤ ╕√ ⌐╙ ─ ≤─ ⅜ ∆╢↓≤

╩ ╕ⅎ╢≤ ⅛ↄ ╩ ⅎ≡╕≢─ ╩ ↕⌂™↓≤⅛╠ ≤ 1.0m/

5 ≢ 300m ≤⇔╕∆⁹ 

 

╕√ ה ⌐ ╦╢ ⌂

≥─ ⅜№╢ │ ⅜ ≤ 0.5m/ ∆╢↓≤╩ ⇔╕∆⁹ 

 

≢│ ה ─ ⅜ ™ ╩ ⇔≡─ ⅜ ≢

0.80m/ ꜞ▪☻ 0.61m/ ≤⌂∫≡™╕∆⁹ 

 

─ ⌐≈™≡│ ─ 3.4m/ ꜞ▪☻

3.2m/ ╟╡ 3.0m/ 11km/ ≤⇔╕∆⁹ 

 

─ │ ─ ⅎ ≤ ─ 500m ╩ ≤⇔╕∆⁹ 
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≢│ ⅛╠─ ─ ⌐≡ ≢ 4 ꜞ▪☻ ≢ 2 ─ ⅜

500m ─ ╩ ∫≡™╕∆⅜ ≤⇔≡│ ≤ ≢ ≤⌂╢↓≤⅛

╠ ⇔⌂™╙─≤⇔≡™╕∆⁹ 

 

│ ∆← ≢⅝⌂™ ─

⌂≥ ╩ ⇔ 15 ╩ ≤⇔╕∆⁹ 

 

↓╣│ ⌐ ∆╢ ─ ™ꜞ▪☻ ⌐⅔™≡ ₈ │ ∏ ╢

≤ ∫√₉ ⅜ ╩ ⇔≡™╢ ⅜ 14 ≢№╡ ╩ ╕ⅎ ₈∆←

∆╢₉↓≤╩ ⌐ ∆╢↓≤╩ ⌐ 15 ≤⇔≡™╕∆⁹ 

 

↓↓≢│ ╩ ∆╢ ≤⇔≡ ⌐ ≠™√ ⌂

╩ ⇔≡™╕∆⅜ ╩ ∆╢⌐│ ─ ⌐ ∆╢

╛ ─ ╩ ∆╢ ⅜№╡╕∆⁹ 

 

⌐ ─ ₁⅜ ╕╢ ─ ≢│ ⅜ ™√╘

╛ ─ ╩ ™≡ ≤ ─ ╩ ⌐ ⇔

⌂ ╩ ∆╢ ⅜№╡╕∆⁹ 

 

β ⌐≈™≡│ 25 6 ⌐ ╟╡ ↕╣√₈ ╕∟≠ↄ

╡─ ⌐ ╢ ₉╩ ≤⌂∫√ │ ∕╣⌐ ⁹ 
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1) 避難速度について 

⌐⅔↑╢ ≢│ ⅛╠─ ─ ⌐⅔↑╢

│ ≢ 0.92m/ ┼ ╡ ╛ ≢─ ⅜ ™≤ ↕╣

╢ꜞ▪☻ ≢│ 0.88m/ ≤ ↄ⌂∫≡™╕∆⁹ ה ⅜ ™ ≤

∆╢ ─ │ ≢ 0.80m/ ꜞ▪☻ ≢ 0.61m/ ≤

╟╡ ↄ⌂∫≡™╢↓≤⅜ ≢⅝╕∆⁹╕√ ≢─ │

≢ 3.4m/ ꜞ▪☻ ≢ 3.2m/ ≤⌂∫≡™╕∆⁹ 

↓─↓≤⅛╠ ▪fi◔כ♩ ⌐╟╢ ╛ ⌐╙ ─ ≤

─ ⅜ ∆╢↓≤╩ ╕ⅎ ≢ ⅛ↄ ╩ ⅎ≡╕≢─ ╩ ↕⌂™↓

≤⅛╠ ⌐≈™≡│ ≥⅔╡ 1.0m/

≤⇔ ה ⌂≥ ה ה

ה ─ ⅜№╢ │ ↕╠⌐ ⅜ ∆╢↓≤╩ ⇔√ 0.5m/

╩ ™╢╙─≤⇔╕∆⁹╕√ ≢─ ⌐≈™≡│ ▪fi◔כ♩ ⅛

╠ 3.0m/ ╩ ™╢╙─≤⇔╕∆⁹ 

 

0.92

1.01

0.86

0.99

0.95

0.90

0.91

0.88

0.92

1.00

0.92

0.89

0.79

0.90

0.0 0.5 1.0 1.5 2.0

全平均

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

平野部

リアス部

(m/s)  

0.92

0.67

0.95

0.99

0.80

0.67

0.88

0.80

0.91

0.96

0.61

0.76

0.0 0.5 1.0 1.5 2.0

全平均

おぶってもらった

単独

同行者有り

(健常者)

同行者有り

(高齢者・幼児等

歩行が遅い者)

同行者有り

(歩行困難者)

平野部

リアス部

(m/s)  
図 ６ 津波からの最初の避難時における歩行速度（左：年齢階層別，右：同行者別） 

参考） 避難実態調査結果（国土交通省）の宮城県分を集計 

 

 

0.9

1.6
1.9

3.2

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

徒歩 自転車 バイク 車

移動手段別避難速度(リアス部)

(最初の避難行動のみ対象：969人、969トリップ)(m/s)

(461人,461トリップ) (5人,5トリップ) (493人,493トリップ)(4人,4トリップ)  

0.9

2.2

2.9

3.4

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

徒歩 自転車 バイク 車

移動手段別避難速度(平野部)

(最初の避難行動のみ対象：1,375人、1,375トリップ)(m/s)

(528人,528トリップ) (22人,22トリップ) (809人,809トリップ)(9人,9トリップ)  
図 ７ 津波からの最初の避難時における歩行速度（左：平野部，右：リアス部） 

参考） 避難実態調査結果（国土交通省）の宮城県分を集計 
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2) 避難距離について 

≢ ≢⅝╢ ─ │ ─ ⅎ ≤ ─ 500m ╩ ≤⇔╕∆⁹ 

≢│ ⅛╠─ ─ ⌐⅔™≡ ≢ ꜞ▪☻ ≢

─ ⅜ 500m ─ ╩ ∫≡™╕∆⅜ ≤⇔≡│ ≤ ≢ ≤

⌂╢↓≤⅛╠ ⇔⌂™╙─≤⇔╕∆⁹ 

 

│ ⌐╟╡ ╘╠╣╕∆⁹ 

×  
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全平均
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(m)  
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全平均

おぶってもらった

単独

同行者有り
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同行者有り

(高齢者・幼児等

歩行が遅い者)

同行者有り

(歩行困難者)

平野部

リアス部

(m)  
図 ８ 津波からの最初の避難時における平均歩行距離（左：年齢階層別，右：同行者別） 

参考） 避難実態調査結果（国土交通省）の宮城県分を集計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ９ 津波からの最初の避難時における平均歩行距離の分布状況 

参考） 避難実態調査結果（国土交通省）の宮城県分を集計 
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3) 避難開始時間について 

│ │ ≤⌂∫≡™╕⇔√⅜ ∆← ≢

⅝⌂™ ─ ⌂≥ ╩ ⇔ 15 ╩

≤⇔╕∆⁹ 

↓╣│ ⌐ ∆╢ ─ ™ꜞ▪☻ ⌐⅔™≡ ₈ │ ∏

╢≤ ∫√₉ ⅜ ╩ ⇔≡™╢ ⅜ 14 ≢№╡ ╩ ╕ⅎ

₈∆← ∆╢₉↓≤╩ ⌐ ∆╢ ⌐╟╡ 15 ≤⇔╕∆⁹ 
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図 １０ 避難開始時間（左：年齢階層別，右：同行者別） 

参考） 避難実態調査結果（国土交通省）の宮城県分を集計 
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図 １１ 避難開始時間（地震後の意識別） 

参考） 避難実態調査結果（国土交通省）の宮城県分を集計 
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4) 夜間や積雪寒冷期について 

─ ⌐≈™≡│ ┼ （注）╩ ∆╢↓≤≢ ╩ ╢╙─≤⇔

╕∆⁹ 

⌐≈™≡│ ─ ⌐╟╡ ⌐ ∂≡ ∆╢↓≤≤⇔╕∆⁹ 

 

5) 訓練による検証について 

╛ │ ╩ ∫≡ ה ⇔

∆↓≤⅜ ≢∆⁹ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）：照明は，停電時も機能するようなソーラーＬＥＤ照明灯や，避難誘導標識との組合せなどについても検討します。 
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3.3.4 避難路，避難経路の想定 

■避難目標地点まで最も短時間で，かつ安全に到達できる避難路，避難経路を想定する。 

①避難路，避難経路の幅員はできる限り広く，かつ迂回路等が確保されている道路を選

定する。 

②海岸沿いや河川沿いの道路はできる限り避ける。 

③津波の進行方向と同方向へ避難する道路を選定する。 

④気象条件や地震による影響により通行が困難になる道路はできる限り避ける。 

 

ₒ ₓ 

│ ⅜ ⇔ │ ⅜ ∆╢╙─≢∆⅜ ─

≢│ ⌐ ╦╡ ⅜ ╩ ⇔ ∆╢↓≤≤⌂╡╕∆⁹ 

 

│ ╕≢ ╙ ≢ ≢⅝╢ ╩ ⇔╕∆⅜

─ ™ ╩ ╘╢↓≤⅜ ≢№╡ ─ ⌐ ⇔╕∆⁹ 

ה ─ ⌐╟╡ ≢⅝⌂™↓≤╙ ⅎ╠╣╢↓≤⅛╠ ─ │≢

⅝╢ ╡ ↄ ⅛≈ ⅜ ↕╣≡™╢↓≤⁹ 

ה ⅜ ╟╡╙ ↄ ∆╢ ⅜№╢↓≤ ╩ ∆╢↓≤ ⅜ ⅎ╠╣╢

↓≤⅛╠ ™╛ ™─ ╩ ∆╢↓≤│≢⅝╢ ╡ ↑╢⁹ 

ה ─ ≤ ┼ ∆╢ ╩ ∆╢ ⌐ ⅜№╢ ≢

№∫≡╙ ≢⅝╢ ╡ ┼─ │ ↑╢ ⁹ 

ה ╛ ⌐╟╢ ─ ─ ⌐╟╡

⅜ ⌐⌂╢ │≢⅝╢ ╡ ↑╢⁹ 

 

⌂⅔ │ ⅜ ┼ ∆╢ ⌐≤╡№ⅎ∏ ⅛╠

╩ ╢√╘⌐ ─ ≤∆╢ ≢№╡ ⅜ ∆╢ ⌂ ╛

┼ ⅛∫≡ ⌐ ∆╢ ╛ ╙ ⅎ≡⅔ↄ ⅜№╡╕∆⁹ 
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3.3.5 避難困難地域の抽出 

■予想される津波到達時間までに避難が困難な地域を避難困難地域として抽出する。 

①津波到達予想時間内に避難目標地点や津波避難ビル等までに到達可能な範囲を設定し，

この範囲から外れる地域を避難困難地域として抽出する。 

②自動車等による出入りが主となる区域においては，自動車での避難速度による到達可能な

範囲を設定することができる。 

※避難訓練等を実施し，避難可能な地域の設定が適当かどうかを検証することが必要。 

 

ₒ ₓ 

≢│ ⅜ ⱦꜟ ה ה ◘▬fi─ ╩ ∆╢√╘

╩ ℮ ≢ ↕╣╢ ╛ ─ ⌐ ≠™√₈ ₉╩

⇔╕∆⁹ 

 

─╕≤╕╡ 100 200m ─◄ꜞ▪⅜ ╕⇔™ ↔≤⌐

⅛╠ ╙ ™ ⅛╠ ⇔√ ─ ≤ ╩ ⇔≡ ∆╢↓≤

╩ ≤⇔╕∆⅜ ≢│ ╩ ™√ ⌂ β ≢╙╟™

╙─≤⇔╕∆⁹ 

β ─ ₈o ₓ ╩ ™√ ─ ⌐≈™≡₉╩  

 

⌐│ ≢ ∆╢∞↑≢⌂ↄ ⌐ ∆╢

╛ │ ⌂≥≢ ─ ╩ ™ ⌂ ≤⇔√ ⌐

╙ ≢ ⅜ ⌂ ⅜⌂™⅛ ∆╢ ⅜№╡╕∆⁹ 

 

⌂ ⅜ ≢⅝⌂™ ⌐≈™≡│ ≤⇔≡ ≢ ╛ ─

╩ ∆╢ ⅜№╡╕∆⁹ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 １２ 避難困難地域抽出イメージ（徒歩による） 
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╕√ ≢ ─ ╛ ה ─ ≢─ ╡⅜ ≤

⌂╢↓≤⅜ ↕╣╢ ⌐⅔™≡│ ≢─ ╙ ≢⅝╢╙─≤⇔

≢─ ⌐╟╢ ╩ ™ ⌐ ⇔√ ⌐ ╡≤⌂╢

│ ⱦꜟ ┼─ ⌂ ╩ ╘ ∕─ ╩ ≤⇔≡

⇔╕∆⁹ 

 

⌂⅔ ⌐⅔™≡╙ ╛ ↄ─ ─ ╡⅜ ╕╣╢ ⌐⅔™

≡│ ⌐ ⅜ ⌂ ╩ ⇔ ≢─ ╩ ∆╢↓≤⅜ ≢∆⁹ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 １３ 自動車での避難も想定した場合の避難困難地域抽出イメージ 
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1) 今次津波での移動距離と直線距離の比について 

今次津波における避難実態調査結果では，避難目的での最初の移動（徒歩）における，

避難した場所までの移動距離（道のり）と直線距離との比は，平野部で 1.45，リアス部で 1.51

となっており，一定の迂回を考慮する必要があります。 

これらを踏まえ，本書では，避難困難地域を抽出する際の簡便的な方法として，直線距離

を用いる場合の移動距離と直線距離の比率を 1.5 と設定するものとしました。 

また，「3.4.3 避難路，避難経路の指定・設定」において，高台等の指定緊急避難場所・避

難目標地点へ向け，極力直線的であることや，階段やスロープ等の整備を検討することを明

記しています。 

 

 

 

 

 

平均避難距離と直線距離及び、避難距離と直線距離の比(宮城県平均)
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図 １４ 避難行動における迂回率（移動距離／直線距離） 

参考） 避難実態調査結果（国土交通省）の宮城県分を集計 
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【参考】直線距離を用いた避難困難地域の抽出方法について 

 

避難困難地域抽出の際に，避難目標地点までの直線距離を用いた簡便な検討方法を以下

に示します。 

 

・ 各避難目標地点へ避難可能な直線距離Ｌを半径として円を描き，避難可能な範囲を求

める。 

・ 直線距離Ｌは，避難可能距離（道のり）を移動距離と直線距離の比で除して求める。 

・ 移動距離と直線距離の比は，避難実態調査結果より，徒歩・自動車とも 1.5 とする。 

 

  ӭ♄   ֯   Ҳ ǯ ǵ  

 

・ 避難対象地域内において，避難目標地点を中心とした半径Ｌの円の外側が避難困難地

域となる。 

・ 避難困難地域に町内会等一定のまとまりが一部属する場合は，そのまとまりを避難困難

地域として扱うことが望ましい。 
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3.4 指定緊急避難場所等，避難路等の指定・設定 

⅔╟┘ │ └≤╡⅜ ─ ╩

⇔ ╩ ⌐ ℮√╘ ⌐╟╡ ╩ ה ⇔╕∆⁹ 

3.4.1 指定緊急避難場所等（避難目標地点を含む）の指定・設定 

3.4.2 津波避難ビルの指定 

3.4.3 避難路，避難経路の指定・設定 

3.4.4 避難の方法 

 

 

3.4.1 指定緊急避難場所等（避難目標地点を含む）の指定・設定 

■市町は，指定緊急避難場所が備える必要のある安全性や機能性が確保されている場所を，

指定緊急避難場所に指定する。 

①原則として避難対象地域から外れていること。ただし，津波に対して安全な構造等を

備えた津波避難ビル等についてはこの限りではない。 

②原則としてオープンスペース，又は耐震性が確保されている建物（昭和 56 年の新耐震

設計基準に基づき建築された建物，耐震補強実施済みの建物）を指定する。 

③周辺に山・がけ崩れ，危険物貯蔵所等の危険箇所がないこと。 

④予想される津波よりも大きな津波が発生する場合も考えられることから，さらに避難

できる場所が望ましい。 

⑤原則として指定緊急避難場所表示があり，入口等が明確であること。 

⑥避難者１人当たり十分なスペースが確保されていること（最低限１人当たり 1 ㎡以上

を確保することが望ましい）。 

⑦夜間照明及び情報機器（伝達・収集）等を備えていることが望ましい。 

⑧指定緊急避難場所が建物の場合は，２日程度宿泊できる設備（毛布等），飲食料等が備

蓄されていることが望ましい。 

■住民等は，安全性の高い避難目標地点を設定する。 

⑨避難対象地域から外れていること。 

⑩袋小路となっていないこと。 

⑪背後に階段等の避難路等がない急傾斜地や崖地付近は避けること。 

⑫避難目標地点に到達後，指定緊急避難場所へ向かって避難できるような避難路等が確

保されていることが望ましい。 

■指定緊急避難場所・津波避難ビル等の充足状況を確認し，不足する場合は，新規の指定

や整備について検討する。 

 

ₒ ₓ 

│ ╟╡╙ ⅜ ↕╣≡™╢↓≤⅜ ≢№╡ │

⌐ ∆╢↓≤╩ ⌐₈ ─ ⌐ ∆╢ ⅝₉ H29.3

⌐╟╡ ⌐ ╩ ה ∆╢ ⅜№╡╕∆⁹ 

 

⌐≈™≡│ ◒ꜝ☻─ ┼─ ╩ ≤⇔ ₈ ◒ꜝ☻─ ₉⌐

ⅎ≡ ⅜ ≤ ⅜№╢ ╡ ╟╡₈ ⌂ ₉╩ ∆ ╩ ⇔

╕∆⁹∕─√╘ ─ ה ╩ ⌐⇔ Ɫ◙כ♪ⱴ♇ⱪ

╛ ┼─ ─ ─ ╛ ─ ⅛╠─

⌐╟╡ ∆╢╟℮ ╘╢↓≤≤⇔╕∆⁹ 
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⌂⅔ Ɫ◙כ♪ⱴ♇ⱪ╩ ∆╢⌐№√∫≡│ ─ ⌂≥╩ ⇔√

─ ╩ ╘√ ─ ╛ ╩ ⇔√ ─ ⌂≥₈

Ɫ◙כ♪ⱴ♇ⱪ ─ ⅝₉ H28.4 ╩ ⌐ ∆╢╙─≤⇔╕∆⁹ 

 

╕√ ─ ⌐ ⇔≡│ ─ ╩ ╕ⅎ≡ ╕≢

⌐ ≢⅝╢ ╛ ─ ╩ ⇔√ ≢ ⌂

─ ╩ ∆╢ ⅜№╡╕∆⁹ 

 

─ ⌐№∫≡│ ⌐ ∂√ ⌂☻Ɑכ☻╩ ∆╢≤≤╙⌐

ꜝ☺○ ╩ ⌐ ⇔ ⌐ ⇔≡ ╛

─ ╡ ⅎ╛ ─ ╩ ⌐ ∆╢↓≤⅜ ≢∆⁹ 

 

⌂⅔ │№ↄ╕≢╙ ⌐ ∆╢ ≤⇔≡ ה ∆╢╙─

≢∆⅜ ─ │ ≢⅝╢∞↑─ ╛ ♩▬꜠─

╒⅛ ⌐ ⇔√ ╩ ⅎ ↑≡№╢↓≤⅜ ╕

⇔™≤ ⅎ╠╣╕∆⁹ 

 

⅜ ∆╢ │ ⅜ ┼ ∆╢ ⌐ ≤╡№ⅎ

∏ ─ ⅛╠ ╩ ╢√╘⌐ ─ ≤∆╢ ≢№╡

ה │ ╦∫≡™⌂™√╘ ⅜ ∆╢ ⌂ ╛

┼ ⅛∫≡ ⌐ ∆╢ ╛ ╙ ⅎ≡⅔ↄ ⅜№╡╕∆⁹ 

 

╕√ ⌐⅔™≡│ ─ ┼─ ─ ╩ ╘ ⌐

⇔≡ ⌂ ╩ ≢⅝╢ ╩ ∂≡⅔ↄ ⅜№╡╕∆⁹ 
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3.4.2 津波避難ビルの指定 

■避難困難地域の避難者や避難が遅れた避難者が緊急に避難するために，避難対象地域内

の公共施設又は民間施設を津波避難ビルに指定する。 

①津波に対して安全な構造であること。 

②基準水位に相当する階よりも上階に避難スペースを確保できる建築物であること。かつ，同

スペースまで避難上有効な階段その他の経路が確保されていること。 

③海岸に直接面していないこと。 

④耐震性を有していること（昭和56 年の新耐震設計基準に基づき建築された建物，耐震補強

実施済みの建物を指定する）。 

⑤避難路に面していることが望ましい。 

⑥進入口への円滑な誘導が可能であること。 

⑦長期的な孤立を防ぐため，津波終息後，極力早期に安全な地域からのアクセスが確保され

ることが望ましい。 

⑧避難者１人当たり十分なスペースが確保されていること（最低限１人当たり 1 ㎡以上

を確保することが望ましい）。 

⑨夜間照明及び情報機器（伝達・収集）等を備えていることが望ましい。 
 

ₒ ₓ 

ⱦꜟ≤⇔≡│ ⱴfi◦ꜛfi ⱱ♥ꜟ ⅜ ⅎ╠╣╕∆⅜

⌐№√∫≡│ ↓╣╠─ ╛ ─ ⅜ ≢∆⁹ ←╢╖≢

╩ ∆╢↓≤⌐╟╡ ↓℮⇔√ ─ ⌐ ⇔ ─ ≤⇔≡ ─

╩ ℮ ╩ √∆↓≤╩ ⇔≡™√∞⅝⌂⅜╠ ⌂ ⱦꜟ

⅜ ↕╣≡™╢╙─╩ ╗ ╩ ∆╢↓≤⅜ ≢∆⁹ 

 

ⱦꜟ─ │ ₈ ─ ⌐ ∆╢ ⅝₉ H29.3

┘ ה ₈

ⱦꜟ ╩ ⇔√ ─ ⌐≈™≡ ₉ H29.7 ⌐

≤⌂∫√ │ ∕╣⌐ ⇔ ─ ╩ ℮ ⅜№╡╕∆⁹ 

 

╕√ ⌐ ↕╣≡™╢ ⱦꜟ⌐≈™≡╙ ≠ↄ╡ ─

─ ╩ ⇔ ─ ⇔ ╩ ∆╢ ⅜№╡╕∆⁹ ─

⌐ ⇔⌂™ ⌐≈™≡ ╩ ∆╢ ⌐│ ∆═⅝ ╩ ∆

╢≤≤╙⌐ ─ ⅎ╢ ⌐≈™≡ ⇔ↄ ⇔≡⅔ↄ↓≤⅜ ≢∆⁹ 

 

⌐≈™≡│ ⅜ ╘╢ ◦Ⱶꜙ꜠כ◦ꜛfi≢ ↕╣╢ ⌐

─ ≢─∑╡ ⅜╡⌐╟╢ ─ ─ ╩ ⇔√ ⌐ ∆╢

╟╡╙ ⌐ ☻Ɑכ☻╩ ≢⅝╢ ≤⇔╕∆⁹ 

 

⌂⅔ ה ⅜ ⅛╠ ↕╣╢╕≢─ │ ╩

⌐ ⌐ ∆╢ ⌐ ╩ ⅎ√ ⌐ ☻Ɑכ☻╩ ≢⅝╢ ≤⇔╕∆⁹ 

 

╕√ ⌂ ╩ ←√╘ ⌐ ⌂ ⅛╠─▪◒☿☻⅜

↕╣╢↓≤⅜ ╕⇔ↄ ▪◒☿☻ ─ ╙ ∑≡ ∆╢↓≤╙ ⅎ╠╣╕∆⁹ 

 

ⱦꜟ⌐≈™≡│ ₈3.4.1 ─ ה ₉≤

⅜ ∆╢ │ ⌐⅔™≡ √⌂ ╛ ╩ ∆╢ ⅜№╡╕∆⁹ 
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3.4.3 避難路，避難経路の指定・設定 

■市町は，避難路が備える必要のある安全性や機能性が確保されている道路を避難路とし

て指定するよう努める。 

■住民等は，安全性の高い避難経路を設定する。 

 

ₒ ₓ 

│ ╕≢ ╙ ≢⅛≈ ⌐ ≢⅝╢ ⌂ ≢

⅜ ⅎ╢ ─№╢ ╛ ⅜ ↕╣≡™╢ ╩ ≤⇔≡ ∆╢╟℮

╘ ╛ ⌂≥─ ╛ ה │ ⌐ ─ ™

╩ ⇔╕∆⅜ ≢│ ⅜ ⇔ ∆╢↓≤≤⌂╡╕∆⁹ 

 

╕√ │ ≤⇔╕∆⅜ ≢─ ⅜ ⌂ ⌐

⇔ ─ ⌐ ∂√ ≢─ ╙ ⇔≡⅔ↄ ⅜№╡╕∆⁹ 

 

⌂⅔ │ ⌐ ╡ ₁⌐ ╩ ↑⇔ ∆╢ ⅜ ⌐╦⅛

╡╛∆ↄ∆╢↓≤⅜ ≢№╡ ╛ ⌐ ↑ ⌂╙─≤⇔

─◘▬fi⌐ ╠∏≤╙ ≢⅝╢╟℮⌂ ≢№╢↓≤⅜ ≢∆⁹ 

 

1) 市町が避難路を指定する際は，次の点に留意します。 

ה ↑⅜ה ╣ ◒♇꜡Ⱪה ─ ⌐╟╢ ⅜ ⌂ↄ ╩

⇔⌂⅜╠ ⅜ ™↓≤⁹ ⌐ ─ ─ ⅜ ╕╣╢ ⌐№∫≡

│ ⌂ ⅜ ↕╣≡™╢↓≤⁹ 

ה ╛ ─ ╩ ∆╢ ⅎ┌ ⱪכ꜡☻╛ ─ ⅜

╠╣≡™╢↓≤⁹ 

ה ™ ™─ │ ≤⇔≡ ≤⇔⌂™⁹ 

ה ╩ ∆╢ ╩ ∆╢ │ ∕─ ⅜ ↕╣≡™╢↓≤⁹ 

ה ◘▬fi⅜ ↕╣≡™╢↓≤⁹ 

ה ⅜ ↕╣≡™╢↓≤⅜ ╕⇔™⁹ 

ה ⌂≥ ╙ ∆╢ ⅜ ↕╣≡™╢↓≤⅜ ╕⇔  

™⁹ 

ה ⌂ ⌐│ ⱪכ꜡☻╛╡∆ ⅜ ↕╣≡™╢↓≤⁹ 

ה │ ≤⇔≡ ─ ≤ ⌐ ∆╢╟℮⌐ ∆╢⁹

─ ה ┼ ↑ ≢№╢↓≤⅜ ╕⇔ↄ

⌐№╢ ┼ ⅛∫≡ ∆╢╟℮⌂ ─ │

≤⇔≡ ╦⌂™⁹ 

ה ≢─ ─ ⌐ ∆╢√╘⌐ ⌐ ⇔≡ ⱦꜟ⅜ ↕

╣≡™╢↓≤⅜ ╕⇔™⁹ 

ה ⱦꜟ ≢─ ┼─ ╛ ⌂≥≤⇔≡

∆╢√╘ ╩Ⱡ♇♩꞉כ◒ ∆╢≤≤╙⌐ ╟╡ ™

╩ ∆╢↓≤⅜ ╕⇔™⁹ 

ה ⌐╟╢ ─ ─ ⌐╟╡ ⅜

↕╣⌂™╟℮ ╩ ⇔ ─ ╩ ╢ ⅜№╢⁹ 

ה ─ ─ ─ ─ ⌐╙ ≢⅝╢╟℮⌐ ⌐

╩ ≢⅝╢ ╩ ∆╢↓≤⅜ ╕⇔™⁹ 
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2) 住民等が避難経路を設定する際は，次の点に留意します。 

・山・がけ崩れ，建物の倒壊，転倒・落下物，ブロック塀の倒壊等による危険が少ないこと。 

・最短時間で避難路又は避難目標地点に到達できること。 

・複数の迂回路が確保されていること。 

・海岸沿い，河川沿いの道路は原則として避難経路としない。 

・避難途中での津波の来襲に対応するために，避難経路に面して津波避難ビルが設置され

ていることが望ましい。 

・階段，急な坂道等には手すりやスロープ等が設置されていることが望ましい。 

 

3) 自動車での避難を想定する場合は，次の点にも留意し，地域の実情に応じて検討します。 

ה ⌐╟╢ ─ ⌂ ╩ →⌂™↓≤⁹ 

ה ─ ╩ ℮ │ ↑╢↓≤⁹ 

ה ⌐≈™≡│ ⌐╟╡ ≤▪ⱪ꜡כ♅─ ≢ ⅜ ∂╢ ⇔

≡ ⌐ ⅜ ∂╢↓≤╙ ↕╣╢↓≤⅛╠ ∆╢↓≤⁹ 

ה ⅛╠─ ─ ╛ ≢─ ⅜ ↄ ╕╣╢ ⌐⅔™

≡│ ╩ ⌐ ™≡╙ ⅜ ⌂ ≤⇔ ⌐╟╢

─ ╩ ∆╢√╘ ⌂≥╩ ∆╢ ⅜№╢↓≤⁹ 

ה ⌐≈™≡│ ⌂ ╩ ≤∆╢╟℮ ∆╢ ⅜№╢↓≤⁹ 
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4) 今次津波での避難路の問題点について 

≢─ ─ ≤⇔≡ ₈ ⇔≡ ↑⌂⅛∫√₉⅜ ≢ 66% ꜞ

▪☻ ≢ 39%₈ ⅜ ⅎ≡™√₉⅜ ≢ 20% ꜞ▪☻ ≢ 28%⅛╠ ↕╣≡

⅔╡ ≢─ ⌐ ∆╢ ⅜ ↄ →╠╣╕⇔√⁹ 

 

∕─ ₈ ⅜ ⇔≡ ╡≠╠⅛∫√₉₈ ה ⅜ ⇔≡ ₉⅜ 1 2

⅛╠ ↕╣ ꜞ▪☻ ≢│ ₈ ≢ ╕≢ ⌐ ╣⌂⅛∫√₉≤™∫√

╙ ↄ ↕╣≡™╕∆⁹ 

 

↓╣╠─ ╩ ╕ⅎ ≢│ ≢─ ╩ ⇔√ ─ ≤⇔≡

╩ ⇔⌂™↓≤ │ ↑╢↓≤ ─

≢─ ⌂ ─ ∆╢↓≤╩ ⇔≡™╕∆⁹ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 １５ 津波が到達するまでの避難時の移動における道路の状況で困ったこと 

参考） 避難実態調査結果（国土交通省）の宮城県分を集計 
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3.4.4 避難の方法 

■「徒歩による避難を原則とする。自動車で避難しない。」を徹底する。 

■ただし，自動車で避難せざるを得ない避難者（避難行動要支援者等，自動車運転中の者

など）がいることも想定し，地域の実情に応じた対策を検討し講じるよう努める。 

 

ₒ ₓ 

⌐№√∫≡ ╩ ∆╢↓≤│ ─ ⌐╟╡ ⌂ ⅜≢⅝⌂™⅔

∕╣⅜ ™↓≤⅛╠ │ ≤⇔≡ ⌐╟╢╙─≤⇔╕∆⁹ 

ה ⌐╟╢ ─ ╛ ─ ─ ─ ─ ╛

─ ⌐╟╡ ⌂ ⅜≢⅝⌂™⅔∕╣⅜№╢↓≤⁹ 

ה ↄ─ ⅜ ╩ ⇔√ ╛ ⅜ ⇔ ⌐ ⅝

╕╣╢ ⅜№╢╒⅛ ⌐ ╩ ╓∆⅔∕╣⅜№╢↓≤⁹ 

ה ─ ─∆╣ ™╛ ─ ─ ™ ≤─

⇔√ ─ ─Ⱳ♩ꜟⱠ♇◒≤⌂╢ ⅜ ∆╢↓≤⁹ 

ה ∆╢√╘─ ─ ─ →≤⌂╢⅔∕╣⅜№╢↓≤⁹ 

ה ─ ⅜ ⌐╟╢ ─ ⌂ ╩ →╢⅔∕╣⅜№╢↓≤⁹ 

 

─ ⌐╟╢ ≢ ≢⇔⅛ →╠╣⌂⅛∫√ ₁─ ╛

─ ╩ →√↓≤│ ⅝⌂ ≢№╡ ≢─ ─ ╩ ╠⌂↑╣┌⌂

╠∏ ⌂ ╛ ╩ ⇔≡™ↄ ⅜№╡╕∆⁹ 

 

⌐ ⌐≡ ∆╢ ╛ ╛ ─

≢─ ⅜ ↄ ∆╢⅔∕╣─№╢ ⌐⅔™≡│ ⌐ ⌂ ⅜ ⌂

╩ ⇔√ ≢ ≢ ╩ ℮╟℮ ⌐ ╩ ℮↓≤⅜ ≢∆⁹ 

 

∕─ ≢ ─ ≤ ⌐ ⅜ ↕╣╢ ⌐╟╡ ⌐│

◦Ⱶꜙ꜠כ◦ꜛfi ⌐│ ─ ⌐╟╡ ╛ ⌂≥

─Ⱳ♩ꜟⱠ♇◒≤⌂╢ ⌐⅔™≡ ⌂ ⅜ ↕╣≡™╢⅛ ╩ ™

⌐ ⅜ ⅎ╢╟℮ ╩ ∂╢ ⅜№╡╕∆⁹ 

 

╕√ ╩ ⇔≡ ⇔√ ≢╙ ≢ ≢─ ⌐ ╡ ⅎ╢↓≤╙

↕╣╢↓≤⅛╠ ┼─ ⱦꜟ ─ ה ╩ ⌐ ∆╢≤

≤╙⌐ ⱦꜟ ─ ⌐⅔™≡ ⌐ ⌂☻Ɑכ☻─ ⌐ ╘╢

↓≤╙ ≢∆⁹ ☻Ɑכ☻╩ ↑╢↓≤⅜ ⌂ ≢│ ≢ ⱦꜟ ⌐

⇔⌂™↓≤─ ╩ ⇔≡⅔ↄ ⅜№╡╕∆⁹ 

 

⌐╟∫≡│ ╛ ╕≢ ∆╢⌐│ ⌂ ⅜№╢

⌂≥ ─ ⌂ ⅜ ⌐ ≢№╡ ⅛≈ ╩ ⇔√

≢№∫≡╙ ╛ ─⅔∕╣╛ ⌐╟╢ ─ ⌂ ╩ →

╢⅔∕╣⅜ ™ ⌂≥⌐│ ─ ⌐ ∂√ ╩№╠⅛∂╘ ∆╢

⅜№╡╕∆⁹ 

 

⌂⅔ ≢│ ₈ ⌐╟╢ ₉╩ ⇔ ⌂≥─

┘ ⌐╟╢ ─ ה ╩ ∫√℮ⅎ≢ ╩ ╡ ╣≡™╢

╙ ╠╣╕∆⁹ 
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≢ ⌐╟╢ ⌂ ⅜ ⌐ ⌂ ⌐≈™≡│ ₈

─ ⌐ ∆╢ ₉ H25. 8 ( ) ┘₈

⌐ ∆╢ ●▬♪ꜝ▬fi₉ 25 12 ⌐ ≠⅝

⌂ ╩ ∆╢ ≢ ─ ─ ™⌐≈™≡╙ ⌐⇔≡⅔ↄ

⅜№╡╕∆⁹ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考】中央防災会議防災対策推進検討会議「津波避難対策検討ワーキンググループ」報告 

     （平成24 年 7 月） 

Ʀ ǵ ǲ►ǦǪǭǶ ♪ șԍѸǯǠȒƳ Ẏ ǲǑǋǭȉẉǖ

ȐȓǦ Ҳ ǲȏȒ Ƕ ̊ʤǵȏǍǱ ƵǵӾ  ǓǉȒƳר

・ ᷂ ǲȏȒ ǵ ωȋ ӓ ֵͬǵ ўǵ ǵα ǵ┴ ȋ

ǵΏṥ ǲȏȒ˧ ὡ 

・ ˧ ὡǓ ǞǱǖǭȉ Ǔ Ǟ ǲ⁵ǔ ȅȓȒ֯ ǓǉȒȂǒר

Ҳǲ ș֗ȃǠǚǯ 

・ ǵ₦ᴣ ǵǠȓ ǋȋ ׄ ǵὕ ב֯ ˧ ǵẉǋ℅ ǯǵ˧⁪

ǞǦ ʰǵ ḹ ǵɚɆɩɋɁȭǯǱȒӢ ǵἭ᷀ 

・ Ǔ ҲǠȒǦȈǵ Ҳ ǵ ǵỉǙǯǱȒǑǤȓǓǉȒǚǯ 

・ ♪ ǲȏȒ ǵЛ ǒǫὄЋǱ ǵỉǙǯǱȒǑǤȓǓǉȒǚǯ 

Ʀ ǞǒǞǱǓȐ ᶩ Ǔ ǠȒḹֻȋ ὑǜȓȒ ǲᾍǞǭ♪ Ǯ Ǔ֯ Ǳ

ǲ ўǱ ḹ ǓǱǋḹֻǵȏǍǲ Ҳ ș ǢǝȒș♬ǱǋḹֻǓǉȒƳ 

Ʀ ǚǵȏǍǱḹֻǶ Ҳ ǲ̢ǍӾ șר ǠȒǦȈǵҟҘșǠȒǯǯȉǲ Ҳ

ǲȏȒ ǲǶ ǓǉȒǚǯș Ǟǭ ̊ʤǲ ѰǠȒȏǍֺ᷂ḢǮֻ ◐

șᶫȒⱳ ǓǉȒƳ 

Ʀ ʴǵ ʰȉ֯ Ǳ ȑ Ẇǿ Ǟ♪ ǯǠȒǚǯȋ ȋȇș♬ǡ ǲ

Ǟǭ ǠȒḹֻǲǶ ל ʰ ǵ ǵỉǙǯǱȐǱǋȏǍ Ǟ ɇȠɫɁȭǶǢǡǲ

ȦɱȶɱȫɶǶ̂ǘǦȅȅǯǠȒǚǯ șק ǠȒⱳ ǓǉȒƳ 

Ʀ Ҳ ǲȏȑ ǢǝȒș♬Ǳǋ᷂ḢǲǑǋǭǶ ǵ ʰ Ǔ ǵỉǙǲ

ǱȒ֯ ǓǉȒǦȈר ǮǉȒǚǯșק ǠȒ ș ρǠȒǱǰ

ǵ ǵỉǙǲǱȐǱǋȏǍǲ₳ ǒȐק ǠȒǚǯǓⱳ ǮǉȒƳ 

参考） 中央防災会議防災対策推進検討会議「津波避難対策ワーキンググループ報告」（H24.7 中央防災会議） 

http://www.bousai.go.jp/jishin/tsunami/hinan/pdf/report.pdf 
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1) 今次津波での自動車の利用状況について 

─ ─ ⌐⅔™≡ ⅜ ⅛ ≢─ ≤⌂∫≡⅔╡ │

⅜ ≤↕╣≡⅝√ ≢ ─ ⅜ ≢ 59% ꜞ▪☻ ≢ 51%≤

⌐ ™ ╩ ╘ ⅜ ⌐ ↕╣≡™╕⇔√⁹ 

≢ ─ ⅜ ⅛∫√√╘⌐ ╩ ⅝ ↓⇔ ≢⇔⅛ →╠╣⌂⅛∫√

₁─ ╛ ─ ╩ →√↓≤│ ⇔⌂↑╣┌⌂╡╕∑╪⁹ 

≢│ ─ ╩ ╕ⅎ ₈ ⌐╟╢ ╩ ≤∆╢⁹ ≢

⇔⌂™⁹₉╩ ∆╢↓≤≤⇔≡™╕∆⁹ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 １６ 避難時の交通手段（上：平野部，下：リアス部） 

参考） 避難実態調査結果（国土交通省）の宮城県分を集計 
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2) 今次津波での自動車の利用理由について 

≢─ ─ ≤⇔≡ ╩ ⇔√ ≤⇔≡₈ ≢⌂™≤ ⌐ ╦

⌂™≤ ∫√₉⅜ 28%₈ ≢ ⇔╟℮≤ ∫√₉⅜ 25%₈ ⌂ ╕≢⅜

⅛∫√₉⅜ 20% ☻▪ꜞה22% 17% ₈ ⌐ ⅜™√₉⅜ 17%≤⌂∫

≡⅔╡ ╛╗╩ ∏ ╩ ╦↨╢╩ ⌂⅛∫√ ⅜ ↑╠╣╕∆⁹ 

≢ ₈ ╩ ╘√ ⌐ ≢ ≡™√₉⅜ 29%₈ ╙ ⌂─≢ ╤℮≤ ∫

√₉⅜ 8%⌂≥ ─ ⌐╟╡ ╩ ⅎ╠╣╢↓≤╙ ⅎ╠╣╕∆⁹ 

≢│ ─ ╩ ╕ⅎ ≢ ∑↨╢╩

⌂™ ╩ ⅝ ₈ ⌐╟╢ ╩ ≤∆╢⁹ ≢ ⇔⌂™⁹₉╩

∆╢↓≤≤⇔≡™╕∆⁹ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 １７ 避難の移動手段として車を使用した理由 

参考） 避難実態調査結果（国土交通省）の宮城県分を集計 

29%

28%

20%

25%

17%

10%

8%

7%

5%

2%

17%

9%

0 0.2 0.4 0.6

30%

31%

17%

24%

17%

11%

11%

8%

3%

2%

20%

7%

0 0.2 0.4 0.6

29%

27%

22%

25%

16%

10%

7%

7%

6%

2%

16%

9%

0 0.2 0.4 0.6

宮城県計(N=3,199) 平野部(N=2,111) リアス部(N=1,088)

避難を始めた場所へ

車で来ていた

車でないと間に合わないと
思った

安全な場所までが遠い

家族で避難しようと思った

家族に避難困難者がいた

家族を探したり

迎えに行こうと思った

車も財産なので

守ろうとした

荷物を運べる

車だと情報を得られる

渋滞すると思わなかった

その他

家族や知人等に

乗せてもらった



3. ὑ ⱳ ˗ /  3.4 ὑ ל ḹ ὑ ὑ 

 46 

 

3) 今次津波での渋滞箇所について 

₈3.4.3 ─ ה 」の課題として示すとおり，今次津波での避難路

の問題点として，「渋滞して動けなかった」が平野部で 66%，リアス部で 39%指摘されていま

す。 

避難実態調査結果によると，渋滞箇所として，リアス部（気仙沼市街地・南三陸町志津川

地区など）や石巻市街地等では，市街地において面的に指摘されており，平野部（石巻市・

東松島市，仙台平野）では，海岸線に並行して走る国道４号，主要地方道塩釜亘理線や，

沿岸部からそれらの路線へ接続する区間などが指摘されています。 

本書では，特に，臨海部にて復旧する市街地や住宅地，工業団地や海水浴場等の観光

地等，自動車での避難が多く発生するおそれのある地域において重点的に啓発を行うことや，

広域的には避難行動シミュレーション，局所的には交差点解析等の実施により，十分な容量

が確保されているかの確認を行い，ボトルネックとなる箇所に必要な対策を講じることとしてい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 １８ 今次津波における渋滞指摘箇所（１） 

参考） 避難実態調査結果（国土交通省），国土地理院数値地図 

避難実態調査による渋滞指摘箇所 

       ポイントで指摘された箇所 

       区間で指摘された箇所 

̃ ⁸ ᷂ ӳʢ ⱷ ′ 
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図 １９ 今次津波における渋滞指摘箇所（２） 

参考） 避難実態調査結果（国土交通省），国土地理院数値地図 

ְ̃⁸ ⁸֝׀ ῑ ⁸ 

避難実態調査による渋滞指摘箇所 

       ポイントで指摘された箇所 

       区間で指摘された箇所 

ᶮ ֵ Ṋ ˞ ϼ ζ  

ʺ ὑ  
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図 ２０ 今次津波における渋滞指摘箇所（３） 

参考） 避難実態調査結果（国土交通省），国土地理院数値地図 

避難実態調査による渋滞指摘箇所 

       ポイントで指摘された箇所 

       区間で指摘された箇所 

˞ ῇϷ  

ᶮ ֵ Ṋ ˞  

ʺ ὑ  
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4) 自動車を利用した避難方法の検討について 

前項（3.4.3 避難路，避難経路の指定・設定）でも記載しているとおり，今次津波での避難

路の問題点として，「渋滞して動けなかった」が平野部で 66%，リアス部で39%，「信号が消えて

いた」が平野部で 20%，リアス部で 28%から指摘されており，自動車での避難に関する問題が

多く挙げられました。 

これらの課題を踏まえ，本書では，避難の方法は原則徒歩としていますが，自動車で避難

せざるを得ない避難者（避難行動要支援者 ，自動車運転中の者，長距離移動が必要な者

等）がいることも想定し，自動車避難に伴う危険性の周知や，津波避難道路であることを周知

する標識の整備，やむを得ず道路に駐車して避難する場合には緊急車両等の通行の妨げと

ならないよう配慮するなどといったことを，平時から周知しておくことが大切です。 

また，自動車による避難には限界量があることを認識して，限界量以下に抑制するよう各地

域で合意形成を図るとともに，交差点や橋梁などのボトルネックとなる個所において十分な容

量が確保できるよう，地域の実情に応じた対策を検討し講じるよう努める必要があります。 

 

 

 

 

 

 

【参考】自動車を利用した避難方法（案）（静岡県浜松市） 

３．津波避難方法の検討 

３－１ 自動車を利用した避難方法の検討 

 

参考） 津波対策委員会第 2 回委員会資料（H23.12 静岡県浜松市） 

 

参考図 

図３－１ 自動車を利用した避難「くしの歯」作戦イメージ 
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【参考】渋滞防止対策（案）（青森県三沢市） 

ᾍ  

ǵԍᶦǯǞǭ ẉ ǵ ʰǓ ǲ͙ЊǠȒǚǯǲȏȒ ʰὭ↓ǵṔқȋ ֵͬ˧

⁪ Ǯǵʝ α ɵ ʰǵ ♅Ǩ ˗ ɵ ǲȏȒ ǵ Ǔ ǙȐȓȒƳ 

ǚǚǮǶ ᾍ ǲǫǋǭ ȳȢɇ ʰǵ Ѱɵ ᾚ ǯ ͑ ȳȢɇ

ǵ˧⁪ ͪ ǵʰ ǒȐ ᾍ ɟɉɣɶș ǞǦƳ 

 

 3 - 5  ᾍ  

 ᾍ  ᾍ ǵ  

 

 

ȳ

Ȣ

ɇ 

ǵ  ˆȑ Ҳ ǲȏȒ ǲᾍǞ ˆȑș͝Ǡ

ǚǯǲȏȑ ǠȒ ʰș ѰǠȒƳ 

ǵẀ  ɎȷǲȏȒ ᾚ Ɏȷș ǋǭʝ↓ǲẉ ǵ ș ǜ

ǢȒǚǯǲȏȑ ǠȒ ʰș Ѱ

ǠȒ ǦǧǞ Ǔ Ǟǋ Ƴ 

ўǱ Ҳ ѫ

ǵ ᾚ 

Ҳ ˧ ǵ ᾚ ʰș ᾚǞ ˧ șǱǖǞ ȷ

ɞɶȸǱ ș͝ǠƳ 

ǵק ˗Ѽ  ȦɨȠ ǲ ǵק șⱬ⅝Ǟ

ʰǵ ʴɵ ș ǏȒƳ 

 

 

͑

ȳ

Ȣ

ɇ 

˧ ὦ ǵ Ẏ ʝ ǲȏȒὦ

Ẏ 

ӢḢẆǿǵ ׄǲᾍǞ ʝ

ǯǠȒǚǯǲȏȑ ˧ ὦ șΊǲǞ

ȷɞɶȸǱ ș͝ǠƳ 

˧ Ѱ Кǿǵ͙Њ ʰș ѰǠȒǚǯǲ

ȏȑ ̵ Ǳ ʰș ǒȐ ǠȒ

ǲ ǯǵ˧⁪ Ƴ 

ρ ǵ ρǲȏȒ ʰǵ Ҳ

↓ǵṔқ 

ʝ ♅ ḹ  ᷂ ȏȑϼǲ ʝ ♅ ḹ ș

ǘǭ ʰș ǒȐ♅ ǜǢȒƳ 
 

参考） 平成 24 年度津波避難計画（H25.3 青森県三沢市） 

 https://www.city.misawa.lg.jp/index.cfm/11,21467,49,217,html 
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【参考】東日本大震災と今後の津波避難対策（一般社団法人消防科学総合センター） 

Ҳ Ǯ ǠȒḹֻǵⱲ♬ 

ȠɱȯɶɆ Ƕ 57 Ǔ Ǯ ǞǦǚǯǓȖǒǪǭǋȒƳȅǦ ɐȠɨɱȮ Ƕ

♪ ǲȏȒ ǯ ǲȏȒ ǶȂȃӭƵǮǉȑ 20 ̈Ƕ 61 Ǔ ș̓ǪǭǑȑ

ǋ˲ȂǰẉǋǚǯǓѨ ǞǦƳ ǲ ǞǦ Ƕ ♪ Ǔ₳᷈ 11.2 ѝǲᾍǞ Ƕ₳

᷈ 16.2 ѝǮǉǪǦƳǤȓǥȓǵ₳᷈ Ҳ ǯ Ҳ ↓Ƕ 438m 2.3 ʙ/ ǑȏǺ

2,431m 9.0 ʙ/ ǮǉǪǦƳǚȓȐǵ ἬǒȐ ǫǕǵǚǯǓ ǮǔȒƳ 

Ƞ ♪ ǲȏȒ ǮǶ 500m 15 ѝǓ ǯǋǏȒƳ 

Ȣ ǲȏȒ ǮǶ 2.5 ʙ 15 ѝǓ ǯǋǏȒƳ 

ǮǶ 500m ̊ʣ ǞȏǍǯǠȓǷ Ǔⱳ ǲǱȒǯ ǏȐȓǭǋȒǯǋǍǚ

ǯǮǉȒƳǦǧǞ ɐȠɨɱȮ ǲȏȓǷ 28.3 Ǔ ǲ⁵ǔ ȅȓ(ȠɱȯɶɆ

ǮǶ ǵ  1/3 ǧǪǦ) 40.7 ǶֵͬǓ ǞǭǋǱǒǪǦǯ ǏǦǚǯǓȖ

ǒǪǭǋȒƳǞǒȉ ʴǮ ̱Ǯ ǫǒǪǦɇɧȢɎɶǶ 700 ǲ׀ ǞǭǋȒƳǞ

ǦǓǪǭ ♪ ǲȏȒ șԍѸǯǞǱǓȐȉ ș̓ ǠȒǚǯǓʝ ǲǱǪǭǔǭ

ǋȒǚǯș ǠȓǷ ǫǕǵȏǍǱ ȋ ᵎǓ ǲⱳל ǲǱȒƳ 

1) ᷂ Ǯα ǠȓǷ ˧⁪ ǮֵͬǓ ǒǡ ǠȒƳ ǲ⁵ǔ ȅȓǦȐ ș

Ǟǭ♪ Ǯ ǠȒƳ Ǟǭ ǙȓǷ ̀ǵ ǵɇɧȢɎɶȉ♪ Ǯ ǢǝȒ

ș♬ǱǖǱȒƳ 

2) ᷂ Ǯα ǠȓǷ ǵ ǶʤȑǦȅȅǲǱȒƳǤǵȅȅǮǶ ǮǔǱǋƳ᷂

Ϸǲ ǓǉȓǷ ̱ș Ǟǭ˗Ѽǲ ̝ ǯӲ Ǟ Ǥǵḹֻǵᾍы

ș֝ȑ ȈǭǑǖƳ 

3) ῇ ǲ ǠȒǯǔǶ ♥ǲ ǖ Ǔẉ ǉȒǯ Ǐǭ Њȑ֥ǒȐ ȫɫϼȅǮ

ș ȈǦȑ ǞǱǋƳȅǦ Њȑ֥ǲǶǤǵǚǯș͝Ǡ Ǔⱳ ǮǉȒƳ 

4) ȐǱǋᶽ᷂ș ʴǲ ҿףȋ ǓїǦḹֻǶ ș ǭǭ♪ Ǯ̮ ǯʝ

ǲ ǠȒƳ 

5) ș ʴǶ ₑ șȨɱǲǞǭǑǔ ȦɨȠɟɶɩș֞ͬǮǔȒȏǍǲǞǭǑ

ǖƳ 

6) ʴǲ ḸǓ ̉ǜȓǦ᷂Ḣǲ⁪Ǟ ǒǪǦḹֻǶ ȢɱȽɶ

ȿȥɱȶǒȐʝ ǲʤȑǭǶǋǘǱǋƳȳɶɑȷȦɨȠǮ♅ ǠȒƳ 

 

※アンケート調査：東日本大震災の被災地におけるアンケート調査結果(内閣府)とヒアリング調査結果(国土交通

省)を参照 

参考） No.107 「季刊 消防科学と防災」（2012 冬号 一般社団法人消防科学総合センター） 

http://www.isad.or.jp/cgi-bin/hp/index.cgi?ac1=IB17&ac2=107winter&ac3=6499&Page=hpd_view 
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3.5 初動体制の確立 

■勤務時間外に津波警報等が発表された場合，あるいは地震による強い揺れを観測した場

合の職員の連絡・参集体制，情報受信・伝達体制について定める。 

■職員参集体制 

①大津波警報が発表された場合 

②津波警報が発表された場合 

③津波注意報が発表された場合 

④強い揺れ（震度４以上）を観測した場合 

■情報受信・伝達体制等 

⑤津波警報等の受信体制及び伝達体制の確保 

⑥避難指示の発令体制の確保 

⑦海面監視，被害状況の把握等の体制の確保 

 

ₒ ₓ 

⌐╟╢ ╩ ∆╢√╘⌐│ ⌐ ─ ╛ ─ ╩

⌐ ⅛≈ ⌐ ℮↓≤⅜ ╟╡╙ ≢∆⁹ 

╕√ │ ╡ ⇔ ∫≡ ╢↓≤╙№╡ ─ ⅜ ≤│ ∏⇔╙ ╡╕

∑╪⁹ 

 

↓℮⇔√↓≤⅛╠ ⌐ ⅜ ↕╣√ №╢™│ ™ ╣╩

⇔√ ─ ─ ╩ ╘ ⅜ ↕╣╢╕≢─ ─ ╛

─ ⅜≢⅝╢ ╩ ⅎ╢ ⅜№╡╕∆⁹ 

 

╕√ ⌐≈™≡╙ ⱷכꜟ ⌐╟╢ ─ ╩ ╢≤

≤╙⌐ №╢ ⌐ ⇔√ ⌐│ ∕─ ╩ ╩ ↑╢↓≤

⌂ↄ ╛⅛⌐ ה ⌐ ∆╢ ╩ ∆╢ ⅜№╡╕∆⁹ 

 

╩ ⌐ ∆╢↓≤│ ─ ≢№╡ ⌐⅔™≡│ ↓℮⇔√

─ ─ ─ ─ ⅜ ⌐⅔

™≡╙ ⌐ ≢⅝╢ ╩ ⇔≡⅔ↄ ⅜№╡╕∆⁹ 

 

⌐╟╢ ─ ─ ⌐≈™≡│ ₈3.7 ─ ה ₉≢

⇔≡™╕∆⁹ 
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3.6 避難誘導等に従事する者の安全の確保 

■避難広報や水門・陸閘等の閉鎖，避難誘導等を行う職員，消防職団員，民生委員などの

安全確保について定める。 

■津波到達予想時間が短い場合など退避を優先する必要がある場合には，消防職団員，警

察官，市町職員，民生委員等，避難誘導等に従事する者の安全を確保するため，消防職

団員等も住民と一緒になって避難することを徹底する。 

 

ₒ ₓ 

╠─ ╩ ╢↓≤⅜ ╙ ≢№╡ ╩ ℮ ≢∆⁹ 

 

≢─ ⅜ ↕╣╢ ⌐│ ╩ ⇔√

─ ╩ꜟכꜟ ⇔ ∕─ ⌐≈™≡ ≢─ ╩ ╘╢↓≤

─ ╩ ⅎ╢⌂≥⌐≈™≡ ╘╢ ⅜№╡╕∆⁹ 

 

─ ה ─ ⌐≈™≡│ ╛ ⌂≥─ ╩ ∆

╢√╘ ≢─ ╛ ⌐ ╢ ╩ꜟכꜟ ╘╢≤≤╙

⌐ ⅜ ≢ ∆╢ ≢│ ה ─ ה ╙ ╘√

ה ─ ⌐ ╘╢ ⅜№╡╕∆⁹ 

 

─ ≤ ⌐ ∆╢ ─ │ ▬♃♪כꜞ

ⱶ⅜ ╠╣≡™╢ ⌐⅔™≡│ ⅝⌂ ≢№╡ ╠╙

╩ ∆╢≤≤╙⌐ ╛ ⌐⅔™≡╙ ─№╡ ╩ ∆╢

⅜№╡╕∆⁹ 

 

 

【参考】「東日本大震災を踏まえた大規模災害時における消防団活動のあり方等に関する検討

会」中間報告書（消防庁） 

ɩɶɩǵ ǯ ὡ ǵ ᶧ Ҳǵ ӓ  

ƞ ǵϮϼ Ѯ ˔ Ǔ ǋ᷂ḢǶ ǓϮϼ  

ƞ ὡ ǵ ᶧ Ҳǵ ӓ 

 ͜ ȋ᷂ḢǵӲҘș♬ǭ ᶧ Ҳș ǲⱳ Ǳȉǵǲ Ǟ ⱳ ᾛ ǲ 

 Ʀ ǵ Ҳǵ ᾛӓŃ∕ ȋ₡ ǵ͝ ̸ ǵ☻Ҋѝ  

 Ʀ ᾚ Ҳ ǵ ӓŃ̮ ǵ ϼ ǵק ɵⱬ⅝ ̮ ǿǵ Ḹ̟ ǵ ρ

ל ḹ ǵ ρǱǰ ǲ▌ǋȅǨǬǖȑș͝  

ƞ ὡ ǵ ᶧ ҲɵὄЋ ɜɉɣȠɩǵ̸  

 Ʀ ǵɩɶɩș Ƴ̮ ǲ˗Ѽǲ  

 Ʀ ᴁ̉ ᶧ Ł Łᶧᴣ ǵ Ƴ ǵʤ ˲Ǯ Ҳ 

 Ʀ Ҳ ǱǰǵɧȢɓȶɡȯɁɆǵ  

 Ʀ Ѯ ˔ ѵșḨǲ їҲ֗Ǻ ǲ ǠȒ ὄЋ ș ȅǏ Ҳ ș

ὑƳ ǞǦḹֻǶ Ǩǲ  

 Ʀ Ƕ Ҳ֯ ǵ ѼǮȉ Ӿ șό ǞǦḹֻǶ Ǩǲ ᴁ̉ 

参考） 報道発表資料：東日本大震災を踏まえた大規模災害時における消防団活動のあり方等に関する検討

会中間報告書の概要（H24.3 消防庁） 

http://www.fdma.go.jp/neuter/topics/houdou/h24/2403/240309_1houdou/03_houdoushiryou.pdf  
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図 ２１ 活動可能時間の判断例 

参考）「東日本大震災を踏まえた大規模災害時における消防団活動のあり方等に関する検討会」中間報告書 

（H24.3 消防庁） 

https://www.fdma.go.jp/relocation/syobodan_katudo_kento/cyukan_houkoku/houkokusyo.pdf 

 

 

 

 

 

 

╛ ─ ⅜ ↕╣╢ ╛ ⌂≥─

─ ─ ╩ ╘√ ─ ⅜ ≢∆⁹ 

 

【参考】「地域防災計画における地震・津波対策の充実・強化に関する検討会」報告書（消防庁） 

 

 

Ƽ Ὶ⁸ ǿǵ ǔ֝ȑ ƽǲȏȒǯ Ẏ ǲǑǋǭ ʺǱ

ǵ Ὶ 37 ⁸ ǵǍǨ 22 ⁸ Ǯ⁸ ⅍ Ǔ Ǟ ǤǵǍǨ 15 ⁸ Ǯ ⅍

ȋ ǵ ș̵ϡǱǖǜȓǦƳȅǦ 14 ⁸ Ǯ ᴣǓ ˥֕Ƕ ʥ ǯǱǪǦƳ

ǯȑȖǘ Ѽ ⁸ ῑ Ẏ ῑ ⁵⁸ ὟḜ ӳʢ ὟḜ

ǱǰǵȏǍǲ ⅍ ֕Ƕ ֻ Ǔṥ Ǳ ὡș֞ǘ ẉǖǵ ᴣǓ ǯǱǪǦ͈

ȉǉȒƳ⁸ ⅍ ȋ ǱǰǶ ⁸ ǵ ὡᾍꜘǵʴⱲǯǱȒ Ǯǉȑ ᾐ

̝ǵḸףǲǑǋǭȉ Ƽ⁸ ⅍ όɵ Ǳǰǵ ὡ ǵ ǯǱȒ Ǔ

ǞǦḹֻ Ǥǵ◙ Ǔ Ȉǭ ẎǮǉȒǚǯǒȐ ǚȓȐǵ ǲǑǘȒ ᾍ ǲ

ǫǋǭǶ ǲʠЋș ǠȏǍ ǏǭǋǖǚǯǓⱳ ǮǉȒƳƽǯǜȓǭǋȒǯǚȔǮǉȒƳ 

˹ᶥǵẎ ǵ ș ȅǏ Ћᶮǵ⁸ Ƕ Ȉǭ șǶǟȈ ֺ ὡǵ ὑ

ș Ǟ ⅍ ǵ șדȈǦὄЋᾍ ₡ ρǱǰǵ ρș Ǫǭǋ

ǖⱳ ǓǉȒƳ ₡ ρǲǫǋǭǶ ᷂ ǲȏȒ ȓ֗Ǻ ǲȏȒ ǵ֯

șר ǞǦ ḹ ǵ ֗Ǻⱳ Ǳ Ǟș ȖǱǘȓǷǱȐǱǋƳȅǦ ₡

ρǲǫǋǭǶ ὡᾍꜘ ǲⱳ Ǳ ɵ ρ ǲǫǋǭ ǵρ ȉדȈ

ⱳ Ǳ ǵ ͪǓǱǜȓȒȏǍ ǠȀǔǮǉȒƳ 

参考） 「地域防災計画における地震・津波対策の充実・強化に関する検討会」報告書（H23.12 消防庁） 

https://www.fdma.go.jp/singi_kento/kento/items/kento001_00_index.pdf  

̱ǵ ᵞẕ ǯ˹♥ǵᾍꜘ 

https://www.fdma.go.jp/relocation/syobodan_katudo_kento/cyukan_houkoku
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3.7 津波情報等の収集・伝達 

3.7.1 津波情報等の収集 

3.7.2 津波情報等の伝達 

3.7.3 情報伝達手段の整備 

 

3.7.1 津波情報等の収集 

■気象庁から発表される津波警報等や津波情報の受信手段，受信経路等を定める。 

■県と市町間の津波警報等，津波情報の収集伝達手段・体制は，従来どおり県総合防災情

報システム及び県地域衛星通信ネットワークシステムによる。 

■津波警報等が発表された場合，あるいは地震による強い揺れを感じた場合等には，避難

指示を発令し，国，都道府県等による津波観測機器による観測情報，高台等の安全な場

所からの目視での実況把握等により，津波の状況や被害の様相を把握するための手順，

体制等を定める。 

 

ₒ ₓ 

⅜ ╩ ה ∆╢ ─ │ ─ ─ ─

⅛╠ ⌐ ℮ ─ ⅝↕ ⌐╟╡ ∆╢↓≤╙ ↕╣╕∆⅜

⌐│ ╩ ∂√ ⌐ ─ ─ ╩ ⇔ ╩ ∆╢↓≤

│ ⌐ ⌂↓≤⅜ ↕╣╕∆⁹ 

 

⇔√⅜∫≡ ⅛╠ ⌐ ∆╢ ≤⇔≡₈ ™ ╣╩ ∂√≤⅝ │ ↄ≡╙

™ ╝∫ↄ╡≤⇔√ ╣╩ ∂√≤⅝│ ∟⌐ ⅛╠ ╣ ™≢ ⌂

⌐ ∆╢₉↓≤╩ ∆╢↓≤⅜ ≢∆⁹ 

 

─ │ ─ ╩ ↑√ ⅜ ≤⌂╡╕∆⁹ ─ ─

╩ ⇔ ∆╢↓≤│ ⅛╠ ⌐ ⌂ ╛ ⌂≥┼ ∆╢

⌂≥ ⌐ ∆╢ ⌂ ⌐ ≈↓≤⅜ ↕╣╢╒⅛ ה

─ │ ─ ─ ⌐╙⌂╡╕∆⁹ 

 

─ ─ ⌐≈™≡│ ⅜ ∆╢ ╛

25 3 ⌐⅔↑╢ │ ─ ─

─ ⌐╟╢ ◌ⱷꜝ╛ ⌐╟╡ ℮↓≤⅜ ≤⌂╡╕∆⅜

─ ⌂ ⅛╠ ⌐╟╡ ╩ ∆╢ ╙№╡╕∆⁹ ─

╩ ╕ⅎ ╛ ╩ ℮ ⌐ ╢ ┼─ ⅜ ⌐ ≤⌂╡╕∆⁹ 

 

↓℮⇔√ ─ ⌐ ∆╢ ╩ ⅜ ≢ ™≈ ≥─╟℮⌂ ╩ ≥

─╟℮⌐ ⇔ ╠╣√ ╩ ™≈ ≥─╟℮⌐ ∆╢⅛≤™∫√ ה

─√╘─ ╛ ╩ ╘≡⅔ↄ ⅜№╡╕∆⁹ 

 

╕√ ⅜ ⅛╠ ↄ ╣√ ≢ ⇔√ ⌐ ℮ ─╟℮⌐ ╕≢⌐

─ ⅜№╢╙─⌐≈™≡│ ⅜ ↕╣╢ ⅛╠ ─ ─

╩₈ ⌐ ∆╢ ₉─ ≢ ∆╢ ⅜№╡╕∆⁹ │

⅜ ↕╣╢ ⌐ ─ ⅜№╢↓≤╩ ⇔√ ─ ╛ ╩ ∆╢

⅜№╡╕∆⁹ ⌐ ה ⌐ ─ ⅜ ╕╣╢ ⌐│ ⌐

∆╢ ─ │ ≢∆⁹ 



3. ὑ ⱳ ˗ /  3.7 Ḹ ֛ ̟  

 56 

 

3.7.2 津波情報等の伝達 

■津波警報等，津波情報，避難指示・高齢者等避難の情報を住民等に迅速かつ正確に伝達

するため，伝達系統（伝達先，伝達手順，伝達経路等）及び伝達方法（伝達手段，伝達

要領等）を定める。 

 

ₒ ₓ 

│ ─ ╩ ↑√≤⅝ №╢™│ ∫√≤⅝│

56 ⌐ ≠⅝ ─ ╘╢≤↓╤⌐╟╡ ⌐ ⇔≡ ⇔⌂↑╣┌⌂

╡╕∑╪⁹ 

 

⇔√⅜∫≡ │ ─ ─ ∕─

╩ ⌐ ⇔ ⅛≈ ⌂ ה ╩ ⇔≡⅔ↄ

⅜№╡╕∆⁹ 

 

╕√ ╛◘▬꜠fi─ ⅜⌂™╟℮⌐ ⌂ ◦☻♥ⱶ─ ⌐

╘╢≤≤╙⌐ ≤⌂╢ ─ ┘ ┼─ ⌐≈™≡

∆╢ ⅜№╡╕∆⁹ 

 

╛ ─ ╩ ⌐ ⅛≈ ⌐ ∆╢√╘─ ┘

╩ ╘╢⌐№√∫≡│ ─ ⌐ ∆╢ ⅜№╡╕∆⁹ 

 

 

＜情報伝達にあたって留意するポイント＞ 

╩ ה ⅛╢∑╠ ─ ─

∆═⅝ ה  

ה ⌐≈™≡№╠⅛∂╘ ⇔ ╩  

ה │ ─ ↕⅜ ╩ ⅎ╢ ⌐ ↕╣╢ 

ה  

⌐ ⇔≡ ה ⅛╢∑╠ ─ ⅜№╢ ─ ⅛ ∕╣ ─ ─ ⅛ 

ה ─ ─ ╩ ≤∆╢⅛ 

╡

 

ה

─  

ה ⌐ ⇔≡™╢  

™≈ ≥─♃▬Ⱶfi◓≢

╠∑╢⅛ 

ה ╩ ⇔√ ╛⅛⌂ ─

─  

ה  

ה ─ ─  

 

（注）：「避難促進施設」とは，津波浸水想定区域内にあり，避難に時間を要する者が存在するため，早めに避難を促す必

要がある施設で，市町村地域防災計画に名称，所在地が定められたものいいます。社会福祉施設には保育所が含まれ，

学校には幼稚園が含まれます。 
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＜情報伝達にあたって留意するポイント＞ 

≥─╟℮⌂ ה ≢ ◘▬꜠fi ₈ ≤ ─ ─ ⱨꜝ♇

◓ ₉ ₈ ⱨꜝ♇◓₉≤™℮⁹ ♥꜠ⱦ

ꜝ☺○ ה ⱷכꜟ ⱷכꜟ ◄ꜞ▪

ⱷכꜟ ◖Ⱶꜙ♬♥▫ ▪ⱴ♅ꜙ▪

▬fi♃כⱠ♇♩  

ה ─ ↑ ─ ⌐ ∫√ ⌐ ⌐⅔↑╢

 

ה ─ ╩ ≢ ℮ │ ≢ ∆

╢ ╩ ™╢⁹ 

ה ─ ╩◘▬꜠fi ≢ ℮ │ ─ ⌐

≢ ∆╢ ╩ ™╢⁹ 

 

＜旗を用いた津波注意報標識，津波警報標識及び大津波警報標識＞ 

標識の種類 標識 

津波注意報標識 

津波警報標識 

大津波警報標識 

 

（注）旗は方形とし，その大きさは適宜とする。 

 

＜鐘音又はサイレン音による津波注意報標識＞ 

標識の種類 
標識 

鐘音 サイレン音 

津波注意報標識 
 

 

津波注意報，津

波警報 

及び大津波警報

解除標識 

 
 

 

＜鐘音又はサイレン音による津波警報標識及び大津波警報標識＞ 

 
 

標識の種類 
標識 

鐘音 サイレン音 

津波警報標識 
 

 

大津波警報標識 
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  ⱴ♬ꜙ▪ꜟ ( H25.3 )  

( )  

ⱱכⱶⱭכ☺ ⱨꜝ♇◓ 

https://www.data.jma.go.jp/svd/eqev/data/tsunami_bosai/tsunami_bosai_p2.html  

 

 

─ ⌐⅔™≡╙ ⅛≈ ⌂ ⅜ ≢⅝╢╟℮⌐

╩ ∆╢ ─ ╩ ⌐ ⱴ♬ꜙ▪ꜟ ⌐ ∆╢≤

≤╙⌐ ╩ ↑╢ ⌐≈™≡╙ ⌐ ╩ ⇔≡⅔ↄ↓≤⅜ ≢

∆⁹ 

 

╕√ ┼─ │ ⌐╟╢ ⅜ ≢∆⅜ ─

⅝ ─ ⌐╟╡ №╢™│ ⌐™╢ ⌐≤∫≡│ ⅝ ╡⌐ↄ™

⅜№╢↓≤⌂≥⅛╠ ─ ╩ ╢⌂≥─ ⅜ ≢∆⁹ 

 

↕╠⌐ ∞↑≢⌂ↄ ⱷכꜟ ◖Ⱶꜙ♬♥▫ ▪ⱴ♅ꜙ▪

─ ─ ╩ ∆╢⌂≥ ─ ╩ ∆╢↓≤╙

≢∆⁹ 

 

ה ─ ⌐™╢

⌐ ⇔≡│ ─╖⌂╠∏ ─ 51.11.16 ⌐ ╘╢

◘▬꜠fi╛ ⱨꜝ♇◓⌂≥ ₁─ ╩ ∂√ ╩ ∆╢

↓≤⅜ ≢∆⁹ 

 

⌂⅔ ◘▬꜠fi╛ ⌐╟╡ ⌐ ╩ ∆╢⌐│ ∕╣∙╣─ ─ ╩

⇔ ⅜ ⌐ ⅝ ↑╢↓≤⅜≢⅝╢ ⅜№╡╕∆⅜ ─ ⌐⅔

™≡ ⅜ ⌐ ⅝ ↑╢↓≤⌐│ ⅜ ↕╣╕∆⁹ 

 

⇔√⅜∫≡ ◘▬꜠fi╛ ─ ⌐№√∫≡│ ◘▬꜠fi ╛ ⌐╟╡ ╩

⇔√ ≢ ╛ ⌐╟╡ ╩ ∆╢≤™∫√ ╩ ⅎ╢ ⅜

№╡╕∆⁹ 

 

╕√ ╛◘▬꜠fi ⅜ ↓ⅎ⌐ↄ™ ⌐ ⅎ ╛ ⌐

⅜ ∫≡™╢↓≤╩ ≢⅝╢ ≤⇔≡ ⱨꜝ♇◓ ─ ⌐ ╡ ╗ ⅜№

╡╕∆⁹ 
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【参考】避難指示の伝達文の例（津波） 

ǵ̟ ǵ͈ Ẏ Ḹ ḸǓ ǜȓǦḹֻ  

ƞ ל ל Ħ  

ƞǚǨȐǶ ƦƦ⁸ǮǠƳ 

ƞẎ Ḹ ֕Ƕ Ḹ Ǔ ǜȓǦǦȈ ƦƦ᷂Ḣǲ ș ̉ǞȅǞ

ǦƳ 

ƞǦǧǨǲ Ὶȋ ′ǒȐ ȓ ƷƷ ǵ ḹ Ǳǰ ǮǔȒǧǘ ǋḹ ǲ ǲל

ǞǭǖǧǜǋƳĦ  

 

ǵ̟ ǵ͈ ▌ǋ ȓ Ǯ ǵⱳ șר ȈǦḹֻ  

ƞ ל ל Ħ  

ƞǚǨȐǶ ƦƦ⁸ǮǠƳ 

ƞ▌ǋ ȓǵ᷂ ǓǉȑȅǞǦƳ 

ƞ Ǔ ǠȒ֯ ǓǉȒǦȈר ƦƦ᷂Ḣǲ ș ̉ǞȅǞǦƳ 

ƞǦǧǨǲ Ὶȋ ′ǒȐ ȓ ƷƷ ǵ ḹ Ǳǰ ǮǔȒǧǘ ǋḹ ǲ ǲל

ǞǭǖǧǜǋƳĦ  

 

ǵ̟ ǵ͈ ḸǓ ǜȓǦḹֻ  

ƞ ל ל Ħ  

ƞǚǨȐǶ ƦƦ⁸ǮǠƳ 

ƞ ḸǓ ǜȓǦǦȈ ƦƦ᷂Ḣǲ ș ̉ǞȅǞǦƳ 

ƞ ǵʴȋ Ὶ̂ ǶӾ ǮǠƳǦǧǨǲ ῚǒȐ ȓǭ ǋḹ ǲ ǲל Ǟǭǖ

ǧǜǋƳĦ  

 

Ħ Ƽ ǧƳ ǙȔ ƽǯǋǍȏǍǱў ǵǉȒᴀǺǒǘȉ ҧǮǠƳ 

Ħ ƼǮǔȒǧǘ ǋḹ ƽǯǋǍ ǧǘǮǶǱǖ ᷂Ḣǵὕ ǲꜘǟǭ ְȋ

ɑɩ Ƚɭɶ ǵЕ̱ Ǳ ὑ ל ḹ ǿǵЕ̱ Ǳ ϼ

șᴀǺ ǘǭȉȏǋǮǠƳ 

参考）避難情報に関するガイドライン（R3.5 内閣府） 
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【参考】津波災害時の消防団活動・安全管理マニュアル等で定めるべき事項（消防庁） 

 

 ɩɶɩǯ Ḹ̟  

 Ū ɩɶɩ 

  Ʀ ὑӢḢКǲǉȒ ᶧǶ ⅍Ǔ ǠȒ Ḹ ǵ ḸșЊ ǠȒ

ȅǮǶ ԍѸǯǞǭ șϮϼǠȒƳ ҲǠȒḹֻǲǑǋǭǶ ƼїҲ ѵǒȐ ⅍Ǔ

ǠȒ Ѯ ˔ ѵȅǮǵ ƽǒȐ Ƽ ƽ ὄЋǱ ְ ǿ ǠȒǦ

Ȉǲ ǠȒ ȋƼὄЋ ƽ ὄЋɵ ὕǲ ǓὈ˓ǠȒȏǍ ̵ ș Țǧ

ș⁪Ǟ╠ǋǦƼ Ҳ֯ ƽș ὑǞ Ǥȓș ǞǦḹֻǲǶ Ǩǲ ǠȒƳ 

  Ʀ ᶧ ȋ Ƕ Ҳ֯ Ǔ ǞǦḹֻǲǶ Ǩǲ ᴁ̉

șїǠƳ 

  Ʀ Ƕ Ҳ֯ ǵ ѼǮǉǪǭȉ ḹǵ ȋ ֻǮǵ Ḹ

ǲȏȑӾ șό ǞǦḹֻǶ Ǩǲ ᴁ̉șїǠƳ 

 ū Ḹ̟  

   ᴁ̉ș ᶧᴣǲ̟ ǠȒ ǲǫǋǭǶ ǵȂǒ ʰǵȳȢɪɱȋӭ

ǱǰȉדȈ ǵ Ḹ̟ ǲǫǋǭǉȐǒǟȈὑȈǭǑǔ ᶧᴣǲק ǞǭǑǖƳ 

参考） 「東日本大震災を踏まえた大規模災害時における消防団活動のあり方等に関する検討会」中間報告書 

（H24.3 消防庁） 

https://www.fdma.go.jp/relocation/syobodan_katudo_kento/cyukan_houkoku/houkokusyo.pdf 
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3.7.3 情報伝達手段の整備 

 

1) 情報伝達手段の整備のあり方 

┼─ ⅛≈ ⌂ ╩ ∆╢√╘ ⌐⅔™≡ ─ ⌐

∂ ─ ╩ ╕ⅎ ─ ╩ ⌐ ╖ ╦∑ ⌐

™ ⌂ ◦☻♥ⱶ╩ ⇔╕∆⁹ 

╩ ∆╢⌐№√╡ ╕∏│ ⌐≥℮™∫√ ╩ ℮─⅛

╩ ╗⁹ ≤™℮↓≤╩ ⇔ ∕╣∙╣─ ╩ ⇔≡

╛◦☻♥ⱶ╩ ⇔≡™ↄ↓≤⅜ ≢∆⁹ 

 

2) 情報伝達手段の具体的な整備内容 

ᵑ ◦☻♥ⱶ─ ─  

─ ⌐ ╢◦☻♥ⱶ│ ⌐ ⌐ ↕╣╢↓≤╩ ╕

ⅎ ⌐≈™≡ ∆╢ ⅜№╡╕

∆⁹ 

╕√ ◦☻♥ⱶ─ ╩ ╘╢⌐ √╡ ◦☻♥ⱶ ⌐╟╡ ┼─

╛ ⌐╟╡ ⌐ ⅜ ∂╢ ─ꜞ☻◒⅜ ╕╢√╘

⌐∆═≡─ ⌐ ⅜ ∂⌂™╟℮⌂◦☻♥ⱶ─ Ᵽ♇◒▪♇ⱪ ─

⅜ ≤⌂╡╕∆⁹ 

 

ᵒ ⱷכꜟ ◄ꜞ▪ⱷכꜟ ─  

─ ⌐ ∆╢ ┘ ⌐ ⇔ ↄ

╩ ∆╢√╘⌐│ ⱷכꜟ⅜ ≢∆⁹ ⌐ ─ ◐ꜗ

ꜞ▪─ ╖╩ ∆╢↓≤⌐╟╡ ╟╡ ⌐ ╩ ∆╢↓

≤⅜ ≤⌂╡╕∆⁹↓─√╘ ⱷכꜟ╩ ─ ≤⇔

≡ ⌐ ∆╢↓≤⅜ ≢∆⁹ 

⌂⅔ ⱷכꜟ⌐ ⇔≡│ ⅜№╢√╘ №╠⅛∂╘ ╩

∆╢ ∆╢ ─ ⌐≈™≡ ∆╢ ⅜№╡╕∆⁹╕√

ⱷכꜟ ⌐ ꜞfi◒╛ ╩ ╣≡ ≢⅝⌂™ ─

⅜№╢↓≤⌐ ⅜ ≢∆⁹ 

 

ᵓ ◦☻♥ⱶ─ ⌂ ╖ ╦∑ 

─ ╩ ╕ⅎ ╟╡⅝╘ ⅛≢ ⌂ ╩ ℮⌐│

⌂≥─ ◦☻♥ⱶ（注）╩ ⌐ ╖ ╦∑╢↓≤⅜

≢∆⁹√∞⇔ ─ ◦☻♥ⱶ⌐≈™≡│

∏⇔╙ ─◦☻♥ⱶ≢⌂™╙─╙№╢√╘ ⌐ ⌐ ∆╢

⅜№╡╕∆⁹ 

 

 

 

 

 

（注）：同報系システムとは，不特定多数の住民に対して一斉に災害関連情報を伝達する手段のことです。具体的には，

市町防災行政無線（同報系），緊急速報メール，コミュニティ放送，ケーブルテレビ，ＩＰ告知端末，登録制メール等を

指しています。 
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ᵔ ▪ꜝכ♩⌐╟╢  

╟╡ ⌂ ┼─ ╩ ≤∆╢√╘ ⌐⅔™≡│ ▪

╢╟⌐（注）♩כꜝ ⅜ ⌂ ∕─ ─

┼─ ╩ ≈ ∆╢↓≤⅜ ≢∆⁹ 

↓─ ⌂ ╩ ⌐ ⅛≈ ≢⅝╢∞↑ ↄ ↕╕↨╕⌂

⌐⅔⅛╣≡™╢ ⌐ ∆╢≤™℮ ⅛╠│

⌐ ╠∏ ⌂ ╩ ╢╟⌐♩כꜝ▪ ─ ≤∆╢↓≤⅜

≢∆⁹ 

⌂⅔ ≥♩כꜝ▪ ─ ⌂ ╩

↕∑╢ ─ ─ ─ ⌐ ∆╢ ⅜№╡╕∆⁹ 

↓─√╘ ◦☻♥ⱶ┼─▬fi♃כⱨ▼כ☻╩ ∆╢ ◦☻♥ⱶ─ ⅜

≢∆⁹ 

 

ᵕ ▪ꜝכ♩ ◦☻♥ⱶ ─  

│♩כꜝ▪ ⅜ ∆╢↓≤⌐╟╡ ♥꜠ⱦ ꜝ☺○

▬fi♃כⱠ♇♩ ⱳכ♃ꜟ◘▬♩ ⌂ⱷ♦▫▪╩ ∂≡ ⅜

™≈≢╙ ≥↓⌐™≡╙ ╩ ≢⅝╢ ⅜ ⅎ╢√╘ ⌂

≢∆⁹ 

 

╕√ ╡╟⌐♩כꜝ▪ ↕╣≡™╢ ╩ ╩♩כꜝ▪ ∂√

⌐⅔™≡ ∆╢↓≤╙ ≢№╢≤ ⅎ╠╣╕∆⁹ 

 

≢│ 25 6 12 ╟╡₈ ◦☻♥ⱶ

₉≤ ⇔ ─♩כꜝ▪ ╩ ⇔≡™╕∆⁹ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）：全国瞬時警報システム（J アラート）とは，弾道ミサイル情報，大津波警報等の緊急情報を，人工衛星を用いて国

（内閣官房・気象庁から消防庁を経由）から送信し，市町の防災行政無線や携帯メール，コミュニティＦＭ等を自動起動させ

るもので，国から住民まで緊急情報を瞬時に伝達するシステムです。 
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3) 情報伝達手段の整備に際し留意すべき事項 

ᵑ ─ ╩ ╕ⅎ√ ⌂◦☻♥ⱶ─  

─ ⌂ │ ⌐⌂∫≡™╕∆⁹⇔

⅛⇔ ⅜ ╩ ─ ₁╕≢ ╩∆╢↓≤│

⌂ ⅜ ⅝ↄ ∕╣ ─ ─ ╩ ╕ⅎ≈≈ ─ ⌐

∂ ∕╣╠╩ ⌐ ⇔√ ◦☻♥ⱶ╩ ∆╢↓≤⅜ ≢∆⁹

↓─√╘ ─ ╩ ∆╢↓≤⅜ ╘╠╣╕∆⁹ 

 

▪ ─₈ ⌂ ─ ₉⌐ ∆╟℮⌐ ─ ↑ ─

⌐╟∫≡ ⌂ ⅜

⌂∫≡⅝╕∆⁹ ⌐⅔↑╢ ─ ↑ ─ ה

─ ╩ ╗⁹ ┘ ─ ⌂╙─╙ ╗⁹

─ ╩ ⇔ ∆╢ ⅜№╡╕∆⁹ 

  ╕√ ™∏╣─ ╙ ⌂╙─≢│⌂ↄ ┘ ⅜№╢≤≤╙⌐

╛ ─ ─ ⌐╟╡ ⅜ ∆╢ ⅜№╡╕∆⁹ 

  ∕─√╘ ≢⅝╢∞↑ ↄ─ ⌐ ╩ ∆╢ ⅛╠ ∕╣

∙╣─ ─ ╩ ╕ⅎ ≢⅝╢∞↑ ─ ╩ ╖ ╦∑ ─

⌐ ∂√ ⌂ ╩ ∆╢↓≤⅜ ≢∆⁹ 

⌂ ─

情報の受け手

伝達範囲(場所)
情報の

分かりやすさ

耐災害性等

備考
居住者

一時滞

在者
通過

交通

(車内

等)

気象条件などの

影響
災害時の信頼性

屋

内

屋

外

屋

内

屋

外

防災

行政

無線

(同報

系)

屋外拡

声子局
ỏ ủ ỏ ủ ỏ

ה ─☻Ⱨכ◌

⁷─ ⌐

⁷ ─

⁷™ ⁸ │

⁷ ⅜

ה

ה ⅝⁸ ⌐

⁷╟╡ ⅝ ╡⌐

⁷ↄ™ ⅜№╢

ה │ ╠╣

⁷╢

ה ─ │

⁷ ↓ⅎ⌐ↄ™

ה ≢№╡⁸

⁷ ⌐

⁷ │ ™

ה ╩ ╢√╘

כ●ꜞ♩─⁷

戸別受

信機　
ủ × ×

ה

⁷

ה ╩

⁷ ⌂≥⌐

⁷ ⇔√ │

⁷ ⅜ ⅜╢

ה ≢№╢

⁷⅜⁸ ╩

⁷ ≢⅝╢

⁷╙№╢⁹

ה │

⁷⇔⌐ↄ™

ה ≢№╡⁸

⁷ ⌐

⁷ │ ™

ה ⌐ ∆

⁷╢≤ ⅜

⁷ ⌐

ה ╩ ╢√╘

כ●ꜞ♩─⁷

緊急速報メール

(対応携帯電話保

有者)

ủ ủ ủ ủ ủ

ה ─ ⌐

⁷ ⇔≡™╢ (

⁷ ⱷכꜟ

⁷

⁷

ה ╦∏

ה

⁷ │ ↄ│⌂™

ה │

⁷⇔⌐ↄ™

ה ⅛

⁷⅛⁸ ╩

⁷⇔≡™╢⅛ ⅛

⁷⌐

ה ◐ꜗꜞ

⁷─▬fiⱨꜝ⌐

⁷

ה ≤ ∆

⁷╢↓≤⌐╟╡⁸

⁷╟╡ ↄ─ ⌐

⁷⌐

ה ╩ ╢√╘

כ●ꜞ♩─⁷

ה ◦☻♥ⱶ─

⁷

コミュニティ放送

(ラジオ保有者)
ủ ủ ủ ủ ủ

▫♥♬ꜙⱵ◖ה

⁷ ꜝ☺○

⁷ ─

○☺ꜝה ≢№

⁷╡⁸ ─

⁷⅜

ה │

⁷⇔⌐ↄ™

ה ≢№╢⅜⁸

⁷ ≤

⁷ ∆╢≤⁸

⁷ ⌐

─ꜟfiⱠꜗ♅ה

⁷ ⅜

⅜○☺ꜝה

ケーブルテレビ

(契約者)
ủ × ×

Ⱪꜟ♥꜠ⱦכ◔ה

⁷

⁷

ⱦ꜠♥ה ≢№

⁷╡⁸ ─

⁷⅜

ה │

⁷⇔⌐ↄ™

ה ≢№╡⁸

⁷ ⅜

⁷╕√⁸

⁷╙

IP告知端末等

(端末設置者)
ủ × ×

IPה

⁷ ( )(

⁷

ה ┘ ⌐

⁷╟╢

ה │

⁷⇔⌐ↄ™

ה ≢№╡⁸

⁷ ⅜

⁷╕√⁸

⁷╙

│ ⌂╙─≢№╢⁹

 
参考）「地方公共団体における災害情報等の伝達のあり方等に係る検討会」報告書（H24.12 消防庁） 
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▬ ⅎ┌ ⌐│ ╛ ⱨꜝ♇◓≢ ⌐│ ╙⇔

ↄ│╛↕⇔™ ≢ ╩ ℮≤™∫√ ≢ ↑ ─ ╩ ╕ⅎ

⌂⅜╠ ╩ ∆╢↓≤⅜ ≢∆⁹ 

 

► ⌐⅔↑╢ ⌂ ◦☻♥ⱶ╩ ∆╢⌐№√∫≡│ ♥꜠ⱦה

ꜝ☺○╛꞉fi☿◓ ─ ⌐╟╢ ┼─ ≤

⌐╟╢ ≤╩ ╖ ╦∑≡ ─ ה

╩ ╢√╘ ╛ⱷ♦▫▪≤ ∆╢↓≤⅜ ≢∆⁹ 

 

◄ ⌐≈™≡│ ⌐ ⅜ ⇔√ ⌐⅔™≡ ⌐

⌂ ─ ≈≤ ⅎ╠╣ ╕√ ⌐⅔™≡╙ ₈ │

≤ ⇔≡ ⌐♥꜠ⱦ ꜝ☺○⅜ ⌐ ∆╢◦☻♥

ⱶ─ ╩ ╢╙─≤∆╢⁹₉≤ ≠↑╠╣≡™╢≤↓╤≢∆⁹↓╣╠╩

╕ⅎ ┘ ╩ ↑≡ ∆╢♥꜠ⱦ ꜝ☺○─ ⌐

∆╢╟℮ ┼─ ╩ ℮ ⅜№╡╕∆⁹ 

 

○ ⌐⅔™≡│ ─

┘ ─ ╩ ה ⇔√ ≢ ⌐ ─

╩ ∆╢ ⅜№╡╕∆ ₈ ⌂ ⌐ ∆╢ ─▬ⱷ₉☺כ

 ⁹ 

 

 

 

 

図 ２２ 多様な情報伝達に関する情報分析のイメージ 

参考）「地方公共団体における災害情報等の伝達のあり方等に係る検討会」報告書（H24.12 消防庁） 
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◌ ─ ⌐≈™≡│ ∏⇔╙

─◦☻♥ⱶ≢⌂™╙─╙№╢√╘ ⌐ ⌐ ∆╢ ⅜№╡╕

∆⁹ 

 

◐ ™∏╣─ ╙ ⌂╙─≢│⌂ↄ ┘ ╩ ⇔≡™╢↓

≤╩ ╕ⅎ ⌐ ∆╢ ⌂ ⌐╙ ∆╢ ⅜№╡╕

∆⁹ 

 

ᵒ ─ ⌐╟╢  

─ ⌐╟╡ ⌐ ⅜ ⅎ╢╟℮ ─ ╩

⇔≡⅔ↄ ⅜№╡╕∆⁹╕√ ⌐ ╢ ⌐╟╡ ∆╢

⅜ ⌂╢√╘ ⌐ ╢ ⌐╟╡ ╩ ⇔≡⅔ↄ↓≤⅜ ≢

∆⁹ 

 

ᵓ ⌐╟╢  

⌐╟╢ ╙ ≤⇔≡ ∆╢↓≤⅜

≢∆⁹∕↓≢ ♩ꜝfi◦כⱣכ

≢ ─ ╩ ⌐ ℮≤≤╙⌐ ╠─ ─√╘⌐╙

─ ╩ ⌐ ⌐ ≢⅝╢╟℮⌂ ─ ⅜

≢∆⁹╕√ ⌂≥≢│ ╩ ∆╢ ⱷ♦▫▪╩ ™√

╙ ≢∆⁹ 

 

ᵔ ⅛╠─ ┼─  

⌐│ ⌐ ↄ─ ⅜ ≤⌂╢√╘ ⅛╠─ ™ ╦∑

⌐ ≢⅝⌂™ ≤⌂╢ ⅜ ↄ⌂╡╕∆⁹∕─√╘ ⅛╠ ₈↓℮

™∫√ │≥↓⌐№╢─⅛₉≤™∫√ ™ ╦∑⌐ ⇔╛∆™╟℮⌐ ─

╩ ⌐⇔≡ ⌐ ⇔≡ ╩⇔≡⅔ↄ↓≤⅜ ≢∆⁹ 

 

ᵕ ─ ┼─  

─ ─ │ ⇔™↓≤⅛╠ ┼─ ─

╩ ⅛≈ ⌐ ╘╢√╘⌐│ ↓─ ╩ ⌐ ⇔≈≈ ╘╢↓≤

⅜ ≢∆⁹ 

 

 β₈ ⌐⅔↑╢ ─ ─№╡ ⌐ ╢ ₉ H24.12

╩ ⁹ 
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3.8 避難指示の発令 

■どのような津波であれ，危険な地域からの一刻も早い避難が必要であることから，次の

場合には，高齢者等避難は発令せず，基本的には避難指示のみを発令する。また，緊急

安全確保は基本的に発令しない。 

①法令の規定により津波警報等の通知（気象業務法第15 条第 2 項）を受けた場合及び報道

機関の放送等により津波警報等の発表を認知した場合 

②強い揺れ（震度４程度以上）を感じたとき又は弱くても長い時間ゆっくりとした揺れを感じた場

合で，かつ住民等の避難が必要と認める場合（平成11 年 7 月 12 日付け消防震第 28 号消

防庁長官通知） 

③災害により津波に関する気象庁の警報事項等を適時に受け取ることができなくなった地の

市町村長が法令の規定により自ら災害に関する警報をした場合（気象業務法施行令第 10

条） 

■避難指示を発令する基準，発令時期，発令手順及び伝達系統・方法を定める。 

 

ₒ ₓ 

1) 発令基準 

ᵑ │ ─⅔∕╣─ ╕╡─ ⌐ ∂≡ ≤ ╘╢ ─

∕─ ─ ⌐ ⇔≡ ╩ ∆╢ ╩ ⇔≡™

╕∆⁹ 

  ⇔⅛⇔⌂⅜╠ │ 30cm ─ ↕≢№∫≡╙ ≢ ™ ╣⅜ ∂╢↓≤

⅜№╡ ↓╣⌐ ⅝ ╕╣≡ ↕╣╣┌ ╩ ⅛↕╣╢ ⅜№╢↓≤⅛╠

₈ ≤ ╘╢ ₉⌐ ─╖╩ ∆╢↓≤≤⇔╕∆⁹ 

 

ᵒ ₈ ≤ ╘╢ ₉≤│₈3.2 ─ ₉≢ ∆╢

≢№╡ ≢ ↕╣╢ ⌐ ∂≡ ↕╣√ ≢∆⁹ 

 

ᵓ ™ ╣ ╩ ∂√≤⅝ ╕√ │ ↕™⅜ ⅝

⌂ ⅜ ∆╢≤™℮ ™╦╝╢₈ ₉⌐ ⅎ≡ ↄ≡╙ ™ ╝∫

ↄ╡≤⇔√ ╣╩ ∂√ │ ⌐ ∂≡ ╩ ∆╢ ⅜№╡╕∆⁹ 

⌐ ↓℮⇔√ ⌐╟╢ ╩ ↑√↓≤─№╢ ⌐№∫≡│

─ ─ ⅝↕≤ ─ ∕─ ─ ⅝↕ ╩ ⇔ ⌐

∂≡ ╩ ∆╢ ─ ╩ ╘≡⅔ↄ↓≤⅜ ≢∆⁹ 

 

ᵔ ─ ⌐≈™≡│ ⅜ ─ ≤⇔≡™╢

⅜ ↕╣√ ╩ ≤⇔≡ ∆╢╙─≤⇔╕∆⁹ 

⅜ ⇔√ ─ ⌐≈™≡│ ⅜ ─ ≤⇔

≡™╢ ⅜ ↕╣ ⅛≈ ≢─ ⅜ ⇔√ ╩ ≤⇔≡

∆╢╙─≤⇔╕∆⁹ 

│ ⅜ ↕╣╢╕≢─ ⌐ ∆╢≤≤╙⌐ ה

⌐╟╢ ◌ⱷꜝ⌐ ≠ↄ ┘ ⌂ ⅛╠

─ ⌐╟╢ ─ ╩ ™ ┼ ╩ ℮ ╩ ⅎ≡⅔ↄ

⅜№╡╕∆⁹ 
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2) 発令時期及び発令手順 

╩ │ ⇔√ │ ⌐№╢™│ ⌐ ⅜

↕╣√ ╩ ⌐ ╠∑ ╩ ∆╢ ⅜№╡╕∆⁹ 

₈ ⅛╠ ה ┼─ ╡ ⅎ₉ │₈ ⅛╠

┼─ ╡ ⅎ₉─ ⅜⌂↕╣√ ⌐│ ─ ≤⌂∫≡™

╢ ≤ ╘╢ ╩ ⇔ ⌐ ╠∑╢ ⅜№╡╕∆⁹ 

─ ─ ─ ╣│ ─ ⌐ ⇔╕∆⁹ 

⌐⅔™≡│ ⌐ ⌐ ⅜ ↕╣√ ⌐≈™≡

─ ─ ⅝╛ ╩ ⇔ ╛⅛⌐ ╩

≢⅝╢╟℮⌂ ╩ ╢ ⅜№╡╕∆⁹ 

─ │ ─ ⌐ ≠⅝ ℮↓≤╩ ≤⇔╕∆⁹ 

√∞⇔ ─ ╡ ⅎ ⅎ┌ ⅛╠ ┼─ ╡ ⅎ

⅛╠ ┼─ ╡ ⅎ ⌐ ≠⅝ ─ ≤⌂∫≡™

╢ ╩ ∆╢ │ ⅜∕─ ╩ ⌐ ≢⅝ ⌂ↄ

⌂ ╩≤╢↓≤⅜≢⅝╢╟℮⌐ ─ ╩ ╢≤≤╙⌐

⅛╠ ⌐ ╘√ ─ ⌐≈™≡ ╩ ∫

≡⅔ↄ↓≤⅜ ⌐ ≢∆⁹ 

 

3) 伝達系統，伝達方法 

┘

⌐≈™≡│ ₈3.7  ─ ה ₉⌐╟╡ ℮ ⅜№╡╕∆⁹ 

╕√ ─ ─ ≤⇔≡│ ₈ ─ ⌐

╟╢ ─ ₉ ₈ ╛⅛⌂ ₉ ₈ ─ ₉ ─ ╩ ╡ ╖

№╠⅛∂╘ ╩ ⇔≡⅔ↄ ⅜№╡╕∆⁹ 

 

4）遠地地震の場合の避難情報等 

⅜ ⅛╠ ↄ ╣√ ≢ ⇔√ ⌐ ℮ ─╟℮⌐ ╕≢⌐

─ ⅜№╢╙─⌐≈™≡│ ⅜ ⅜ ↕╣╢ ⅛╠ ─

─ ╩₈ ⌐ ∆╢ ₉─ ≢ ∆╢ ⅜№╡╕∆⁹

│ ↓─₈ ⌐ ∆╢ ₉─ ⌐ ⅜ ↕╣╢ ⅜№

╢↓≤╩ ⇔ ─ ╩ ∆╢╙─≤⇔╕∆⁹ 

 

 

【参考】中央防災会議防災対策推進検討会議「津波避難対策検討ワーキンググループ報告」 

（平成24 年 7 月） 

Ʀ ̮ ǵ ș͝ǠǦȈ ǵ ǯǱȒɧɱɇɜɶȭșЕ̱ ǲ̟ǏȒǱǰȖǒ

ȑȋǠǋ ǵᴀǺǒǘș ǍǚǯǓ ҧǮǉȒƳȅǦ șᴁ֥̉ Ǯ̟Ǐ

ȒǱǰ ǵⱳ ȋўר ș▌ǖר ǏȒ ȋКὦǵ ș Ǎǯǯȉǲ ˔

ș ǏȒ˗ ǲ ǞǦ ǿǵᾍы ǲǫǋǭȉ ǏǭǑǖⱳ ǓǉȒƳ 

Ʀ ҿףɵ Ǔ ǜȓȒѼǲ̮ Ǔ ʺ ǲѨ Ǟ ὑӢḢǲ Ȓǚǯ

Ǔ ǋȏǍק ɵⱬ⅝ǠȒǯǯȉǲ ҿףɵ ǵ ḸǓ ḹ ǲ ὕǲ̟Ȗ

ȒȏǍǲǠȒⱳ ǓǉȒƳ 

参考） 中央防災会議防災対策推進検討会議「津波避難対策ワーキンググループ報告」（H24.7 中央防災会議） 

http://www.bousai.go.jp/jishin/tsunami/hinan/pdf/report.pdf 
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3.9 平常時の津波防災教育・啓発 

■津波発生時に円滑な避難を実施するために，津波の恐ろしさや海岸付近の地域の津波の

危険性，津波避難計画等について，次の手段，内容，啓発の場を組み合わせながら，地

域の実情に応じた教育，啓発を継続的かつ計画的に実施する。 

 

【解説】 

ה ⌐⅔™≡ ╙ ⌂↓≤│ ─╖⌂╠∏ ⌐ ⇔≡™⌂

™ ⌐ ⇔≡╙ ╠─ │ ╠⅜ ╢≤™℮ ⌐ ∫≡ ™ ╣╛ ↄ≡╙

™ ╝∫ↄ╡≤⇔√ ╣⅜№∫√ ⌐│ ─ ╩ ⇔ ─

╩ √∏⌐ ╠≢⅝℮╢ ╡ ⌐ ™ ┼─ ╩ ⇔ ⇔≡ ╩

╢↓≤╩ ↕∑╢↓≤≢∆⁹ 

 

╕√ ⌐╟╢ ╣╩ ∂⌐ↄ™ ⌐│ ⌐╟╢ ─ ⅜

≢№╡ ה ╩ ⅝⇔√╠ ╛⅛⌐ ∆╢↓≤╙ ∑≡ ∆╢

≤≤╙⌐ ─ ™ ╛ ⌐™╢ ⌐╟╡ ╟╡╙

⌐™╢ ⌂≥ ╠─ ⅛╣√ ⌐╟∫≡│ ≢╙ ∆╢ ⅜№

╢↓≤╩ ∆╢ ⅜№╡╕∆⁹ 

 

↕╠⌐ │ ⌐ ╩ ↄ╟℮⌐∆╢↓≤⌐≈™≡ ⅛╠

⇔≡⅔ↄ ⅜№╡╕∆⁹ 

 

⌐⅔™≡│ ⅜ ∆╢↓≤⅜ ≤⌂╡╕∆⁹╕√

─ ⌐ ∆╢ ─ ╙ ≢№╡ ≡⇔≥כ♄כꜞ─ ≤

⌐⌂∫≡ ∆╢↓≤⅜ ≢№╢√╘ ⌐ ≤ ⇔ ∫≡ ╩ ╘≡

⅔ↄ ⅜№╡╕∆⁹ 

β₈3.6 ⌐ ∆╢ ─ ⌐≈™≡₉╩ ⁹ 

 

⌂⅔ │ ─ ◒ꜝ☻─ ⌐ ∆╢

─ ⌂≥⌐≈™≡ ⌐ ∆╢ ⅜№╡╕∆⁹ 

 

⌐⅔™≡ ⅜ ≤╙ ⇔≡⅔ↄ ⅜№╢₈ ⌐ ∆╢ ₉│

─≤⅔╡≢∆⁹ 

 

⌐ ∆╢  

○宮城県の沿岸は，どこでも津波が襲来する可能性がある 

○強い揺れを感じたとき又は弱くても長い時間ゆっくりとした揺れを感じたときは，迷うことなく迅速か

つ自主的にできるだけ高い場所に避難する 

○地震を感じなくても，大津波警報・津波警報・津波注意報が発表されたときは，速やかに避難する 

○正しい情報をラジオ，テレビ，広報車等を通じて入手する（デマに惑わされない） 

○海水浴や釣り等で海岸保全施設等よりも海側にいる人は，津波注意報でも避難する 

○津波は長時間継続するので，津波警報等が解除されるまで，また安全が確認されるまでは避難行

動を行う（自己判断をしない） 

○津波の規模によっては，二次的，三次的な避難行動を行う 

○津波は河川を遡上することがあるので，河川に近づかない。 
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╕√ ≢ ─ ╩ ∆╢≤≤╙⌐ ╛⅛⌐ ≢

⅝╢╟℮⌐ ─ ─ ⌂≥─ ⌐≈™≡ ∆╢↓≤⅜

≢∆⁹ 

 

↓─ ⌐ ∆╢ ╩ ⅎ∏ ─ ⌐ ╘≡⅔ↄ√╘⌐│ ₁⌂ ⌐

⌂ ⌐╟╡ ⌐ ∆╢ ╩ ∆╢↓≤⅜ ≢∆⁹ 

 

↓─√╘ ─ ─ ╩ ╖ ╦∑⌂⅜╠ ─

─ ─ ◖Ⱶꜙ♬♥▫─ ─ ⌐

∂≡ ╩ ∆╢ ⅜№╡╕∆⁹ 

 

1) 津波防災教育・啓発の手段，方法 

ᵑ ─ ─ꜟ▪ꜙ♬ⱴ╛♩☻◐♥ההה Ɽfiⱨ꜠♇♩

┘▬fi♃כⱠ♇♩ ⱱכⱶⱭכ☺ ⱷכꜟ fi◐כⱠ♇♩꞉הꜟꜗ◦כ♁

ⱦ☻(SNS)כ◘ה◓ ♥꜠ⱦהꜝ☺○ ─ ⱦ♦○הⱨ▫ꜟ

ⱶ─ ה  

 ᵒ ─ ≢─ ההה ╛ ↕╣╢ ⌐╟╢ ╛

ה ⱦꜟ ╛ ה ─ ╛  

  ᵓ ─ ההה ─ ╩ ∆╢  

 ᵔ ─ ההה ─ ⌐ ≠ↄ ה

─ ─ ╩ ╡ ← ─ ⌂ ╛⸗

♬ꜙⱷfi♩  

 ᵕ ─ ההה ⌐╟╢ ╛

◦fiⱳ☺►ⱶ  

 

2) 津波防災教育・啓発の内容 

 ᵑ ⌐ ∆╢ ההה ─ⱷ◌♬☼ⱶ ─ ─ ה ─

 

  ᵒ ╩ ╢ ההה ⌐ ∆╢ ⌐≤╢═⅝

┘ ה ה ╩ ⅝⇔√≤

⅝  

 ᵓ ─ ההה ─ ⌐╟╢ ─

 

 ᵔ ההה ה ה ─

─  

 ᵕ Ɫ◙כ♪ⱴ♇ⱪ₈ההה ₉

₈ ה ₉ ה ⌐≤╢═⅝ ─

（注） 

  ᵖ ─ ⅎ─ ההה ה ↔≤─

─ ≢ ─ ╩ ─ ─

 

 

   

（注）ハザードマップを活用した防災教育の具体的な内容については，「津波・高潮ハザードマップマニュアル」（H16.3 内閣

府ほか），「水害ハザードマップ作成の手引き」（H28.4国土交通省）を参照。 
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3) 津波防災教育・啓発の場等 

⌐

⅔™≡ ⇔╕∆⁹ 

 

╛ ⌐⅔™≡ ה ╩ ℮√╘⌐│ ─ ╛

─ ╩ ⇔√ ⅜ ─ ─ ╛ ╩ ╡ ← ╩ ⌐ ↑╢

↓≤⅜ ≢№╡ ↓℮⇔√ ─ ⅜ ≢∆⁹ 

 

ה ╛ │ ─ ◒ꜝⱩה ─

כ♄כꜞ Ⱳꜝfi♥▫▪ ─ ⌐ ⇔≡ ⌐ ∆╢

╩ ⇔ ╛ ⌐⅔™≡ ה ─ ≤⌂╢ ╩

∆╢ ⅜№╡╕∆⁹ 

 

╕√ ◒ꜝⱩ─ ⌂≥ ⅛╠─ ⅜ ≢∆⁹ 

 

5 ─₈╖╛⅞ ₉ 6 12 ─₈╖╛⅞ ─ ₉ 9

1 ─₈ ─ ₉ 8 30 ⅛╠ 9 5 ╕≢─₈ ₉ 11 5 ─₈

─ ₉⌐│ ─ ╩ ∆╢ ≤⇔≡ ⌐ ∆╢

ה ╛ ה ─ ⌂≥─ ╡ ╖╩ ℮↓≤⅜ ≢∆⁹ 

 

 

【参考】ホームページ・映像 

ƞ ᾍ К ↑  

http://www.bousai.go.jp/jishin/tsunami/hinan/tsunami_top.html  

ƞ ǵǦȈǲ ᶮᶽ˧  

http://www.mlit.go.jp/river/kaigan/main/kaigandukuri/tsunamibousai/index.html  

ƞɍȴɶɇɜɁɕɛɶȽɩȳȢɆ ᶮᶽ˧  

http s://disapotal.gsi.go.jp/  

ƞ Ḹǵ Ḩ ǯ Ḹ ǵǉȑ ǲ ǠȒ ǲǫǋǭ ⅍  

http://www.jma.go.jp/jma/press/1202/07a/tsunami_keihou_teigen.html  

ƞ ᵃ ɑɅȨƼ ǒȐǲǙȒƽ ⅍  

http://www.jma.go.jp/jma/kishou/books/tsunami_dvd/index.html  

ƞ ᵃ ɑɅȨƼ ǲρǏȒƽ ⅍  

http://www .jma.go.jp/jma/kishou/books/tsunami_dvd_sonaeru/index.html  

ƞ᷂ ἶ  

http://www.jishin.go.jp/main/index.html  

ƞ ὡǿǵρǏ ⅍  

http://www.fdma.go.jp/neuter/topics/tsunamisaigai/index.html  

ƞ ǒȐ ǔ├ǺȒǦȈǲ Ȓɵ ҲǠȒ ⅍  

http://www.fdma.go.jp/html/life/si nsai_taisaku/sinsai22_pv.html  

ƞ ǲǒǒȒᵃ ϑ 

ƼǉǱǦǵ ǒȐǶǟȈȏǍ ᷂ḢǮ֝ȑ ȇ ᾍ ƽ ⅍  

http://www.fdma.go.jp/concern/publication/  

参考） 津波避難対策推進マニュアル検討会報告書（H25.3 消防庁） 

https://www.fdma.go.jp/singi_kento/kento/items/kento106_01_p00.pdf 

https://www.fdma.go.jp/singi_kento/kento/items/kento106_01_p00.pdf
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3.10 避難訓練 

■津波避難訓練の実施にあたっては，地域の実情に応じた訓練体制，内容等を検討し，訓

練によって津波避難計画等の実効性を検証する。 

 

ₒ ₓ 

╩ ⌐ ⇔ ╛ ה ⌐ ∆╢ ─

╛ ─ ╩ ℮↓≤│ ™↨≤™℮≤⅝─ ⌂ ⌐ ∆╢

∞↑≢│⌂ↄ ─ ⌐╙≈⌂⅜╢╙─≢№╡ ⌂ↄ≤╙ │

╩ ∆╢↓≤⅜ ≢∆⁹╕√ ─ ╛ ╩

⌐ ↕∑╢↓≤⅜ ≢∆⁹ 

 

─ ⌐№√∫≡│ ─ ⌐ ⇔⌂⅜╠ ∆╢ ⅜№╡╕∆⁹ 

 

1) 避難訓練の実施体制，参加者 

 ᵑ  

   ⌐ ⅎ≡

─ ה ─ Ⱳꜝfi♥▫▪

─ ╩ √ ←╢╖─ ─ ╩ ╢⁹ 

 

 ᵒ  

   ─╖⌂╠∏ ╡ ─ ה

─ ™ ╩ ∆≤≤╙⌐ ╛ ─

─ ⌂ ⅜ ≤⌂╢╟℮⌐ ╩ ∆╢⁹ 

 

2) 訓練の内容等 

 ⅜ ∆╢ ╩ ⇔ ─ ↕ ─

╩ ⇔ ─ ⅛╠ ╕≢─ ⌐ ∫√ ╩

⇔╕∆⁹∕─ ◒ꜝ☻─ ╛∕─ ╩ ⇔√ ⅛≈ ⌂

╩ ℮╟℮ ╘╢ ⅜№╡╕∆⁹ 

 

 ╕√ ⌐≈™≡╙ ⌂╢ ╩ ⇔ ₁─ ⌐ ∂≡

⌂ ⅜ ≤⌂╢╟℮⌐ ╩ ∆╢ ⅜№╡╕∆⁹ 

 

 ─ ─ │ ⌐ ╩ ™ ╩♩כꜟ ⇔√╡ ╛

─ ╩ ∆╢↓≤ ≢∆⅜ ↕╣√≤⅔╡─ ⅜

⅛ ⅛╩ ∆╢ ≢╙№╡╕∆⁹ ╩ ⇔ ─

╩ ╡ ─ ⌐≈⌂→╢≤≤╙⌐ ⌐⅔↑╢ ⌐ ⇔≡™ↄ↓

≤⅜ ≢∆⁹ ≢ ⇔╛∆™ ╩ ∆╢↓≤╛ ─ ⅜ ≢

⅝╢ ≤ ⅜ ⇔√ ╩ ∆╢↓≤ ⅛╠ ╙ ∆╢

─ ⌂ ╩ ∆ ╙ ≢∆⁹ 
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ⅎ╠╣╢  

 ─  

 
╛ ─ ה ─♩כꜟ ─ ─ ─

─ ─ ┼─ ─ ≢ ⅛╡╛∆™ ⅛

╩ ⇔╕∆⁹ 

  

 
⌐⅔™≡ ⇔√ ╛ ╩ ⌐ ∆╢↓≤⌐╟╡ ♩כꜟ

╛ ─ ─ ─ ⌐ ∆╢ ╩ ⇔

≡⅔⅝╕∆⁹ ⌂ ⌐≤∫≡│ ⅜♩כꜟ─ │≥♩כꜟ─

╡╕∑╪⁹ ⌐╟∫≡│ ⌐ ∆╢ ⅜№╡ ─ ≢ ╩

≡⅔ↄ ⅜№╡╕∆⁹╕√ ─ ⌐╟╡ ─ ╙ ≢∆⁹ 

⌂⅔ ─ ┼─ ⅜ ╕⇔™≢∆⅜ ⌐╟╡ ≤│

⌂╢ ┼─ ╩ ℮ ⌐│ ─ ─ ╩ ⌐ ℮

⅜№╡╕∆⁹╕√ ↄ⌐№╢ │ ─ ⌐│ ∆╢↓≤

⅜ ⅎ╠╣╢√╘ ╟╡ ⌂ ╩ ∆ ⅜№╡╕∆⁹ 

╩ ⇔≡ ∑↨╢╩ ⌂™ ╙ ∆╢─≢№╣┌ ⌐ ⌐

╟╢ ╩ ⇔ ╛ ⌐≈™≡ ה ∆╢↓≤╙ ≢∆⁹ 

  

 
ᵑ ⅜ ™≈ ≥─╟℮⌂ ≢ ╩ ∆╢─⅛⁹ᵒ

⌐ ⅜ ⅛⁹ɔ ⌐╟╡ ≤⌂∫√ ─ │≥℮∆╢─

⅛⁹⌂≥─ ⌐ ↓╡ ╢ ─ ≢ ╩ ⇔╕∆⁹∕─

⅜ ™ ⌐│ ╩ ∆╢↓≤⌂≥ ─ ⌐ ⌐ ∆╢

⅜№╡╕∆⁹ 

  

 
◌ⱷꜝ ─ ╩ ™√ ─ ─

─ ⅛╠─ ┼─ ⌐≈™≡ ╩

⇔╕∆⁹ 

⌂⅔ ≢│ ↕ 40 ╕≢ ⅜ ⇔√↓≤⌂≥⅛╠ ⌐

╟╢ ─ ╩ ⌐ ∆╢ ⅜№╡╕∆⁹ 
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3.11 観光客，海水浴客，釣り客等の避難対策，避難行動要支援者等の避難対策 

3.11.1 観光客，海水浴客，釣り客等の避難対策 

3.11.2 避難行動要支援者等の避難対策 

 

3.11.1 観光客，海水浴客，釣り客等の避難対策 

■観光客，海水浴客，釣り客等の避難対策を定めるにあたっては，情報伝達，施設管理者

等の避難対策に留意するとともに，あらかじめ市町と地域及び施設管理者等が一体と

なって具体的な避難計画を確立する。 

 

【解説】 

╡ ─ ⌐≈™≡│ ─ ⌐ ⇔⌂⅜╠ ∆╢

⅜№╡╕∆⁹ 

 

1) 情報伝達 

 ᵑ ─ ⅜™╢ ⌐│ ┼─ ─

─ ⌐╟╡ ╩ ⇔╕∆⁹ 

 

ᵒ ┼─ ⱴ♬ꜙ▪ꜟ ™≈ ⅜ ╩ ≥─ ⌐

─ ∆╢⅛ ╩ ╘╕∆⁹ 

 

ᵓ ⌐™╢ ⌐ ⇔≡│ ─ ◘▬꜠fi ⱨꜝ♇◓

⌐╟╡ ∆╢≤≤╙⌐ ─ ─ ┼

ꜝ☺○ ╛ ◘▬꜠fi ╩

∆╢≤≤╙⌐ ┼─ ╛ ╩ ╘√ⱴ♬ꜙ▪ꜟ╩

⇔╕∆⁹ 

 

2) 施設管理者等の避難対策 

 ᵑ ™─ ⌐№∫≡│ ≤⇔≡ ╩

┼ ↕∑╢ ⅜№╡╕∆⁹ 

 

ᵒ ⅜ ⌐ ╦⌂™╟℮⌂ │ ─№╢ │ ≢№╣┌

─ ⌐ ╩ ⅎ√ （注）─ ⌐ ⇔√ ⅜ ⌂ ╙№

╡╕∆⁹╕√ → ╣√ ⅜ ⌐ ⇔≡ↄ╢↓≤╙ ⅎ╠╣╕∆⁹ 
 

ᵓ │ ╛ ⅜ ╘╢ ≤─ ╩ ╡⌂⅜

╠( ⱦꜟ─ ╩ ) ╠─ ╩ ∆╢ ⅜№╡╕∆⁹ 

 

ᵔ ╛ ─ ╩ ∆╢⌐№√∫≡│ ↓℮⇔√ ─ ─

╙ ⌂⅜╠ ←╢╖≢─ ⅜ ≢∆⁹ 

 

3) 自らの命を守るための準備 

 ᵑ ─ ─ ™≤↓╤≢ 1.0 ⅜ ↕╣╢⅜ ╛

╡ │ ⅛╠─ ⅜ ≢∆⁹ 

 

 ᵒ ╛ ╩ ∆╢√╘─ꜝ☺○ ─ ╡ │ ─

╩ ⅜↑╢ ⅜№╡╕∆⁹ 

（注）：「3.4.2波避難ビルの指定」において，基準水位に相当する階よりも上階に避難スペースを確保できる建築物としています。 
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4) 指定緊急避難場所の確保，看板・誘導標識の設置 

 ᵑ ה ≢─ （注）⌂≥ ─

≢ ─ ⅜ ™ ⌐ ⇔≡│ ה ה ⌂

╛ ↕─ ╛ ╩ ⇔√

─ ⅜ ≢∆⁹ 

 

ᵒ ⌐≈™≡│ ⌂ ≢ ה ↕╣√ ⌐

∆╢ ─ Ⱨ◒♩◓ꜝⱶ ╩ ™╢↓≤≤⇔╕∆⁹ 

 

ᵓ → ╣√ ⅜ ∆╢ ─ ─ ─ ⱦꜟ

ה ┘∕─ ╙ ≢∆⁹ 

 

5) 津波啓発，避難訓練の実施 

 ᵑ ⌐ ∆╢ ╛ ─ ─ ╩ ⇔√

♅ꜝ◦╩ ╛ ─ ─ ⌐⅔™≡ ∆╢≤™∫√

♅ꜝ◦⌐ ╠∏ ╛ ┼─ ≤™∫√ ⱱכⱶⱭכ☺⌐╟╢ ╛

☻ⱴכ♩ⱨ◊fi╩ ⇔√ ⌂≥ ╩ ╘√ ⅜ ≢∆⁹ 

 

 ᵒ ⌐№√∫≡│ ─ ⅜ ≢№╡ fi☼כ◦

fi☼כ◦ ⌐ ╩ ∆╢ ⅜№╡╕∆⁹ 

 

β ╛ ─ ⌐≈™≡│ ₈3.9 ─ ה ₉

┘₈3.10 ₉╩ ⁹ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）：港湾における津波避難対策については，「港湾の津波避難対策に関するガイドライン」（H25.9 国土交通省 港湾

局）が示されています。  
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【参考】ピクトグラム（案内用図記号）について 

Ⱨ◒♩◓ꜝⱶ│ ─ ≤ ┘ ─ ≢ⱷ♇☿כ☺╩ ⅎ╢╙─≢

∆⁹ 

 

╛ ─ ⌐≈™≡│ JIS ⌐ ╘╠╣╢⌂

≥ ─ ⅜ ╘╠╣≡™╕∆⁹ ⌐⅔™≡│ ₈ ⌐╟╢

─ ─ ⌐≈™≡₉ H28.3.23 ה ⌐╟╡ ─

─ ╩ ╘≡™╕∆⁹ 

○ 日本工業規格 

JIS Z8210 ה  

JIS Z9097 ה ─ ◦☻♥ⱶ  

JIS Z9098 ה ◦☻♥ⱶ  

 

○ 災害種別避難誘導標識システムで使用する図記号一覧 
 

 

 
 

◦☻♥ⱶ 
 

 
   

 

 

JIS Z 8210-6.5.1 

 

 

JIS Z 8210-6.1.4 

 

JIS Z 8210-6.1.5 

附属書A 

 附属書B 

 

 

JIS Z 8210-6.5.3 

 

JIS Z 8210-6.3.9 

 

JIS Z 8210-6.1.6 

 

 

JIS Z 8210-6.1.7 

 

JIS Z 8210-6.1.5 

附属書C C) 

a) JIS Z9097 

 

 

JIS Z 8210-6.5.2 

 

JIS Z 8210-6.3.9 

 

JIS Z 8210-6.1.4 

 

JIS Z 8210-6.1.5 

附属書D 

 ה╣

╡ 

 

JIS Z 8210-6.5.4 

 

JIS Z 8210-6.3.11 

 

JIS Z 8210-6.1.4 

 

JIS Z 8210-6.1.5 

附属書E 

⌂  

 

JIS Z 8210-6.5.5 

 

 

JIS Z 8210-6.1.4 

 

JIS Z 8210-6.1.5 

附属書F 

a) ─ ◦☻♥ⱶ⌐≈™≡│ JIS Z 9097 ╩ ∆╢⁹ 

b) ⌐ ∂≡JIS Z 9097 ⌐ ™≡╙╟™⁹ 

c) ─ ◦☻♥ⱶ│ JIS Z 9097 ⌐ ∆╢ ─ ◦☻♥ⱶ╩ ≤∆╢⁹ 
※「災害種別図記号による避難場所表示の標準化の取組について」（H28.3.23内閣府・消防庁通知）抜粋 

b) 

 

 



3. ὑ ⱳ ˗ /  3.11  Ͻὖ ὖ ὖ ᾍ Ҳ ᾍ 

 76 

3.11.2 避難行動要支援者等の避難対策 

■避難行動要支援者等となりうる者の避難対策を定めるにあたっては，情報伝達，避難行

動の援助及び施設管理者の避難対策に留意するとともに，あらかじめ市町と地域のコ

ミュニティが一体となって，避難支援体制及び具体的な支援計画を確立する。 

 

【解説】 

─ ⌐≈™≡│ ≤⌂╡℮╢ ≤

─ ╩ ⇔√ ╩ ∆╢ ⅜№╡╕∆⁹ 

 

   ⌐⅔™≡ ≤⌂╡℮╢ ─  

避難行動要支援者等となりうる要因 避難行動要支援者等の例 

情報伝達面 視聴覚障害者，外国人，子ども等 

行動面 視聴覚障害者，心身障害者，高齢者，病人，幼児等 

 

1) 情報伝達 

 ᵑ ╛ ⌐╟╢ ─ №╠⅛∂╘ ⌂ ≢ ⅛╡╛∆™

╩ ╘≡⅔ↄ↓≤⅜ ≢∆⁹╕√ ⅜ ↕╣√ ─◘▬꜠fi

ⱨꜝ♇◓ ⌐≈™≡╙ ⅜ ≢∆⁹ 

 

 ᵒ ⌐ ⇔≡│ ─ ⅜ ≢№╡ ⌐ ⇔≡│

─ ⅜ ⌂ ╙№╡╕∆⅜ ⌂ ╩ ≢⅝╣┌ ≢ ∆╢↓≤

╙ ≢∆⁹ ≤⇔≡│ ⌐⅔™≡ ┼─

⅜☻ⱶכ☼⌐ ╦╣╢╟℮ ─ ⌐ ∂√ ┘

⌂ ה ⌐╟╢ ⌐ ∆╢ ⅜№╡╕∆⁹ 

 

2) 避難行動の援助 

 ᵑ ≢ ⌐ ╩⅝√∆↓≤⅜ ↕╣╢ ⌐№∫≡│ ─ ╛

Ⱳꜝfi♥▫▪ ─ ⅜ ≢№╡ ⅛╠ ─◖Ⱶꜙ♬

♥▫ ▪▫♥Ⱳꜝfiה ≤─ ╩ ╡ ⌂ ╩ ∆╢

⅜№╡╕∆⁹╕√ │ ≤⇔≡ ≢№╢⅜ ⌐╟∫≡│

─ ╙ ∆╢ ⅜№╡╕∆⁹ 

   β ⌐╟╢ ⌐≈™≡│ ₈3.4.4 ─ ₉╩ ⁹ 

 

 ᵒ ⌐ ∆╢ ₁─ ⌂ ─ ⌐≈™≡│

↔≤─ ⌐⅔™≡ ─ ⌐ ∂≡ ₁─ ╛ ≢ №╠

⅛∂╘ ╘≡⅔ↄ ⅜№╡╕∆⁹ 

 

3) 施設管理者等の避難対策 

 ᵑ ∕─ ⌐ ↑╠╣√ ⅛≈ ─ ⅜ ∆╢

│ ≤⇔≡ ⅜ ∆╢ ─℮

∟ ⅛≈ ⌂ ╩ ∆╢ ⅜№╢╙─⌐≈™≡│ ⌐ ∆╢

│ ─ ┘ ⌐ ∆╢ ╩№╠⅛∂╘ ╘≡⅔ↄ ⅜№╡╕

∆⁹ 
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ᵒ ↓╣╠─ ─ │ │ ─ ╛ ─

╩ ╘√ β ╩ ∆╢ ⅜№╡ │

╩ ∂≡ ⌂ ╩ ℮↓≤⅜ ≢∆⁹ 

 

β ─ │ ─ ─ ⅝╩ ⌐ ╩ ╘

╢ ⅜№╡╕∆⁹ 

⌐ ה ╢ ─ ⅝   

https://www.mlit.go.jp/r iver/bousai/main/saigai/jouhou/jieisuibou/pdf  

/chikagai_hinan_tsunami_tebiki201701.pdf  

╩ ה ↄ ⌐ ╢ ─ ⅝  

https://www.mlit.go.jp/river/bousai/main/s aigai/jouhou/jieisuibou/pdf  

/hinankakuho_tebiki_tsunami201701.pdf  

⌐ ה ╢ ─

⅝  

https://www .mlit.go.jp/river/bousai/main/saigai/jouhou/jieisuibou/pdf/hinankakuh

o_tebiki_tsunami_iryou201701.pdf  

 

4) 避難行動要支援者 の避難行動支援に関する取組指針 

 ᵑ ╛ ─ ╛ ─ ╩

ⅎ╢√╘⌐│ №╠⅛∂╘ ≤ ─◖Ⱶꜙ♬♥▫⅜ ≤⌂∫≡

┘ ⌂ ╩ ⇔≡⅔ↄ↓≤⅜ ≢∆⁹ 

 

 ᵒ ⌐⅔™≡│ ⅜ ⇔≡™╢₈ ─ ⌐ ∆╢

₉ 25 8 ┘₈ ⌐ ∆╢ ●▬♪

ꜝ▬fi₉ 25 12 ╩ ⌐ ⌂ ה

─ ה ╩ ╘╢ ⅜№╡╕∆⁹ 

 

ה   ה  ⌐⅔↑╢ ╩ ╕ⅎ

─ ⌐≈™≡─ ⌂ ⅎ ╩ ⇔

⌐ ╩ ╘╢≤≤╙⌐ ⌂

╙ ╘ ─ ≤⇔≡

╩ ╘╕∆⁹ 

 

ה    ─ ╩

⇔≡ ─ ╩ ⇔ ╩

⇔╕∆⁹ 

⅜ ⅛╠ ╩ ∆╢↓

≤⌐ ⇔≡™╢ │ ╩ ⌐ ≢⅝╢

╩ ≢ ╘≡™╢ ⌐≈™≡│

⌐ ╩ ⇔╕∆⁹ 

 

ה    ─ ╛ ╩ ╕ⅎ ⌐ ≠⅝

כ♃כⱠ▫♦כ◖│ ⅜ ≤⌂∫

≡ ⌐ ≤ ⌂ ∑╩ ™

⌂⅜╠ ╩ ⇔╕∆⁹ 

https://www.mlit.go.jp/river/bousai/main/saigai/jouhou/jieisuibou/pdf
https://www.mlit.go.jp/river/bousai/main/saigai/jouhou/jieisuibou/pdf
https://www.mlit.go.jp/river/bousai/main/saigai/jouhou/jieisuibou/pdf/hinankakuho_tebiki_tsunami_iryou201701.pdf
https://www.mlit.go.jp/river/bousai/main/saigai/jouhou/jieisuibou/pdf/hinankakuho_tebiki_tsunami_iryou201701.pdf


3. ὑ ⱳ ˗ /  3.11  Ͻὖ ὖ ὖ ᾍ Ҳ ᾍ 

 78 

 

⌂⅔ ≢│ ⌐ ⇔√ ╩ ℮√╘─

⅜ ⌐ ╦╣⌂⅛∫√↓≤ ⅜ ⌐ ╕⌂⅛∫√↓≤⌂≥─

⅜ ↕╣√↓≤⅛╠ 24 10 ⅛╠ ⌐⅔™≡ ⌐╟╢₈

─ ⌐ ∆╢ ₉╩ ⇔ ●▬♪ꜝ▬fi─ ⇔ ⌐

↑√ ⅜ ╦╣ 25 3 ⌐│₈ ─ ⌐ ∆╢

₉⅜ ↕╣╕⇔√⁹ 

25 6 21 ⌐│ ₈ ─ ╩ ∆╢ ₉⅜ ↕

╣ ─ ⅛≈ ⌂ ─ ─√╘ ₐ │

─ ─ ⌐ ⌐ ╩ ∆╢ ⌐≈™≡ ╩ ⇔ ⅛╠─ ╩

≡ ─ ⌐№╠⅛∂╘ ∆╢╙─≤∆╢╒⅛ ─

⌐ ⇔ ⌂ ╩ ≢⅝╢↓≤≤∆╢↓≤⁹ₑ≤↕╣ 25 8

⌐₈ ─ ⌐ ∆╢ ₉⅜ ↕╣╕⇔√⁹ 
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4. 地域ごとの津波避難計画の策定 

4.1 ワークショップによる地域ごとの津波避難計画の策定 

■津波災害が起きた時に，住民等が安全に避難できるための津波避難計画を作成する。 

■地域住民，市町職員，消防職団員，必要に応じて県の職員や学識経験者等をワークショッ

プのメンバーとする。 

■住民等は主体的にワークショップを開催し，市町は住民等に対してワークショップの開

催を促すとともに，ワークショップの運営に参画する。 

 

ₒ ₓ 

⌐⅔↑╢ ╩ ∆╢⌐№√∫≡│ ∕─ ─ ╩ ╙ ⇔≡™

╢ ─ ╩ ╡ ╣ ─ ⌐№╦∑√ ╩ ╡ →≡™ↄ↓≤⅜ ≢∆⁹ 

ⅎ┌ ─ ≢≥─№√╡╕≢ ⇔√─⅛ №╢™│ ≢│≥↓⅜

⌂ ≢ ≥─╟℮⌐ ⌂ ┼ ∆╢─⅛⌂≥ ╛ ─ ─╖

⌂╠∏ ─ ╩ ≡ ≠ↄ╡╩ ╘╢↓≤≢ ╟╡ ─ ™ ╩ ∆

╢↓≤⅜≢⅝╢╙─≤ ⅎ╕∆⁹ 

 

1) ワークショップの目的 

⅜ ⅝√ ⌐ ⅜ ⌐ ≢⅝╢√╘─ ╩ ∆╢

↓≤⅜ ≢∆⅜ ∕─√╘⌐│ ∕╣∙╣─ ─ ⇔™ ╩ ╙╟ↄ ∫≡

™╢ ⅜ ≠ↄ╡⌐ ∆╢ ⅜№╡╕∆⁹ 

╕√ ⅜ ≠ↄ╡╩ ⇔≡ ╪∞↓≤╩∕╣∙╣─ ⌐ ∟ ╡

─ ≡⇔≥כ♄כꜞ ╠─ ─₈ ₉╩ ↕∑╢↓≤╙ ↓─

≠ↄ╡─ ─ ≈≢∆⁹ ─ ⌐╟╡ ⅝⌂ ╩ ↑√ ≢│

─ ⅛╠ ╪∞↓≤╩ ⌐ ⅎ╢↓≤╙ ≤⌂╡╕∆⁹ 

 

2) ワークショップのメンバー 

꞉כ◒◦ꜛ♇ⱪ─ⱷfiⱣכ│ ╩ ⌐ ⇔╕

∆⁹ ─ ╩ ∆╢⌐№√∫≡│ ─╖⌂╠∏ ─

ה Ⱳꜝfi♥▫▪ ─ ╙ ╠╣╢╟℮⌐ ⌐╟╡

™ⱷfiⱣכ╩ ╢↓≤⅜ ≢∆⁹ 

╕√ ─ ─╖≢│꞉כ◒◦ꜛ♇ⱪ─ ⅜ ⌂ │ ─ ╛

╩ⱷfiⱣכ⌐ ⅎ ▪♪Ᵽ▬☻╩ ╢ ╙ ⅎ╠╣╕∆⁹ 

 

3) ワークショップの役割 

│ ⌐꞉כ◒◦ꜛ♇ⱪ╩ ⇔ ↔≤─ ╩ ⇔╕∆⁹ 

│ ⌐ ⇔≡꞉כ◒◦ꜛ♇ⱪ─ ╩ ∆≤≤╙⌐ ꞉כ◒◦ꜛ♇ⱪ─

⌐ ⇔ │ ꞉כ◒◦ꜛ♇ⱪ─ ╩ ⇔╕∆⁹ 

╕√ ⅜ ⇔≡™⌂™ ⌐№∫≡│ ⅜ ≢ ∆╢

↓≤│ ≢№╢↓≤⅜ ↕╣╢↓≤⅛╠ │ ⅜ ≤⌂╡ ⸗♦ꜟ

╩ ⇔ ꞉כ◒◦ꜛ♇ⱪ╩ ⇔╕∆⁹ 

⌂⅔ │ ꞉כ◒◦ꜛ♇ⱪ⌐⅔™≡ ⅛╠ ↕╣√

─ ─ ─ ⌐ ⇔≡ ⌂ ╩ ∏╢╟

℮ ╘╕∆⁹ 
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ᵑ ─  

▪ ⌐ ∆╢ ↔≤─ ─  

▬ ꞉כ◒◦ꜛ♇ⱪ─  

 a   ─ ─ ה ⌐≈™≡─

 

 b   ─ ⌐ ∆╢ ─  

 c   ꞉כ◒◦ꜛ♇ⱪ─ ⌐№√∫≡▪♪Ᵽ▬☻≢⅝╢ ─  

► ꞉כ◒◦ꜛ♇ⱪ⌐⅔™≡ ⅛╠ ↕╣√ ┼─  

 

ᵒ ─  

▪ ꞉כ◒◦ꜛ♇ⱪ┼─ ה  

 a   ꞉כ◒◦ꜛ♇ⱪ ┼─ ┘⅛↑ 

 b   ꞉כ◒◦ꜛ♇ⱪ≢ ⌂ ה ─  

▬ ꞉כ◒◦ꜛ♇ⱪ⌐⅔™≡ ⅛╠ ↕╣√ ┼─  

 

ᵓ ─  

▪ ꞉כ◒◦ꜛ♇ⱪ─  

▬ ⌐ ⇔≡꞉כ◒◦ꜛ♇ⱪ ┼─ ┘⅛↑ 

► ↔≤─ ─  

◄ ↔≤─ ╩ ─ ⌐  
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4.2 ワークショップの運営 

■市町又は自主防災組織のリーダー等が住民等に呼びかけてメンバーを集め，ワーク

ショップを開催し，ワークショップのメンバーが地図等を用いて地域ごとの津波避難計

画を策定し，アクションプラン（防災対策）の実行へつなげる。 

 

ₒ ₓ 

1) ワークショップの運営 

 ᵑ ⸗♦ꜟ ─  

   │ ↔≤─ ╩ ⇔≡™ↄ ≢ ╕∏ ⸗♦ꜟ ╩

⇔≡ ∕↓⅛╠ ╩ ⇔ ∕─⸗♦ꜟ ⌐⅔↑╢ ╩ ⌐ ╘≡™

ↄ≤™∫√ ⌂ ⅜ ─ ≤ ⅎ╕∆⁹⸗♦ꜟ ─ ⌐№√∫

≡│ ─ ⌐ ⇔╕∆⁹ 

 

  ▪  

ה    ⌐ ⅜ ↕╣≡™╢≤↓╤ 

ה    ⅜ ╖≢№╢≤↓╤ 

ה    ⅜ ⇔√ ⌐ ⅝⌂ ⅜ ╢≤ ↕╣╢≤↓╤ 

ה    ─ ⅜ ™≤↓╤ 

 

  ▬  

ה    ─ ה ⅜ ™≤↓╤ 

ה    ─ ─ ™ ⅎ⅜ ∫≡™╢≤↓╤ 

ה    ⌂≥ ─ ⅜ ™≤↓╤ 

ה     ╤↓≥╢™⅜כ♄כꜞ

 

 ᵒ ─꞉כ◒◦ꜛ♇ⱪ┼─ ─ ┘⅛↑ 

   │ ╩ ⌐ ╛ ─ ─ ╩

⇔≡ ⌐ ╩⅛↑√╡ │ ⌐ ─ ┘⅛↑╩ ™╕∆⁹꞉ ◒כ

◦ꜛ♇ⱪ⌐⅔™≡│ ≈─ ≢ ⌐ⱪכꜟ◓⌐≥↔ ⅛╣≡ ⌂

╩ ∆╢ ╩ ℮√╘ №╠⅛∂╘ ≈─ ╩ 4 ⱪכꜟ◓─ 5

⌐ ↑≡ ─ ╩ ┘⅛↑╢↓≤⅜ ╕╣╕∆⁹꞉ ─ⱪ♇ꜛ◦◒כ ⌐№

√∫≡│ ╟╡ ↄ─ ⅜ ≢⅝╢ ╛ ╩ ∆╢√╘⌐ ─ ₁

⌂≥≤ ╩ ℮╟℮⌐⇔╕∆⁹ 

 

 ᵓ ─ ה  

⌐≥↔ⱪכꜟ◓    ╛ ╩└╤→≡ ╛ ⇔ ∕─ ╩ ⌐

∆╢─⌐ ⌂ ╩ ∆╢↓≤⅜ ≢∆⁹ 

 

 ᵔ ꞉כ◒◦ꜛ♇ⱪ╩ ℮ ≢─  

   ─ ─╖≢⌂ↄ ⌐ ∂≡ ╛ ─ ─

─ ⌐ ╩ ⇔ ꞉כ◒◦ꜛ♇ⱪ╩ ⇔≡™ↄ↓≤⅜ ╕╣╕∆⁹ 
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参考） 津波避難対策推進マニュアル検討会報告書（H25.3 消防庁） 

https://www.fdma.go.jp/singi_kento/kento/items/kento106_01_p00.pdf  

 

 

 

 

 

 

 

 

ҏ  

https://www.fdma.go.jp/singi_kento/kento/items/kento106_01_p00.pdf
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ワークショップを運営していく上の留意点 

ɭɶȭȵɥɁɕǮǶ ẎǔǱṶǮ șǞ ̎ ș̸ǪǦȑ ǫǘǦȑǠȒǚǯǓǮǔ

ȒȏǍ ȈǭǋǔȅǠƳȅǦ ǱȒȀǖ ǔȅȖȑ Ή˲Ή˲ǲṶșǒǘ ὑב Ǳȱɟ

ɱɆǶ ȖǱǋǮ ǋǯǚȔș ǫǘǭ ȈȅǠƳ 

ȉǞ ֓қ̮ ǲ ֒ǵ ̱ ǓǉȓǷǤǍǋǪǦ ǲǮǔȒǧǘ șϊǘȒǯǯȉ

ǲ ̮ ǲᾍǞǮǔȒ ȑẉǖǵ ᵂșǞǭ ǏǜǢȅǠƳǦǧǞ ᵂǠȒѼǲǶǒǱ

ȐǡǤǵ ᵂǵ ǏșᾚǖǦȈǲⱳ Ǳ Ḹș ǞǭǑǖǚǯǓẎўǮǠƳȅǦ ᾐ

Ƕ ǘǭ ǮǔȒǧǘȖǒȑȋǠǋ Ǯ ǠȒȏǍǲǞȅǞȎǍƳ 

参考）津波避難対策推進マニュアル検討会報告書（H25.3 消防庁） 

https://www.fdma.go.jp/singi_kento/kento/items/kento106_01_p00.pdf  

 

2) 地域ごとの津波避難計画の策定手順 

─ ⌐№√∫≡│ ╕∏ ┼─ ┘⅛↑ ─꞉כ◒

◦ꜛ♇ⱪ╩ ℮ ≢ ⌂ ╩√≡ ⌐ ꞉כ◒◦ꜛ♇ⱪ╩ ⇔≡

╩ ⇔ ─▪◒◦ꜛfiⱪꜝfi ⌂ ╩ ⇔╕∆⁹∕⇔

≡ ꞉כ◒◦ꜛ♇ⱪ≢ ⅛╠ ↕╣√▪◒◦ꜛfiⱪꜝfi─ ⅛╠ ─

⌐ ╦∑≡ ⌂▪◒◦ꜛfiⱪꜝfi╩ ꞉כ◒◦ꜛ♇ⱪ ∆←⌐ ⇔╕

∆⁹ 

 

図 ２３ 地域ごとの津波避難計画の策定手順 

参考） 津波避難対策推進マニュアル検討会報告書（H25.3 消防庁） 

https://www.fdma.go.jp/singi_kento/kento/items/kento106_01_p00.pdf  

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.fdma.go.jp/singi_kento/kento/items/kento106_01_p00.pdf
https://www.fdma.go.jp/singi_kento/kento/items/kento106_01_p00.pdf
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4.3 ワークショップにおける検討事項 

│ ─ ╩ ↑≡꞉כ◒◦ꜛ♇ⱪ╩ ⇔ ╩ ™≡ ↔≤─

╩ ⇔╕∆⁹꞉ ≢ⱪ♇ꜛ◦◒כ ∆╢ ⅜№╢ │ ─≤⅔╡≢∆⁹ 

4.3.1 ワークショップの目的を知る 

4.3.2 災害について知る 

4.3.3 自分の住んでいる地域の危険性を知る 

4.3.4 避難行動を考える 

4.3.5 避難訓練で検証する 

4.3.6 今後の津波対策を考える－アクションプランの検討 

 

図 ２４ ワークショップの流れ 

参考） 津波避難対策推進マニュアル検討会報告書（H25.3 消防庁） 

https://www.fdma.go.jp/singi_kento/kento/items/kento106_01_p00.pdf  

https://www.fdma.go.jp/singi_kento/kento/items/kento106_01_p00.pdf
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4.3.1 ワークショップの目的を知る 

■ワークショップを始めるにあたり，住民がワークショップに参加して地域ごとの津波避

難計画を策定する目的を明確に説明する。 

 

ₒ ₓ 

⅜ ⇔√ ⌐ ⅜ ⌐ ≢⅝╢ ╩ ∆╢√╘⌐│ ∕

╣∙╣─ ─ ⇔™ ╩ ╙╟ↄ ∫≡™╢ ─ ⅜ ≠ↄ╡⌐ ∆

╢ ⅜№╡╕∆⁹ ⅜ ⌐ ⇔√ ╩ ∟ ∫≡ ⌂

╩ ∆╢↓≤⅜ ≢∆⁹↓─ ╩ ∆╢⌐№√╡ ⅜

≢№╢↓≤╩ ╡ ⇔ ⇔╕∆⁹ 

 

╕√ ╩ ∆╢↓≤⌐╟╡ ⅜↓─ ≠ↄ╡╩ ⇔≡ ╪∞↓≤

╩∕╣∙╣─ ⌐ ∟ ╡ ─ ≡⇔≥כ♄כꜞ ╠─ ─₈ ₉

╩ ↕∑╢↓≤╙ ↓─ ≠ↄ╡─ ─ ≈≢№╢↓≤╩꞉כ◒◦ꜛ♇ⱪ

⅛╠ ⌐ ⇔╕∆⁹ ─ ⅜꞉כ◒◦ꜛ♇ⱪ⌐ ≢⅝╢ ≢│

─ ⅛╠ ╪∞↓≤╩ ⌐ ⅎ╢≤™∫√ ╩ √∆↓≤╙ ≢∆⁹ 

 

4.3.2 災害について知る 

■地震が発生した場合，どのような災害が発生し，生活にどのような影響があるのか，災

害の全体像を説明する。 

■津波とは何か，津波の発生メカニズムや津波の恐ろしさ，またその地域に過去どんな津

波が発生したか，津波に関する言い伝えなどを合わせて説明する。 

 

ₒ ₓ 

1) 災害の全体像 

⅛╠ ╩ ╢ ≤⇔≡ ╕∏ ─ ╣⅛╠ ╩ ╢↓≤⅜ ⌐⌂╡

╕∆⁹⌂⅔ ─ ╣⅛╠ ╩ ╡ ╛⅛⌐ ≢⅝╢╟℮ ─

─ ╩ ╘≡⅔ↄ↓≤⅜ ≢∆⁹ ─ ─╟℮⌐ ⌐╟╢

≤⇔≡│ ⌐╙ ⌐ ╦╢╟℮⌂ ─ ╛ ⌐╟╢

ה ╣ ─ ⅜№╡╕∆⁹∕╣╠─ ⌐ ∆╢ ╙ ℮

⅜№╢↓≤╩ ⇔╕∆⁹ 

 

図 ２５ 地震発生により人命に関わる主な被害 

参考） 津波避難対策推進マニュアル検討会報告書（H25.3 消防庁） 

https://www.fdma.go.jp/singi_kento/kento/items/kento106_01_p00.pdf  

https://www.fdma.go.jp/singi_kento/kento/items/kento106_01_p00.pdf


4.᷂ Ḣ ὑ /  4.3  ̠

 86 

─ ∫ ⌐ ⅎ╢↓≤│ ╠─ ╩ ╢√╘─ ⌂ ≢∆⁹

≢ ™ ╣ ╩ ∂√ ⅜ ↕╣√ ⅜ ↕

╣√ ⌂≥⌐│ ≤ ─№╢ ╡ ─ ⅜ ┌⌂™╟╡ ⌂

╩ ⇔≡ ∆╢↓≤⅜ ≢∆⁹ 

 

∕─ ⅜ ∆╢╕≢─ ─ ┼ ∆╢↓≤⌐⌂

╡╕∆⁹↓─ ⌐│ ╛ ╩ ⇔ ⅜

↔∆↓≤⅜≢⅝╢↓≤⅜ ╕⇔™≤ ⅎ╠╣╕∆⁹ 

 

⅜ ⇔√ ⅝⌂ ⅜ ⇔≡™⌂™ │ ⌐ ╢↓≤⅜≢⅝╕

∆⅜ ─ ╩ ↑√ ⌐│ ≢ ⌐╟∫≡│

ﬞ ∆╢↓≤⌐⌂╡╕∆ ⌐ ↔≤─ ╩ ∆╢ ⅜№

╡╕∆ ⁹ 

 

2) 津波とは 

≤│ ⅛ ─ ⱷ◌♬☼ⱶ╛ ─ ╤⇔↕ ╕√∕─ ⌐ ≥╪

⌂ ⅜ ⇔√⅛ ⌐ ∆╢ ™ ⅎ⌂≥╩ ╦∑≡ ⇔╕∆⁹ 

 ᵑ ─ⱷ◌♬☼ⱶ─  

   │ ⌐ ⌐╟∫≡ ⅝ ↓↕╣ ⌂ ≤⌂∫≡ ⌐ ⅜╡

⌐ ⇔╕∆⁹ ─℮∟ ≢ ⅜ ⌐ ⅝ↄ⌂╢↓≤⅛╠ ₈

₉≤ ┌╣≡™╕∆⁹ ⅜ ≢ ⇔√ ≢ ∂√

╛ ⌐╟∫≡ ⅜ ⅛╠ ╕≢ ⌐ ╡ ⅜∫√╡ ╖ ╗↓≤⌐

╟╡ ⅜ ⇔╕∆⁹ 

 
図 ２６ 津波のメカニズム 

参考） 気象庁「津波からにげる」津波防災ハンドブックより抜粋 

     
図 ２７ 津波からの避難行動 

参考） 気象庁「津波からにげる」津波防災ハンドブックより抜粋 
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ᵒ ≤  

  ▪  

    ─ ⌐ ™ ≢ ∆╢ ─↓≤≢ │

╩ ∂╢ ⅜ ↄ ╕√ ⅜ ─ ╙№╢√╘

─ ⌐№√∫≡│ ⌐╟╢ ╛ ╩ ∆╢ ⅜

№╡╕∆ ╩ ∂√╠ ™ ─ ⁹╕√ │

↕™⅜ ⅝⌂ ⅜ ∆╢ ♯ꜟ♯ꜟ ╙№╢√╘ ⅜ ≢

∆⁹ 

 

▬  

    ╛◌ⱶ♅ꜗ♇◌ ⌂≥ ⅛╠ ↄ ╣√ ≢ ⇔√

⌐╟╡ ⌐╙ ╩⅔╟╓∆╟℮⌂ ─↓≤≢∆⁹1960 ─♅ꜞ

2010 ─♅ꜞ ╩ ≤∆╢ ⌐╟╢ ⅜№╡╕∆⁹ │

╩ ∂╢↓≤⅜⌂ↄ ⅜ ╕≢ ∆╢ │ ⌐╟∫≡│

⅛╠ 20 ╩ ∆╢√╘ ⌐╟╢ ╣⌐ ⌂ↄ ⌐

∆╢╟℮⌐ ∆╢ ⅜№╡╕∆⁹ 

 

ᵓ ─ ╤⇔↕ 

  ─ ╤⇔↕⌐≈™≡ ─ ─ ╩ ⇔ ⌐

⇔╕∆⁹ ⌐ ─ ╣─ ⅝↕⌐ ⌂ↄ ⅜ ∫≡ↄ╢ ⅜№╢↓≤

─ ⅜≤≡╙ ™↓≤≤ │ ╡ ⇔ ∫≡ↄ╢↓≤ ─

⌐≈™≡ ⅛╡╛∆ↄ ⇔╕∆⁹ 

 

  ▪ ⅜ ⇔√≤⅝│ ⌐ ∆╢ 

    ™ ╣─ ╛ ╣⅜ ↄ≡╙╝כ╠ ≥╠כ╝ ↄ╝∫√╡ ╣╢

╩ ∂√╠ ⌐ ∆╢ ⅜№╡╕∆⁹╕√ ─ ╣╩ ∂⌂ↄ≡╙

⌐ ╩ ↑╢ ⅜№╡╕∆⁹ 

 

▬ ─ ⌐ ⅝ ⅜№╢≤│ ╠⌂™ 

    ₈ ─ ⌐│ ⅜ ↄ₉₈ ╛ ⅜ ╢₉₈ ⅝⌂ ⅜∆╢₉≤™℮ ╙№

╡╕∆⅜ ∕─╟℮⌂ ┬╣⌂⇔⌐ ™⅝⌂╡ ⅝⌂ ⅜ ⇔ ∑≡ↄ╢↓≤╙

№╡╕∆⁹ 

 

► ─ ↕≤  

    │ ⌐ ™☻Ⱨכ♪≢ ⇔ ∑≡⅝╕∆⁹ ─ ⅜ ≢№╣

┌ ⌐ ⅜ ∆╢↓≤╙№╡ ─ ≢ ⅜ ⇔√ ⌐│

╩ ∫≡ ⅜ ∆╢↓≤╙№╡╕∆⁹╕√ ─ ⌐╟∫≡│

⌐ ─ ↕⅜ ⅜∫√╡ ⇔™ ╣╩ ℮↓≤╙№╡ ∕─╟℮⌂ ⌐

╟∫≡ ⅜ ↕╣√╡ ↕╣√╡⇔╕∆⁹ 

 

◄ │ ╡ ⇔ ⇔ ∑╢ 

    │ ╡ ⇔ ∫≡⅝≡ №≤⅛╠ ╢ ─╒℮⅜ ↄ⌂╢↓≤⅜№╢√

╘ ⅜ ↕╣╢╕≢ ⌐ ⇔√ ╩ ╣≡ ┼ ∫≡

│™↑╕∑╪⁹ ⇔√⌐╙⅛⅛╦╠∏ ⅔ ╛ ╩ ╡⌐ ∫√╡⇔≡

⅜☻כ◔╢╣╦╠↕⌐ ─√┘⌐ ╩√√⌂™↓≤╩ ∆╢ ⅜№╡╕

∆⁹ 
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○ ♦ⱴ⌐╕≥╦↕╣⌂™ 

    ꜝ☺○╛ ⌂≥≢ ⇔™ ╩ ↄ⁹ ─ ⌐│ ⌐ ∂√♦ⱴ ⅜

⅜╡╛∆™─≢ ∟ ™≡ ⌂ ╛ ⅜≢⅝╢╟℮⌐ ╛ ─

─ ⇔™ ╩ ╢↓≤⅜ ≢∆⁹ 

 

 ᵔ ─  

   ⌐ ∕─ ≢≥─╟℮⌂ ⅜ ⇔√⅛╩╦⅛╡╛∆ↄ ⇔╕∆⁹

─ ╩ ⇔≡™╢ ⅜꞉כ◒◦ꜛ♇ⱪ⌐ ⇔≡™╢ │ ∕─ ⅛

╠ ╩ ™√╡ ∕─ ⌐№╢ ⌐ ∆╢ ™ ⅎ⌂≥╩ ∆╢↓≤⌐╟╡

꞉כ◒◦ꜛ♇ⱪ─ⱷfiⱣכ⌐ ─ ╤⇔↕╛ ─ ⅝↕ ╩ ⌂╙─≤

⇔≡ ↑ ╘╛∆ↄ⇔╕∆⁹╕√ ⌐ ─⌂™≤↓╤≢│ ≢⅝╣┌

─ ╩ ⇔ ⌐╙ ⌐≈™≡─ ╩ ╘╢ ⅜№╡╕∆⁹ 
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4.3.3 自分の住んでいる地域の危険性を知る 

■住民等が自分の住んでいる地域にどのような危険性があるのかなどについて地図に記入

しながら，避難行動について考える。 

 

ₒ ₓ 

─ ╛ ⌂ ≤™∫√ ╩∕╣∙╣─ ─

⌐ ⇔ ─ ╩ ⅎ╕∆⁹ 

 

⅜ ↕╣╢ ⅛╠ ⅜

╪≢™╢ ─≥─№√╡⅜ ⌐╟╡ ⇔≡⇔╕℮ ⅜ ™⅛ ⌐≥─

⅜ ⌐ ⇔≡ ⅛╩ ⅎ╕∆⁹

─ ₁⌂ ╙ ⌐⇔≡ ─ ╩ ⅎ╕∆⁹ ⅎ┌

⅛╠│ ─ ⌂ ה ╩ ⅛╠

│ ≢ ⌐╟╢ ╩ ↄ ↑╢ ╩ ⇔≡ ⌐ ↕

∑╕∆⁹ 
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参考） 津波避難対策推進マニュアル検討会報告書（H25.3 消防庁） 

https://www.fdma.go.jp/singi_kento/kento/items/kento106_01_p00.pdf  

https://www.fdma.go.jp/singi_kento/kento/items/kento106_01_p00.pdf


4.᷂ Ḣ ὑ /  4.3  ̠

 91 

 
参考） 津波避難対策推進マニュアル検討会報告書（H25.3 消防庁） 

https://www.fdma.go.jp/singi_kento/kento/items/kento106_01_p00.pdf  

 

 

 

 

 

https://www.fdma.go.jp/singi_kento/kento/items/kento106_01_p00.pdf
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4.3.4 避難行動を考える 

■津波による人的被害を軽減するためには，住民等一人ひとりの主体的な避難行動が基本

となる。津波から避難するとき，どのように行動すれば，より安全に避難できるのか，

ワークショップの参加者一人ひとりが考え，話し合いによって，地域に適した避難行動

をなるべく具体的に考える。 

 

ₒ ₓ 

1) 情報伝達体制の検討 

  ─ ╛∕─ ≤™∫√ ─ ⌐≈™≡ ⅛

╡╛∆ↄ ⇔╕∆ 3.7 ⁹ 

 

  ⌐ ┼─ ⌐≈™≡│ ⌐ ─ ꜝ☺○

ⱷכꜟ ⱨꜝ♇◓ ╩ ⇔

≢⅝╣┌ ─ ≢ ╦╣≡™╢ ⌐≈™≡ ⇔ ≥─╟℮⌂ ⅜∕

╣∙╣─ ⌐ ⇔≡™╢⅛ ⅎ╕∆⁹ 

 

  ∕─ ↔≤─ ≤ ╠⇔ ╦∑≡ ≥─╟℮⌐ ∆╣┌ ⌐

≢⅝╢⅛≤™∫√↓≤╩ ⌐ ⇔ ™╕∆⁹ 

 

  ╛ ⌂≥ ⌐ ⅜ ≤↕╣╢ ⌐ ∆╢ ─ ╛

╩ ⇔╕∆⁹╕√ ╛ ⌂≥─ ─ ┼─

⌐≈™≡╙ ⇔╕∆⁹ 

 

2) 避難先，避難経路等の検討 

  ⅜ ∆╢ ⌐ ≤ ─№╢ ╡ ╟╡ ⌂ ≤⇔≡ ≥↓┼

≥─╟℮⌂ ≢ ≥↓╩ ∫≡ →╢⅛⌐≈™≡ ⇔╕∆ 3.4.1 ⁹ 

 

  ╕∏ ╛ ╩ ⇔≡ ╩ ⌐ ⅝ ╖╕∆⁹ 

⌂⅔ │ ⅛╠ ╩ ╢↓≤╩ ∆╢√╘ ⌐ ╩∆╢

≤│ ⌂╡╕∆⁹ ⌐ ─ ⌐⌂╢ ╩ ⇔ ∕╣∙╣─

─ ╛ ⌐ ∂√ ╩ ⅎ ⌐ ⅝ ╖╕∆⁹ 

 

  ╕√ ╩ ⅎ╢ ≢│ ≢⅝╣┌ ⌐ ⇔≡ ≥─╟℮⌐

╩ ⅎ╢⅛⌐≈™≡╙ ⇔╕∆⁹ 

 

  ∕─ ╛ ⌂≥ ≢─ ╛ ─ ─ ≤⌂╢

⌐≈™≡╙ ⇔≡⅔⅝╕∆⁹ 

 

3) 避難開始前にとるべき防災対応の検討 

  ∕╣∙╣─ ─ ╩ ⇔≡ ╩ ∆╢ ⌐ ℮═⅝↓

≤⌐≈™≡ ⇔╕∆⁹ 

 

  ╩ ∆╢√╘⌐ ╩ ∆ ●☻─ ╩ ╘╢ Ⱪ꜠כ◌כ╩ ╢≤

™∫√↓≤╛ ⅜ ⌂ ╛ ⌂≥┼─ ⅛↑ ─ ╛ ↑

╩ ⇔⌂⅜╠ ⌐ ⌐ ╩∆╢ ⅜№╢─⅛⌐≈™≡ ⅎ╕∆⁹ 
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  ╕√ ╛ ⌂≥╩ ⅎ╢ ≢│ ≢⅝╣┌ ╛ ⌂≥┼─

─ ⅛↑╛ ╩≥─╟℮⌐ ℮⅛⌐≈™≡╙ ⅎ╕∆⁹ 

 

4) それぞれの地域の津波到達予想時間等を考慮しながら，避難時に何を持って逃げるかに

ついて考える 

  ≢ ↔∆√╘⌐ ⌂╙─ ⌐ ⅜ ⇔⌂↑╣┌™↑⌂™╙─

ꜝ☺○ ⌂≥ ╩ ⇔ ∕╣╠╩ ⌐∆←⌐ ∟ ∑╢╟℮⌐ ⅛

╠ ⌐╕≤╘≡ ∟ ⇔╛∆™ ⌐ ™≡⅔ↄ╟℮⌐⇔╕∆⁹ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考） 津波避難対策推進マニュアル検討会報告書（H25.3 消防庁） 

https://www.fdma.go.jp/singi_kento/kento/items/kento106_01_p00.pdf 

https://www.fdma.go.jp/singi_kento/kento/items/kento106_01_p00.pdf
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4.3.5 避難訓練で検証する 

■避難先及び避難経路等をもとに，津波避難訓練を実施する。 

 

ₒ ₓ 

2)≢ ⇔√ ┘ ╩╙≤⌐ ╩ ⇔╕∆⁹ 

 

⅛╠ ─ ╕≢ ≥─ↄ╠™≢ ≢⅝╢⅛ ╩ ∆╢≤≤╙⌐

⌐ ╙ ⌐ ⇔≡ ⇔╕∆⁹ 

 

≢─ ה ⌂≥╩ ∆╢ ╩ ™ ╛

∕─ ⌐ ∆╢ ⌐≈™≡ ∆╢≤≤╙⌐ ↔≤─

╩ ∆↓≤╙ ≢∆⁹ 

 

 

4.3.6 今後の津波対策を考える－アクションプランの検討 

■ワークショップで学んだことを地域住民にどのように伝え，防災意識を啓発し，今後の

津波避難対策に活かしていくかを考える。 

 

ₒ ₓ 

↔≤─ ─√╘─꞉כ◒◦ꜛ♇ⱪ⌐ ─ ≡⅜ ∆╢↓≤│

≢∆⁹꞉כ◒◦ꜛ♇ⱪ╩ ∂≡ ─ │ ₁⌐ ╕∫≡™⅝╕∆⅜

⌂↓≤│ ─ √∟─ ╩ ╘╢≤≤╙⌐ ∕╣╩ ⌐ ∟ ╡ ↄ─

⌐ ∂ ╩ ∫≡╙╠™ ≤⇔≡ ─ ⌐ ↑≡ ╩⇔≡╙╠

℮↓≤≢∆⁹∕─√╘⌐ ꞉כ◒◦ꜛ♇ⱪ─ ─ ⌐⅔™≡ ⅜꞉כ◒◦ꜛ♇

ⱪ≢ ╪∞↓≤╩ ⌐≥─╟℮⌐ ⅎ ╩ ⇔ ─

⌐ ⅛⇔≡™ↄ⅛╩ ⅎ╕∆⁹ 

 

⌐│ ─╟℮⌐▪◒◦ꜛfiⱪꜝfi─ ╩ ∫≡╙╠™╕∆⁹ 

 

ᵑ ⅜▪◒◦ꜛfiⱪꜝfi╩ ∞≤ ╦╣╢ ─  

 

ᵒ ↕╣√▪◒◦ꜛfiⱪꜝfi─ ≢ ℮═⅝╙─ ≢ ℮═⅝╙─

⅜ ℮═⅝╙─⌂≥⌐  

 

⅛╠ ↕╣√ ─▪◒◦ꜛfiⱪꜝfi⌐≈™≡│ ⅜ ⌂╙─╙

№╣┌ ⅜ ≤⌂∫≡ ⇔≡™ↄ═⅝ ╙№╡╕∆⁹╕∏↓╣╠─

╩ ╠⅛⌐⇔√ ≢ ∆←⌐≢╙ ╡ ╘╢ ╩ ⇔≡™ↄ↓≤╩ ⇔╕∆⁹

╕√ ⌂ ⌐≈™≡│ ∕─ ╩ ⅜ ╠╣╢╟℮⌐ ⌐ ⇔

≤ ≤─ ⅜ ╕╢↓≤─⌂™╟℮⌐∆╢↓≤╙ ≢∆⁹ 
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4.4 ワークショップ終了後の留意事項 

■ワークショップ終了は，地域の津波避難対策への出発点とも言える。ワークショップ終

了後は，以下のことに留意する。 

①成果は地域全体のもの 

②住民と協働して津波避難対策を進めていく 

③津波避難計画の見直し 

④継続的な取組を 

 

ₒ ₓ 

1) 成果は地域全体のもの 

  ꞉כ◒◦ꜛ♇ⱪ≢ ╡ →√ ─ │ ─ ╩ ⇔√

⅝√ ≢∆⁹↓─ │ ꞉כ◒◦ꜛ♇ⱪ─ ∞↑─╙─≢│⌂ↄ

─╙─≢∆⁹↓─ ╩ ⅛⇔≡™ↄ√╘⌐ ꞉כ◒◦ꜛ♇ⱪ─ ⅜

≤⌂∫≡ ⌐ ╩ ↕∑ ≡⅜ ╩ ⅎ╢↓≤

⅜ ≢№╢⁹ 

 

2) 住民と協働して津波避難対策を進めていく 

  ꞉כ◒◦ꜛ♇ⱪ╩ ∂≡ ─ ⅜ ╕╡ ∕╣⌐ ∫≡ ⅛╠

⌐ ⇔≡↕╕↨╕⌂ ╛ ⅜╟∑╠╣╢↓≤⅜ ⅎ╠╣╕∆⁹↓℮⇔√

⌐ ≡ ⅎ╢↓≤│ ⌐⅔™≡╙ ≢№╢⅜ ─ ╕∫√ ╩

⇔≡™ↄ√╘⌐ ≤ ⅜ ⇔≡ ⇔∏≈≢╙ ⇔≡ ╩ ╘

≡™ↄ↓≤⅜ ≢∆⁹ 

 

3) 津波避難計画の見直し 

  ꞉כ◒◦ꜛ♇ⱪ─ ⌐╟╡ ↕╣√ ─ │ ≢│№╡╕

∑╪⁹ ─ ╩ ∂≡ ╟╡ ™ ⌐ ⇔⇔≡™ↄ↓≤⅜ ≢∆⁹

╕√ ה ⌐│ ╛ ─ ─

─ ╩ ╕ⅎ⌂⅜╠ ╩ ∆ ⅜№╡╕∆⁹ 

 

4) 継続的な取組を 

  ꞉כ◒◦ꜛ♇ⱪ⌐╟╢ ─ │ ≈─ ≢∆⅜ ∕╣≢ ∆╢─

≢│⌂ↄ ⌂ ⅜ ≢∆⁹ ⅎ┌ ⌐⅔™≡│ ╩ ∆

╢↓≤ ⇔≡⅝√ ⇔™ ⌐ ⇔≡ ─ ╩∆╢↓≤

⌐⅔™≡ ⌂ ╛ ╩ ∆╢↓≤ ⅜ ⌐fi☼כ◦™

╛ ╙ ∆╢ ╩ ∆╢↓≤⌂≥ ™≈ↄ╢⅛ ⅛╠⌂

™ ⌐ ∆╢ ⌂ ⅜ ≢∆⁹ 

 

β꞉כ◒◦ꜛ♇ⱪ─ ⌐≈™≡│ ⱴ♬ꜙ▪ꜟ  

H25.3 ╩ ⁹ 

https://www.fdma.go.jp/singi_kento/kento/items/kento106_01_p00.pdf  

 

 

 

https://www.fdma.go.jp/singi_kento/kento/items/kento106_01_p00.pdf
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5. 津波避難計画の自己評価 

5.1 評価チェックリストの例 

─ ♅▼♇◒ ╩ ℮ │ ╩ ─↓≤⁹ 

 

 ─   ♅▼♇◒ 

ᵑ ─ ─

⅝⌐ ≠⅝   

   

 ─   ♅▼♇◒ 

ᵑ ─   ┼─ ⌐╟╡ ─ ה ⌐

⅜ ∆╢↓≤⅜ ↕╣╢⅛  

 

ᵒ ─   ᵑ⌐ ≠⅝ ╩    

ᵓ ─   ─ ⌐№√╡ ─ │

╠╣≡™╢⅛  

 

 ─   ♅▼♇◒ 

ᵑ ─   ◦Ⱶꜙ꜠כ◦ꜛfi ⅛╠

╩   

 

ᵒ ─   ⌐ ≢ ≢⅝╢

╩   

 

ᵓ ─ ה   ┼ ≢ ≢⅝╢

╩ ה   

 

ᵔ ─   ᵑ ᵒ ᵓ ┘ ⅛╠ ⌐

⌂ ╩   

 

ᵕ ─   ⅛╠ ╣╢

╩ ≤⇔≡   

 

ᵖ ⌐╟╢   ⌐╟╡ ⌐ ⅜

⅛ ⅛─   

 

 ─ ה   ♅▼♇◒ 

ᵑ ─   ⅜ ⇔≡™╢⅛   

│ ↕╣≡™╢⅛   

≤ ↕╣≡™╢⅛   

│ ↕╣≡™╢⅛   

ᵒ ─   ⅜ ⇔≡™╢⅛   

│ ↕╣≡™╢⅛   

ᵓ ⱦꜟ─   ⅜ ⇔≡™╢⅛   

│ ↕╣≡™╢⅛   

│ ↕╣≡™╢⅛   

 参考） 津波避難対策推進マニュアル検討会報告書（H25.3 消防庁） 

https://www.fdma.go.jp/singi_kento/kento/items/kento106_01_p00.pdf  
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 ─ ה   ♅▼♇◒ 

ᵑ ─   ⅜ ⇔≡™╢⅛   

│ ↕╣≡™╢⅛   

│ ↕╣≡™╢⅛   

ᵒ ─   ⅜ ⇔≡™╢⅛   

│ ↕╣≡™╢⅛   

ᵓ ─   ⌐╟╢ ⅜ ⅛  

─ ⌐╟╢ ⅜ ↕╣≡™╢⅛   

 ─   ♅▼♇◒ 

ᵑ ─ ─   ⅜ ↕╣√    

⅜ ↕╣√    

⅜ ↕╣√    

™ ╩ ⇔√    

ᵒ ─   ♥꜠ⱦ ꜝ☺○ ≢ ⇔√ │    

─ ─    

 ⌐ ∆╢ ─   ♅▼♇◒ 

ᵑ ⌐ ∆╢

─   

╩ ⇔√ ╩ꜟכꜟ

⇔≡™╢⅛  

 

─ ╩ ⅎ≡™╢⅛   

ꜝ▬ⱨ☺ꜗ◔♇♩─ ╩ ⇔≡™╢⅛   

┘ ─ │ ↕╣≡™

╢⅛  

 

│ ↕╣≡™╢⅛   

 ─ ה   ♅▼♇◒ 

ᵑ ─   ─ │ ↕╣≡™╢⅛ ⌐

  

 

─ ╩ ⅜ ⇔≡

™╢⅛  

 

ᵒ ה ─   ─ │ ↕╣≡™╢⅛   

─ ─ ─♃כ♦

─ ⅜ ⅛  

 

ה ─ ⅜ ╕∫≡™╢⅛   

─ │ ↕╣≡™╢⅛   

参考） 津波避難対策推進マニュアル検討会報告書（H25.3 消防庁） 

https://www.fdma.go.jp/singi_kento/kento/items/kento106_01_p00.pdf 
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ᵓ ─   ╩ ⌐ ∆╢⅛    

≥─╟℮⌐ ∆╢⅛   

│ ↕╣≡™╢⅛   

╡╟⌐♩כꜝ▪ ⇔≡ ≢⅝╢⅛   

─ │ ↕╣≡™╢⅛   

⌐╟╢ │ ⅛   

─ ⅜ ╠╣≡™╢⅛   

┘ ─ │ ↕╣≡™

╢⅛  

 

│ ↕╣≡™╢⅛   

≤─ │ ↕╣≡™╢⅛   

 ─   ♅▼♇◒ 

ᵑ ─   ─ ה ⅜ ↕╣√   

TV ⌐╟╡ ה ─

⅛   

 

™ ╣ ╝∫ↄ╡≤⇔√ ╣╩ ∂√    

ה ─ ⅜ ⅛⌂⅛∫√

─   

 

╩ ∆ │ ╘≡

™╢⅛  

 

ᵒ ─ ה

⌐╟╡ ╩

∆╢   

≤⌂∫≡™╢⅛   

─ ─ ⌂ ⅜ ⌂ ⅛   

─ │ ⅛   

ᵓ ─   ╩ ⅜ ⌐╟╡ │ ⇔ ≥─

╟℮⌐ ∆╢⅛  

 

ᵔ ─ ─ ↑ ⌐

∂√ ─ ה

  

◘▬꜠fi

◖Ⱶꜙ♬♥▫ ⱷכꜟ   

 

╩ ∫√ ╩ⱱכⱶⱭכ☺ ≢

⇔≡™╢⅛  

 

ᵕ ─ ─

  

┼─ │ ↕

╣≡™╢⅛  

 

ᵖ ─   ─ │ ↕╣≡™╢⅛   

≤─ ⱱ♇♩ꜝ▬fi

│ ↕╣≡™╢⅛  

 

参考） 津波避難対策推進マニュアル検討会報告書（H25.3 消防庁） 

https://www.fdma.go.jp/singi_kento/kento/items/kento106_01_p00.pdf 
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10 ─ ה   ♅▼♇◒ 

ᵑ ה ─   ⌂ ⌐╟╡ ⇔≡™╢⅛   

ᵒ ה ─   Ɽfiⱨ꜠♇♩ ─ ─ ╩ ∫≡™╢⅛   

Ɫ◙כ♪ⱴ♇ⱪ ╩ ⇔≡™

╢⅛  

 

ⱱכⱶⱭכ☺ ⌐╟╡ ⇔≡™╢⅛   

ᵓ ה ─   ╛ ≢ ה ⅜ ↕

╣≡™╢⅛  

 

ה ─ ≤⌂╢ ╛ ─ ⅜⌂

↕╣≡™╢⅛  

 

11   ♅▼♇◒ 

ᵑ   ⇔≡™╢⅛   

ᵒ   ←╢╖─ ⅜ ↕╣≡™╢⅛   

ᵓ   ─ ╩ ≡™╢⅛   

─ ╩ ≡

™╢⅛  

 

ᵔ ─ ┼

─   

─ ╩ ∫≡™╢⅛   

⌐ ↕╣╢ ╖≤⌂∫≡™╢⅛   

ᵕ ─   ─ ─

⇔╩ ∫≡™╢⅛  

 

12 ∕─ ─   ♅▼♇◒ 

ᵑ ─

  

⌂ ╩ ⇔≡™╢⅛   

⌐≈™≡ ─

≤─ │ ↕╣≡™╢⅛  

 

─ │ ⅛   

Ɽfiⱨ꜠♇♩ ⱱכⱶⱭכ☺ ⌐╟╢

⅜ ⅛  

 

ᵒ ─   ⅜™ ┼─ ⅜

↕╣≡™╢⅛  

 

┼─

⌐ ∆╢ ⅜ ╘╠╣≡™╢⅛  

 

←╢╖─ ⅜ ↕╣≡™╢⅛   

╩ ⇔ ⌐ ↕╣

≡™╢⅛  

 

参考） 津波避難対策推進マニュアル検討会報告書（H25.3 消防庁） 

https://www.fdma.go.jp/singi_kento/kento/items/kento106_01_p00.pdf

https://www.fdma.go.jp/singi_kento/kento/items/kento106_01_p00.pdf
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宮城県津波対策連絡協議会の体制 

 
 

 
  

 ─ ─ ≤ ╩ ⇔ ─ ─ ●▬♪ꜝ▬fi╩
∆╢≤≤╙⌐ ⌐ ≤─ ┘ ╩ ╢↓≤⌂≥╩ ≤⇔≡

₈ ₉≤™℮⁹ ╩ ∆╢⁹ 
 
  

 │ ⌐ →╢ ⌐≈™≡ ∆╢⁹ 
 (1)  ●▬♪ꜝ▬fi─ ⌐ ∆╢↓≤⁹ 
    ( )  ≤ ⌐╟╢ ─ ⌐≈™≡ 
    ( )  ─ ─ ⌐≈™≡ 
   ( )  ─ ⌐≈™≡ 
   ( )  ─ ה ⌐≈™≡ 
 (2)  ─ ⌐ ∆╢↓≤⁹ 
 (3)  ⌐ ╢ ┘ ⌐ ∆╢↓≤⁹ 
 
  

 │ ╩╙∫≡ ⇔ ⌐ →╢ ⌐№╢ ╩ ≡╢⁹ 
 ⌐ ┘ ╩ ⅝ │ ─ ⌐╟╡ ⇔ │ ─
⌐╟╡ ∆╢⁹ 
 │ ╩ ⇔ ╩ ∆╢⁹ 
  │ ╩ ⇔ ⌐ №╢≤⅝│ ∕─ ╩ ∆╢⁹ 

 
  

 ⌐ ₈ ₉≤™℮⁹ ╩ ↄ⁹ 
 │ ─ ⌐ ∆═⅝ ╩№╠⅛∂╘ ∆╢╒⅛ ─ ∆╢ ╩

∆╢⁹ 
 │ ┘ ╩╙∫≡ ⇔ ⌐ →╢ ⌐№╢ ╩ ≡╢⁹ 
 │ ─ ╩ ⇔ ╩ ∆╢⁹ 
 │ ╩ ⇔ ⌐ №╢≤⅝│ ∕─ ╩ ∆╢⁹ 

 
  

 ─ │ ⅜ ─ │ ⅜ ∕╣∙╣ ⌐ ∂≡ ⇔ ∕─
≤⌂╢⁹ 

 │ │ ⅜№╢≤ ╘╢≤⅝│ │ ─ ⌐ ─
─ ╩ ╘╢↓≤⅜≢⅝╢⁹ 

 
  

 ┘ ─ │ ה ⌐⅔™≡ ∆╢⁹ 
 
 ∕─  

 ↓─ ⌐ ╘╢╙──╒⅛ ─ ⌐ ⇔≡ ⌂ │ ⅜ ⌐ ╘╢⁹ 
 
        
  ↓─ │ ⅛╠ ∆╢⁹ 
 

     

 ↓─ │   ⅛╠ ∆╢⁹ 
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 ↓─ │    ⅛╠ ∆╢⁹ 
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       ⁿ      

       ⁿ      
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       ⁿ      

      ⁿ      

       ⁿ      
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      ⁿ   4 ₡ №┬ↄ╕ ₢ 

      ⁿ     

      ⁿ   ◖fiⱬfi◦ꜛfi  

      ⁿ    



5. ⁫  ͔ /  5.1 ͔ ͈ 

 104 

 


